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序

近年、鳥取県では妻木晩田遺跡、青谷上寺地遺跡をはじめとする古代の重要な遺跡の発見が相

次いでおり、当時の集落の姿や暮らしの様子が具体的に語られるようになりつつあります。

先人が残した素晴らしい遺産を後世に伝承することは、現在に生きる私たちの重要な責務です。

ところで、県内においては、現在、山陰自動車道の整備が着々と進められているところでありま

すが、当財団は、国土交通省からの委託を受け、この事業に係わる一般国道9号(名和淀江道路)

の改築に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を実施してきました。

そのうち、名和町にある茶畑第 1遺跡、押平尾無遺跡、古御堂笹尾山遺跡、古御堂新林遺跡から

は、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡が見つかりました。そのうち、茶畑第 1遺跡では特

異な形態を持つ建物跡が、他の遺跡からも数多くの建物跡が見つかり、この地域の歴史を解明す

るための重要な資料を確認することができ、このたび、調査結果を報告書としてまとめることが

できました。

この報告書が、今後、郷土の歴史を解き明かしていく一助となり、埋蔵文化財に対する理解がよ

り深まることを期待しております。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者の方々には、一方ならぬ

御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚く御礼申し上げます。

平成16年3月

財団法人 鳥取県教育文化財団

理事長有田博充



序文

一般国道9号は、起点の京都府京都市から山口県下関市にいたる、総延長約691krnの幹線道路で、

あり、西日本日本海沿岸地域の産業・経済活動の大動脈として、地域住民の生活と密着し大きな

役割を果たしています。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、東伯郡泊村から米子市(鳥取一島根県境)までの

76.6krnを管轄しており、時代の要請に沿った各種の道路整備事業を実施しているところです。

名和淀江道路は、西伯郡淀江町から名和町にかけての、国道 9号の渋滞緩和、荒天時の交通障害

の解消、また、災害時の緊急輸送の代替道路確保、などを目的として計画された高規格幹娘道路

(自動車専用道路)であり、鋭意事業に着手しているところです。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委員会と協議を行い、文

化財保護法第57条の 3の規定に基づき、鳥取県教育委員会教育長に通知した結果、事前に発掘調

査を実施し、記録保存を行うこととなりました。

平成15年度は、「押平尾無遺跡」、「古御堂笹尾山遺跡」、「古御堂新林遺跡」、「茶畑六反田遺跡」、

「名和乙ヶ谷遺跡」、「名和飛田遺跡」、「名和小谷遺跡」の 7遺跡について財団法人鳥取県教育文化

財団と発掘調査の委託契約を締結し、同埋蔵文化財センターによって発掘調査が行われましたO

本書は、上記の「押平尾無遺跡」、「古御堂笹尾山遺跡」、「古御堂新林遺跡」に、平成14年度に発

掘調査を行った「茶畑第 1遺跡」と「押平尾無遺跡」、「古御堂笹尾山遺跡」の調査成果を加えて

まとめたものです。この貴重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならびに、教

育及び学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路事業が、文化財

保護に深い関心を持ち、記録保存に努力していることをご理解いただければ幸いと存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集にいたるまで、御尽力いただいた財団法人鳥

取県文化財団の関係者に対して、心から感謝申し上げます。

平成16年 3月

国土交通省 倉吉河川国道事務所

所長矢田光夫



1.本書は、鳥取県教育文化財団が2002(平成14)年度、 2003(平成15)年度に実施した「一般国道 9号(名

和淀江道路)の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査」の調査報告書である O

例

第3分冊「古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡」

2. 発掘調査報告書は、つぎの 1~3 分冊にわけで報告する。

第2分冊「押平尾無遺跡」第I分冊「茶畑第1遺跡」

3.それぞれの遺跡の所在地は次の通りである。

茶畑第 1遺跡:西伯郡名和町大字押平字小坂平ル805ほか

押平尾無遺跡:西伯郡名和町大字押平字尾無834ほか

古御堂笹尾山遺跡:西伯郡名和町大字古御堂字上笹尾836ほか

古御堂新林遺跡:西伯郡名和町大字古御堂字上前場653ほか

4.掲載した地形図は、名和町発行の1/2500地形図、および国土地理院発行の1/25000地形図を使用している。

5.本書で使用した座標は公共測量成果(世界測地系準拠)、方位は公共座標方位に基づく。

6.本書の作成は、鳥取県教育文化財団埋蔵文化財センター名和調査事務所の職員が協議しておこない、編集

は第 1分冊が西川徹、第2分冊は湯川i善一、第3分冊は岡野雅則がおこなった。文責は各項目の文末に記

純(岡山理科大学自然科学研究所)

古川l郁夫・菅野仁美(鳥取大学)

載している。

特論(第3分冊)については、以下の方々に執筆をお願いし、玉稿をいただいた。

浅川滋男・竹中千恵(鳥取環境大学)

稔(神奈川大学)

白石第2節

第 4節

第 6章

第 1節

第3節 佐々木

パリノサーヴェイ株式会社(辻本裕也)第 5節

7.掲載した遺構図面は、調査員または補助員が作成したものを、室内整理作業員が浄書をおこなった。造物

実測図の作成および浄書は基本的には室内整理作業員がおこない、各段階で調査員が検討をおこなった。

また、掲載した遺構・遺物の写真撮影は、いずれも調査員がおこなった。

8. 出土遺物ならびに図面・写真類はすべて鳥取県埋蔵文化財センターに保管している O

9.調査時点における遺跡の略号は次のとおりである。略号は、遺構図面の記載および遺物の注記に使用した。

なお、現場で採取した図面・写真などのデータ類には、すべて調査時点での遺構番号を記載している。参

照の際にはそれぞれの分冊に記載した遺構番号対照表をご覧いただきたい。

茶畑第 1遺跡 :TYA 押平尾無遺跡 :OON 古御堂笹尾山遺跡、 :KSA

10.報告に際して、遺構名称に付与すべき「跡」を略して表現した。例えば「竪穴住居跡 1Jは「竪穴住居 1J 

古御堂新林遺跡 :KSB

と表現した。

11.各遺跡における現地調査及び本報告書の作成にあたっては、下記の方々をはじめ多くの方々から助言、支

援をいただきました。末筆ながら深謝いたします。(敬称略、順不同)

赤津 徳明(福井県教育庁埋蔵文化財センター)、穴揮

大学)、遠藤勝喜(大山自然公園指導員の会)、武末

直人(大阪大学)、林

郁夫(鳥取大学)、森岡

純(岡山理科大学)

滋男(鳥取環境

純一(福岡大学)、富長源十郎(県文化財保護指導

幸一(守山市教育委員

義功(たたら研究会)、浅川

大智(石川県埋蔵文化財センター)、伴野

秀人(芦屋市教育委員会)、安 英樹(石川!県埋蔵文化財センター)、
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、
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凡例

1.本書の遺構、遺物の実測図は以下の縮尺を基本として掲載した。分冊により一部が異なるので留意されたい。

遺構図 竪穴住居・掘立柱建物・テラス 1/80、1/60 土坑 1/40、1/20

遺物実測図土器:1/3、1/4 石器:1/1、1/2、1/3 鉄製品:1/1、1/2

2.遺物実測図のうち、須恵器は断面を黒塗りにし、その他の土器を白抜きで表現した。石器では擦り範囲を破

線、蔵打範囲を実穂で表現した。

3.本報告書における土器、石器の分類、編年観についてはおもに次のものを参考に遺構並びに遺物の時期比定

を1Tっている。

柳浦俊一2∞11山陰地方における縄文前期土器の地域編年Jr島根考古学会誌j18 島狼考古学会
i筑剖竜彦 2(削 1111陰地方における弥生文化成立期の様相Jr弥生文化の成立j 第47回埋蔵文化財研究集会発表要旨
辻信広 1ω9 1弥生中期中~後葉の土器についてJ r茶畑山道遺跡j名和町教育委員会
i良田竜彦2∞31大山北麓地域における弥生時代後期土器の編年Jr史跡妻木晩田遺跡第4次発掘調査報告書i

鳥取県教育委員会

清水真一 1992 1悶幡・伯番地域Jr弥生土器の;様式と編年(山陽・山陰編)J
松井 潔 1997 1東の土器、南の土器一山陰東部における弥生時代中期後葉~古墳時代初頭の非在地系土器の動態」

f古代吉備j第19集

牧本哲雄 19941土器編年についてJr前大山遺跡E、南谷29号墳j財団法人鳥取県教育文化財団
牧本哲雄 1999 1古墳時代の土器についてJr長瀬高浜遺跡班、悶第6巡跡j財団法人鳥取県教育文化財団
岡野雅則 2∞4 1古墳i時代中期から後期の土器についてJr茶畑遺跡群(第3分冊)J財団法人鳥取県教育文化財団
平井勝 1991r弥生時代の石器j ニューサイエンス社

編年対照表
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竪穴住居7 5 1 -1 7 土坑11 5K 3 土坑73 5K-113 

竪穴住居8 5 1 -2 土坑12 5K-2 土坑74 5K-82 

竪穴住居9 I 5 1 3 土坑13 5K-109 土坑75 5 K 1 1 1 

竪穴住居 10 5 1 -1 5 土坑14 5K-43 土坑76 5K-121 

竪穴住居11 5 1 -1 土坑 15 5 K -1 6 土坑77 5K-133 

竪穴住居12 5 1 2 4 土坑 16 5K-136 土坑78 5K 137 

竪穴住居13 5 1 -4 土坑 17 5K-80 土坑79 5K-138 

竪穴住居 14 5 1 -5 士坑 18 5K-41 土坑80 5K-44 

竪穴住居15 5 1 8 土坑19 51(-57 土坑81 5K-108 

竪穴住居16 5 1 -6 土坑20 5K-119 土坑82 5K-84 

竪穴住居17 5 1 -1 0 土坑21 5K 1 1 2 土坑83 5K-142 

里E穴住居18 5 1 -7 土坑22 5K-117 土坑84 5K-115 

竪穴住居19 5 1 1 1 土坑23 5Kー 70 土坑85 5K 54 

竪穴住居20 5 1 -1 9 土坑24 5K-90 土坑86 5K-66 

竪穴住居21 5 1 -2 2 土坑25 5 K -1 3 土坑87 5K-110 

竪穴住居22 5 1 2 1 土坑26 5K-34 土坑88 5K-98 

掘立柱建物1 5 B -1 4 土坑27 5K-131 土坑89 5K 1 4 3 

掘立柱建物2 5B-4 土坑28 5K 1 2 7 土:t;t9 0 5K-64 

掘立柱建物3 5B-5 土坑29 5K-33 土坑91 5Kー 77 

揃立柱建物4 5B 土坑30 5K-130 土坑92 5K-17 

掘立柱建物5 5B-42 土坑31 5K-8 土坑93 5K 1 0 

掘立柱建物6 5B-18 土坑32 5K 45 土坑94 5 K -1 8 

掘立柱建物7 5B-6 土坑33 5K-12 土坑95 5K-23 

掘立柱建物8 5B 1 5 土坑34 5K-22 土坑96 5K-38 

掘立柱建物9 5B-8 土坑35 5K-6 土坑97 5K 52 

掘JL柱建物 10 5B-2 土坑36 5 K 2 5 土坑98 5K-74 

掘立柱建物 11 5B-1 土坑37 5 K -1 5 土坑99 5Kー 106

掘立柱建物 12 5B 3 土坑38 5K-97 土坑100 5 K -1 1 

掘立柱建物 13 5 B -1 3 土坑39 5K-40 土坑 10 1 5K 28 

掘立柱建物 14 5 B -1 1 土坑40 5K 7 土坑102 5 K -3 1 

掘立柱建物 15 5B-10 士坑41 5K-139 土坑10 3 5K-46 

掘立柱建物 16 5B 1 2 土坑42 5K-50 土坑 10 4 5K-95 

扱立柱建物 17 5B-32 土坑43 5K-51 土坑 10 5 5K 29 

掘立柱建物 18 5B-16 土坑44 5K-86 土坑 10 6 5 K-1 3 2 

物 19 5B-25 土坑45 5K 1 3 4 ゴニ坑107 5K-58 

物20 5 B 3 0 土坑46 5K-135 土坑 10 8 5K-5 

掘立柱建物 21 5B-20 土坑47 5K-67 土坑10 9 5K-20 

掘立柱建物 22 5 B -21 土坑48 SKー 120 土坑110 SK 79 

掘立柱建物 23 S B -3 1 土坑49 SK 1 2 9 土坑11 1 S K -3 9 

ffil立柱建物 24 SB 28 土坑50 SK-124 土坑112 SK-68 

掘立柱建物 25 SB-37 土坑51 SK-48 土坑11 3 SK-56 

掘立柱建物 26 SB-34 土坑52 SK-125 土坑114 SK-49 

掘立柱建物 27 S B -4 1 土坑53 SK-126 土坑 11 5 S K 8 5 

掘立柱建物 28 SB-17 土坑54 SK 1 0 7 土坑 11 6 SK-118 

相i立柱建物 29 S B 22 ゴニ坑55 SK-89 土坑117 SK-144 

掘立柱建物 30 S B -1 9 土坑56 SK-87 土坑 11 8 SKー 72 

掘立柱建物 31 SB-7 土坑57 SK-88 土坑 11 9 SK-105 

掘立柱建物 32 SB-36 土坑58 SK-60 I非l SD 8 

掘立柱建物 33 SB-33 土坑59 SK 61 f:tlt 2 S D-1 9 

掘立柱建物 34 S B 23 土坑60 SK-62 iflt 3 SD-2 

掘立柱建物 35 SB-38 土坑61 SK-63 百'~4 SDー 18 

掘立柱建物 36 SB-40 土坑62 SK-65 洗5 SDー l

土坑1 SK-4 土坑63 SK-69 i非6 S D -1 0 

土坑2 S K -14 土坑64 SK-71 テラス I SS 2 

士坑3 SK-36 土坑65 SK 73 ァラス 2・3 SS 4・5

士坑4 SK-37 土坑66 SK 81 
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第 1章茶畑遺跡群の概要

第1節茶畑遺跡群の位置と環境

1.位置

茶畑遺跡群(1)は、大山北麓のなだらかな台地上と、それを開析する谷部に展開している。蛇の111を挟

み、南北に細一長い範囲に広がっており、蛇の川西岸の茶畑山道遺跡、・茶畑六反田遺跡・東高田遺跡、東岸の

原古墳群・茶畑第I遺跡・茶畑古墳群・押平尾無遺跡・古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡・茶畑第2遺跡

から構成される。現在の行政区画では鳥取県西伯郡名和町、!日国郡では伯者国汗入郡に属する。

1979年の茶畑第2遺跡の調査を皮切りに、 1998年の茶畑山道遺跡、 2002年から開始された茶畑六反田遺

跡・茶畑第l遺跡、・押平尾無遺跡・古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡の調査により、各遺跡において弥生.

時代中期から古墳時代後期を中心とする集落遺跡の存在が確認された。茶畑山道遺跡では弥生附t中期、茶

畑第l遺跡では弥生時代終末期から古墳時代前期と考えられる大型掘立柱建物が検出された。同時期の集落

遺跡が隣接する台地や、同一の尾根筋に集中することから、これら大型掘立柱建物を中核とする集落を想定

し、茶畑遺跡群を設定した。(湯川)

2.地理的環境

名和町茶畑遺跡、群は大山北麓のなだらかな台地上に展開している。台地はこれを開削する小河川1(西より

阿弥陀川、蛇の川、名和)11およびそれらの支流)によって画されている。本遺跡群付近の地形を詳細にみる

と、阿弥陀川およびその東西両岸の台地と(ア)、その東にある蛇の川以東(イ)で、は地形が若干異なって

いる。

(ア)阿弥陀!日は顕著な支流に乏しく、川筋は霞娘的である。河岸の台地平坦面は広く、北西に向かう単

調な緩傾斜となっているO この地形的特徴より、(ア)の地形は「阿弥陀川扇状地」とされてきた。

茶畑遺跡群西半はこのいわゆる「扇状地」東縁に位置する。

(イ)蛇の川以東はその様相が異なり、支流を含めた水系は樹枝状に発達している。従って各遺跡の乗る

台地平坦面は、(ア)に比較して狭小である。

(ア) ・ (イ)ともに地形発達的には幼年地形と言えるだろうが、(イ)の方がより開削が進んでいる。

茶畑第l遺跡をはじめその他阿弥陀間以東の遺跡は(イ)の台地上に分布する。この地形の違いは地質(大

山噴出物)に起因すると考えられる。(ア) ・(イ)の地質層序を概略すると下表のようになる。

(ア)阿弥陀川流域(茶畑六反田遺跡)

黒褐色土(下部に拳~人頭大安山岩亜円疎)

(AT火山灰層を欠く)

清原火砕流(弥山熱雲)サ、 20:t4Ka

(イ)蛇の川以東(茶畑第1遺跡・その他)

ローム層

AT火山灰層 25 K a 

名和火砕流 90-100Ka

*岡田日目i珂2002I名和町茶畑の火砕流i/t積物J茶畑六反問遺跡・抑平弘法堂遺跡j
(財)鳥取県教育文化財団 pp303・304

上の表より地形の違いについて、次のような点が指摘できるだろう。

名和火砕流の流下およびAT火山灰の降灰の後(両層とも谷地形で切られている)、小河川による開削が

始まるO その後(イ)の地域では縄文海進による海水面上昇時をのぞき、開削は現在まで引き続いた。(ア)

の地域には清原火砕流が流下したため、起伏は一旦埋設された。そのため(イ)の地区にみられるような樹

枝状の水系は覆い隠されて、地形は平坦化されたO 茶畑六反田遺跡の最終遺構面に遣された安山岩喋は、阿

弥陀川が押し流してきたものであろう o 浜田)

1-1 
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t 

図1 周辺の遺跡分布図

表1 周辺遺跡一覧表

No 遺跡名 No. 遺跡名 No. 遺跡名 No 遺跡、名

茶畑i鐙跡群 8 長者原遺跡 24 高田第10遺跡、 39 福岡遺跡

A 茶畑第 I遺跡 9 ハンボ塚古墳 25 上野巡跡群 40 井手!陪遺跡

B 抑平尾無遊跡 10 南JII遺跡 26 国信遺跡 41 瓶山古墳群

C 古御堂笹尾1lJ遺跡 11 富長1lJ村古墳群 27 唐王遺跡 42 向山古墳群

D 古御堂新林遺跡 12 門前礎石群 28 清原遺跡 43 上淀廃寺
1 

茶畑第2遺跡 門前古墳群 荘田遺跡群 彼岸田遺跡E 13 29 44 

F 東高田遺跡 14 富長城跡 30 徳楽方J:t{ 45 小枝山古墳群

G 茶畑古境群 15 大塚岩田遺跡 31 源平山古墳群 46 城山古墳群

H 茶畑六反田遺跡 16 大塚塚根遺跡 32 平古墳群 47 四十九谷横穴墓群

I 茶畑山道遺跡、 17 大塚遺跡 33 長田古墳群 48 稲吉角田遺跡、

2 名手口小谷遺跡 18 文珠領屋敷遺跡、 34 妻木晩凹遺跡 49 中西尾古墳群

3 名手口衣装谷遺跡 19 古御堂遺跡 35 富岡播磨1同遺跡 50 鮒ヶ口巡跡

4 名手口乙ヶ谷遺跡 20 抑平弘法堂遺跡、 36 今津岸ノ上遺跡 51 河原田遺跡

5 名和飛田遺跡 21 高田古墳群 37 晩田遺跡; 52 稲頼遺跡

6 名和公館跡伝承地 22 高田原遺跡・自宅岡原廃寺 38 下埜利遺跡・官廻遺跡 53 百塚遺跡

7 坪田遺跡・坪田古墳群 23 高田第10遺跡
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第 1節茶畑遺跡群の位置と環境

3.歴史的環境

i日石器・縄文時代

遺跡群内最古の遺物は、押平尾無遺跡で出土した角錐状石器であり、後期i日石器後半に属する。こ

の時期の詳細は不明であるが、名和小谷遺跡、(2 )で国府型のナイフ形石器が出土しており、今後の

資料の増加が期待される。これ以降は、茶畑六反田遺跡において縄文時代前期の遺構・遺物が確認さ

れているのをはじめ、落し穴と考える遺構が多くの遺跡で検出されている。遺物も少ないながら、早

期~晩期の土器が出土している。

図 2 茶畑遺跡群調査地配置図(数字は茶畑古墳群の番号)

1…3 



第1章茶畑遺跡、群の概要

弥生時代

弥生時代前期の遺構遺物は、本遺跡群で検出していなしミ。環濠の可能性のある溝状遺構を検出した大塚岩

田遺跡 (15)をはじめ、井手跨遺跡、 (40)、福岡遺跡 (39)、荘田遺跡群の妻木法大神遺跡 (29)などで当該

期の遺構・遺物か確認されている。

続く弥生時代中期では、中葉から後葉にかけて、前述の茶畑山道遺跡で検出された、独立棟持柱を持つ大

型掘立柱建物をはじめ、茶畑遺跡群内の多くの遺跡、で、竪穴住居や掘立柱建物が多く検出されている。集落

としての利用均三この時期から開始されたと推定される遺跡も多い。淀江平野周辺でも、絵画土器が出土し

た稲吉角田遺跡 (48)や、妻木晩田遺跡 (34)などで当該期の遺構・遺物カ可在認されている。

後期に入ると茶畑遺跡群内では、前葉から中葉に遺構数が激減する。後葉に入ると茶畑第2遺跡・東高田

遺跡・古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡において、複数の竪穴住居などの遺構を検出している。妻木晩田

遺跡では、環譲や四隅突出型墳正墓の造成と、それに続く集落規模の拡大があり、日本最大級の弥生集落遺

跡の体をなす。また明確な時期決定はできないものの、原古墳で試掘調査の結果出土した土器は弥生時代後

期のものが最新であり、弥生時代の墳正墓である可能性がある。

終末期から古墳時代前期前葉にかけては、茶畑遺跡群内では、前述の茶畑第1遺跡で検出された大型掘立

柱建物をはじめ、ほとんどの遺跡で竪穴住居などの遺構数が増加する。妻木晩田遺跡では、継続的に集落が

営まれるものの、その規模は縮小してゆく O

古墳時代

茶畑遺跡群では、前期中葉から後葉にかけて再び遺構数が激減する。茶畑第1遺跡では、台地縁辺部に沿

い、 3基の方墳が検出されている。妻木晩田遺跡においても、前期後半になると遺構数が激減し、これ以降

晩田山由貴群の築造が始まる。

中期に入ると、茶畑六反田遺跡・押平尾無遺跡・古御堂笹尾山遺跡で、竪穴住居をはじめとする遺構が検

出される。周辺においては、集落の様相に不明確な部分が多い。特異な形象埴輸が出土したハンボ塚古墳

( 9 )などの古墳の存在が知られている。

後期では、茶畑古墳群の造成が進み、古御堂笹尾山遺跡で焼失住居を含む竪穴住居など、多くの遺構が検

出されている。周辺では高田古墳群 (21)、門前古墳群 (13)、坪田占墳群(7)、富長山村古墳群 (ll)な

ど群集墳が営まれる。淀江平野周辺では、本州唯一の石馬が出土した石馬谷古墳 (45)や、向山古j責群(必)

が築造される。また、百塚遺跡(日)では、竪穴住居など多くの遺構が検出されている。

古代以降

奈良時代に入ると、茶畑遺跡群内において検出された遺構は少なく、茶畑第1遺跡の掘立柱建物など極少

数である。特異な伽藍配置と彩色壁画の出土で注目される上淀廃寺 (43)や、上淀廃寺と同じ系統の瓦が出

土した高田原廃寺 (22)、汗入郡正倉と考えられる長者原遺跡 (8)などが注目される。

平安時代では、阿弥陀川扇状地の開発が進み、この地にも条里制が施行される。茶畑六反田遺跡では、条

里プランの痕跡が検出され、墨書土器や緑軸陶器なども出土している。

中世では、茶畑六反田遺跡と押平弘法堂遺跡 (20)で集落が確認されている。周辺には、富長城跡 (14)

などの城や、門前礎石群 (12)で検出された礎石建物が存在する。

近世では、茶畑六反田遺跡で掘立柱建物が検出されている。茶畑遺跡群の蛇の)11東岸では、少量の遺物と

ともに、炭焼窯と考えられる土坑が検出されており、集落も近いことから、里山・村山として利用されてい

た と考えられる。(湯川)
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第2節調査の経緯

第 2節調査の経緯

本報告書に掲載した 4遺跡は、一般国道9号の改築工事に伴って調査された遺跡であり、鳥取県西

伯郡名和町押平から古御堂地内にかけての工事予定地上に位置している O

この道路改築工事に伴う発掘調査は既に平成12年度から始まっており、本報告書掲載の 4遺跡以外

にも大山町の妻木法大神遺跡(1)、安原溝尻遺跡、富岡播磨洞遺跡、名和町の茶畑六反田遺跡 1~ 3区、

押平弘法堂遺跡(2)、古御堂金蔵ヶ平遺跡、名和衣装谷遺跡 (3)、名和乙ヶ谷遺跡(4)の調査が実施され、

報告書が順次刊行されている O

茶畑第 1遺跡以外の工事予定地は、周知の遺跡として登録が行われている所ではなかったが、分布

調査の結果遺跡の存在が想定された。そのため、建設省中国地方建設局倉吉工事事務所より埋蔵文化

財の確認調査についての依頼を受けた名和町教育委員会が、国及ぴ県の補助金を受けて平成11年度に

試掘調査を実施したところ、弥生時代から古墳時代を中心とする遺構・遺物が出土し、遺跡の存在が

確認された。この結果を受け、鳥取県教育委員会事務局文化課と国土交通省倉吉工事事務所が協議を

行ったが、遺跡の現状保存は困難との判断にいたり、倉吉工事事務所(現在は倉吉河川国道事務所、

以下、平成14年度まで同じ)は文化財保護法第57条の 3に基づく発掘通知を鳥取県教育委員会教育長

に提出した。その上で、記録保存のための事前発掘調査の指示を受けた倉吉工事事務所は、発掘調査

を財団法人鳥取県教育文化財団に委託した。平成14年度の調査は西部埋蔵文化財名和調査事務所が担

当することになり、財団法人鳥取県教育文化財団理事長から鳥取県教育委員会教育長に文化財保護法

57条に基づく発掘届を提出した。

翌平成15年度においても引き続き発掘調査が実施されることになり、国土交通省倉吉河川国道事務

所長から鳥取県教育委員会に文化財保護法57条の 3に基づく発掘通知が提出され、記録保存のための

事前発掘調査の指示を受けた倉吉河川国道事務所は、発掘調査を財団法人鳥取県教育文化財団に委託

し、組織変更した埋蔵文化財センター名和調査事務所が調査を実施した。(西川)

註

( 1) r妻木法大神遺跡J財団法人鳥取県教育文化財ー団 2003 
(2) r茶畑六反田遺跡・押平弘法堂遺跡、・富岡播磨洞遺跡・安原溝尻遺跡』
財‘団法人鳥取県教育文化財団 2002 

( 3) r名和衣装谷遺跡・古御堂金蔵ヶ平遺跡J財団法人鳥取県教育文化財団 2003 
( 4) r名和乙ヶ谷遺跡J財団法人鳥取県教育文化財団 2003 
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第3節調査の経過

本報告書に記載の遺跡は平成14年度及び平成15年度に調査を実施した遺跡である。平成14年度には

茶畑第 l遺跡及び古御堂笹尾山遺跡・押平尾無遺跡の 3遺跡、平成15年度は押平尾無遺跡(前年度継

続調査)、古御堂笹尾山遺跡、古御堂新林遺跡の 3遺跡の調査を実施した。(西J1[)

茶畑第 1遺跡

茶畑第 l遺跡の調査は、平成14年4月22日~平成15年3月13日まで実施した。

調査地は台地上の平坦面と谷斜面部から構成される。谷斜面部には遺物包含層が存在した。平坦面

は後世の削平を受けていたものの、弥生時代中期から古墳時代前期にかけてが主たる時期と考えられ

る竪穴住居や掘立柱建物など多くの遺構を検出、調査した。(酉)1[) 

押平尾無遺跡

押平尾無遺跡、の調査は、平成14年10月22日~同11月28日、平成15年4月21日~同10月3日の期間に

実施された。調査地は尾根上平坦面と平粗面を挟む東西の斜面部から構成されるO 平成14年度調査は

土層確認用トレンチ掘り下げを実施して終了。平成15年度調査においては、斜面部に存在する遺物包

含層出土遺物を設定したグリッドごとに取り上げた後にテラスなどの遺構を調査した。平坦面には、

弥生時代中期から古墳時代中期にかけての竪穴住居や掘立柱建物など、多くの遺構が存在しており、

それらを調査した。(西川)

古御堂笹尾山遺跡

古御堂笹尾山遺跡は、調査区の拡張等の原因により以下の 3回にわけで調査したO 平成14年10月1

日~同15年3月13日、平成15年4月23日~同 5月30日、平成15年7月1日~同 7月31日である。調査

は、調査区を縦断する数本のサブトレンチを設定し、これにより便宜的にA~Q までのグリッドを設

定し、包含層遺物の取り上げなどの基準とした。遺構面は 2面確認した。第一遺構面(II層上面)にお

いて古墳時代の集落跡、第二遺構面 (m層上面)において弥生時代の集落跡ほかの調査を行ったO 古

墳時代中期後葉から後期後葉にかけての竪穴住居跡21棟、弥生時代後期から古墳時代前期にかけての

竪穴住居跡13棟のほか掘立柱建物跡、土坑などを調査した。(岡野)

古御堂新林遺跡

古御堂新林遺跡の調査は、 5月26日に開始し 8月29日に終了した。台地上の平坦面と南西側の斜面

音防、らなる調査区のうち、平坦面の集落遺構を優先して調査し、次に斜面部の遺物包含屠の調査をお

こなった。包含層の調査は、斜面方向に直交し、かっ調査区を横断するトレンチを設定し、このトレ

ンチを境に北西側から A~E区に区分した。遺物取り上げは地区ごと、層位ごとに一括して取り上げ

を行った。(岡野)
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調査体制

平成14年度

0調査主体

0調査担当

第3節調査の経過

財団法人鳥取県教育文化財団

理事長 有田博充

常務理事 !日口 一彦(兼・鳥取県教育委員会事務局次長)

事務局長 下回弘人

埋蔵文化財センター

所 長 田中 弘道(兼・鳥取県埋蔵文化財センタ一所長)

次 長 竹内 戊一ι+-

次 長 加藤隆昭

調査研究課長(兼) 加藤隆昭

企画調整班長 松田 潔(8月異動・転出)

文化財主事 原田雅弘

庶務課長(兼) 竹内 茂

主任事務職員 矢部美恵

事務職員 中島いづみ

大]11 秋子

第2調査班 西部埋蔵文化財名和調査事務所

所 長

班長

主任調査員

調査員

調査補助員

西村成徳

八!時 興

西日i 徹(茶畑第1遺跡担当)

中森 祥(押平尾無遺跡担当)

岡野 雅則(古御堂笹尾山遺跡担当)

森本倫弘(古御堂笹尾山遺跡担当)

日置 智(茶畑第 1遺跡担当)

藤原 渉(茶畑第1遺跡担当、 10月末退職)

浅田 康行(押平尾無遺跡担当)

小林桃子(古御堂笹尾山遺跡担当)

中橋智明(茶畑第1遺跡担当)

山本宗昭(押平尾無遺跡担当)

事務補助員 金田かおる

0調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化謀、鳥取県埋蔵文化財センター

O調査協力 名和町教育委員会
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第1章茶畑遺跡群の概要

平成15年度

0調査主体 財団法人鳥取県教育文化財団

理事長 有田博充

常務理事 川口 一彦(兼・鳥取県教育委員会事務局次長)

事務局長 下回弘人

埋蔵文化財センター

所 長 田中 弘道(兼・鳥取県埋蔵文化財センター所長)

次 長 竹内 茂

次 長 加藤隆昭

調査課長(兼) 加藤隆昭

企画調整班長 山析雅美

文化財主事 下江健太

庶務課長(兼) 竹内 茂

主任事務職員 矢部美恵

事務職員 田中陽子大)11 秋子植田恵子(9月退職)

谷垣真寿美小谷有里

事務補助員 山根美代 (ll月採用)

0調査担当 埋蔵文化財センター名和調査事務所

所 長 国田俊雄

到f 長 西JII 徹(押平尾無遺跡担当)

文化財主事 岡野 雅則(古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡担当)

森本 倫弘(古御堂笹尾山遺跡・押平尾無遺跡担当)

浜田真人(押平尾無遺跡担当)

調査員 湯川 善一(押平尾無遺跡担当)

ニ木雅子(押平尾無遺跡担当)

調査補助員 遠藤万須美(押平尾無遺跡担当)

山本 宗昭(古御堂笹尾山遺跡・古御堂新林遺跡担当)

事務補助員 金田かおる

0調査指導 鳥取県教育委員会事務局文化謀、鳥取県埋蔵文化財センター

0調査協力 名和町教育委員会
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第2章茶畑第1遺跡の調査

第I節調査の概要

1 .調査の経過と方法

第1節調査の概要

発掘調査は、平成14年4月22日~平成15年 3月l3日まで実施した。調査面積は6，320ばである。

調査地は台地上の平坦面と斜面部から構成される。当初は斜面部全域が調査予定地であったが、 ト

レンチを設定し掘り下げを行ったところ、明確な遺構が無く、遺物の分布にも偏りが存在したため、

企画調整班と協議の上で遺物が濃密に分布する箇所以外は調査地から除外することになった。平坦部

には調査範囲際に土層確認用のトレンチを設定し掘り下げを行った。その結果、調査地の大部分を占

める畑地部分は、削平のため古墳時代以降に堆積した土層がほとんど遺存しておらず、表土直下で古

代及びそれ以前の遺構を検出した。

調査は平担部と斜面部に並行して着手した。斜面部については遺物が多く出土したが遺構は存在し

なかった。平坦部については、竪穴住居・土坑・溝・ピットなどが密に存在した。遺構掘り下げは検

出面が乾燥しやすく硬化するために東側から着手することにした。ピットの掘り下げは、竪穴住居等

の調査が終了したのちに再度東側から行う方針とした。調査地外とした斜面肩部に遺構が存在するこ

とが分かり、企画調整班と再度協議の上、改めて調査範囲に含めて調査を実施した。

調査の進捗に伴い、調査地の中央から北西側にかけて薄く遺存する I層以下の調査を行ったが、基

盤層と遺構埋土の識別は困難であった。土坑などと共に多数のピットが存在することが明らかとなっ

図2 遺跡周辺地形図
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第2章茶畑第1遺跡の調査
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第2章茶畑第1遺跡の調査

たため方針を変更し、ピットについても並行して調査を進めることにした。

調査期間中の 9月13日と11月25日の 2度にわたり芦屋市教育委員会の森岡秀人氏に、 12月5日と 6

日には福岡大学の武末純一氏に現地指導をお願いした。また、 11月21日の片山善博鳥取県知事をはじ

めとして多くの方々に現場を視察して頂き、ご指導・ご、助言を賜った。また、 12月14日の土曜日に現

地説明会を実施し、 160人以上の見学者を迎えることが出来た。作業員の稼働は12月27日で終了した

が、調査員・補助員は遺構の実測を継続し、平成15年3月13日に調査を終了した。

出土遺物の整理や報告書の作成は発掘調査の開始と同時に着手し、平成16年 3月末まで実施した。

本報告書に記載した遺構番号は、編集の都合により報告書作成段階に新たに遺構番号を付け直したも

のであり、調査時点の遺構番号とは異なっている。そのため、新旧遺構対照表に両者を表示した。し

かし、ピットについては記載を省略した。

2.調査地の地形と層序

調査地は台地上の平担部と斜面部におよぶ。平坦部は開墾に伴って、雑木林であった西端部分と農

道部分を除いて、そのほとんどが、ほほ水平に嗣平されている(図 4、図 5)。最も遺存状況が良い

部分の基本層序は図3の通りである。また、開墾時の整地作業は西側から東側へと剖り、その土砂は

東側斜面部に流したようである。

表土(耕作土)、 I層:黒色粘質土層、 E膚:黒褐色粘質土層、 E層:暗褐色粘質土層、 N層:褐

色 粘質土層、 V層:明褐色ローム層、 VI層:桂色粘質土層(いわゆる AT、姶良丹沢火山灰層)、

四層:灰褐色粘質土層、困層:赤褐色ローム層、 E層:糧色砂質土、 X層:にぶい褐色粘質土

調査地内で I 層 ~III層が遺存していた範囲は、ほほH8 グリッドから K10グリッドより西北側の部分

である。この部分以外の範囲では、遺構を一面検出しなければならなかった。時期が明らかな各遺構

群の埋土の色調をみると、古代(8世紀前葉)の遺構埋土は黒色である。古墳時代中期の遺構埋土は

黒褐色である。弥生時代終末期から古墳時代前期の遺構埋土は褐色か暗褐色である。弥生時代中期の

遺構埋土は暗褐色か褐色である。これらの埋土の色調から復元すると、 I層上面は古代の遺構面であ

る。 E層上面は古墳時代中期から同時代後期の遺構面である。 E層は弥生土器を多く含む遺物包含層

である。 E層上面は弥生時代中期後葉から古墳時代前期前葉の遺構面である。さらに、縄文時代前期

と同時代晩期の土坑があり、それらの土坑の埋土は黒色から黒褐色を呈する。よって、 N層と V層の

聞には流失してしまい現存はしないが、黒色から黒褐色の土層が堆積していたと考えられる。東側斜

面部は、岩盤の上に流土である①~⑬層が堆積する。開墾時の整地で台地上平坦部から排出されたも

のも含む。これらの土層②層~⑬層は遺物を包含する。

3.遺構の概要

茶畑第 1遺跡は弥生時代中期後葉、弥生時代終末期~古墳時代前期を中心とする集落遺跡である。

時期を想定できる遺構は、弥生時代中期後葉は竪穴住居12棟、掘立柱建物 6棟、土坑10基、テラス 1

基。弥生時代終末期~古墳時代前期では竪穴住居 6棟(埋土等から推測 1棟)、掘立柱建物 2棟

(切り合いから推測 1棟)、土坑2基、溝1条、古墳3基が存在する。その他にも縄文時代の土坑11

基。弥生時代後期の土坑 1基。古墳時代後期の竪穴住居 1棟。奈良時代の掘立柱建物 1棟が存在する。

調査地内で見る限り、弥生時代後期前葉から後期後葉にかけては建物類が存在せず、遺物もほとんど

認められないことから、集落は継続されず、断絶期が存在すると考えられる。
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第2節弥生時代中期の調査

第2節 弥生時代中期の調査

• 幅/

e a 
.世

図8 弥生時代中期遺構位置図

1 .竪穴住居

竪穴住居 1 (図 9. 10 図版2・日)

竪穴住居Iは調査地北東際のE4グリッド北端に位置する。平坦而から斜面部への地形変換占部分

にあたる。竪穴住居2に東側を切られる。

竪穴住居1は、平面形が円形を呈すると推測される遺構であるが、北西側が一部調査地外にかかっ

ており、東側についても竪穴住居2によって破壊されているため明確な規模は不明である。現状での

規模は長軸4.08m、残存部短軸352m、検出而からの最大の深さは0.47mをi間同。床而僚高はおよそ

55.1m、残存部の床面積は9.96nlである。

周壁下に 1条の周壁i梓を検出した。幅約lOcm、深さが最大で8crnである。

主柱穴は周盤機から25-35crn離れた位置に4基存在する。P1は径43cm、深さ33cmoP 2は径43cm、

深さ20cm以上。P3は径回crn、深さ78cmで下半部には柱痕が認められる。P4は径55cm、深さ70cmを

測る。このうち、 P3 . 4は同程度の規模であるが、 P1 . 2はP3 . 4に比べ40cIII以上浅い柱穴で

ある。配世を見ると中央ピットである P7から80-100cmの距離で方形となるように配世されている。

P 7は中央ピットであるが、径56cm、深さ29cmを測る。P7の脇には主柱穴Pl-P4. P2-P3 

と並行するようにP5・6が存在する。P7とは7cm程度離れるのみで、近接Lている。主柱穴と比

較してやや規模が小さい。械を支える補助柱と考えられる。同様な柱を持つものには後述する竪穴住

居8や11がある。

P 7から東方向に伸びる棋を検出した。幅6-8 cm、長さ66cm、深さ約2crnを測る。P2方向に伸

びるが周壁潜までは続かない。

焼土而を 3箇所検出した。いずれも径が20cm程度の規模である。P7からはお-40cm離れた位置に

存在する

1-15 
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図10 竪穴住居 1出土遺物

出土遺物は多くはないが、時期を判断できる遺物が床面上から出土した。 3はP3の東約3却Oc佃mの位

置から出土した。口縁部から胴部下半まで

から出土したO 胴部が「く」字状に屈曲し、胴部上半には波状文が2条施される。このような形態の

土器は他に出土していない。また、用途不明であるが針状を呈するF2が土器3の東脇から出土した。

床面からの出土である。土器8は埋土中位からの出土であるが、口径約31crnに復元で、きる大型の査で

あるO

出土遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。

竪穴住居2 (図11・12 図版2・54)

竪穴住居2は調査地北東際のD'E4グリッドにかけて位置するO 平坦面から斜面部への地形変換

点部分にあり、竪穴住居 1の東側を切る。

(西JII)

竪穴住居2は、平面形が方形状を呈すると推測される遺構であるが、北側が一部調査地外にかかる

うえ、東側は斜面部のため流失しており、明確な規模は不明である。残存部の規模は長軸4.90m、短

軸2.58m、検出面からの最大の深さはO.80mを測る。床面標高はおよそ54.5m、残存部の床面積は8.5

rrlである。

周壁下から 1条の周壁講を検出した。 1幅約50crn、深さが最大で、18crn存在する。断面形は浅いV字状

1-17 
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図12 竪穴住居2出土遺物

を呈している。

SI 

O1:  1 2an 

位置的に主柱穴と考えられるのはP1である。 P1は周壁講から約15c皿と近接した位置にあり、深

さが1.45m存在する。あまりに深さがあるため根等の撹乱の可能性を考える必要がある。その他にP

2~8 が存在するが、位置的ないし規模的に不適当なものである。焼士面は認められなかった。

出土遺物はいずれも埋土中からの出土であり、出土位置が明らかなものは存在しない。土器9~15、

S 1を図化した。このうち、土器15は透かしが施されるもので器台脚部と判断したが、遺構外(斜面

部)出土土器のなかに類似した形態の土器434が存在する。 434は透かしが存在しないため器台受部と

判断したものであるが、 15と434は同一個体かきわめて類似した形態の土器であろう。

出土遺物は埋土中からの出土ではあるが、限られた時期の遺物のみであるため、弥生時代中期後葉

の遺構と考える。

竪穴住居3 (図11・13 図版2・54)

竪穴住居3は調査地北東際のD.E4グリッドにかけて位置する。竪穴住居2に上部を切られる。

竪穴住居3は、竪穴住居2による削平や斜面部に位置するための流失などによって、平面形が不明

(西111)

確な遺構である。南端部は検出できたが、全体形は不明である。屈曲部が認められることから平面形

は円形ではなかった可能性が高い。残存部で判断する限り、周壁講は存在しない。

埋土中から出土した遺物のうち、 16・17を図化した。ともに聾の口縁部である。

出土した遺物と竪穴住居2に切られることから弥生時代中期後葉の遺構と考える。(西川)

川喜て
図13 竪穴住居3出土遺物

1 19 

1:4 lOan 



茶畑第1遺跡の調査第 2章

図版3・54)

竪穴住居4は調査地東際のF3・4グリッド南端にまたがり位置する。平坦面から斜面部への地形

変換点部分にあたり、南側約 1mには後述する竪穴住居5が存在する。

(図14・15竪穴住居4

竪穴住居4は、平面形が円形を呈すると推測される遺構であるが、斜面部に位置するため東側が流

失しており、明確な形態・規模は不明である。現状で、の規模は長軸3.83m、残存部短軸2.26m、検出

面からの最大の深さは0.47mを測る。床面標高はおよそ55.2m、残存部での床面積は6.2ばである。

周壁下から 1条の周壁溝を検出した。幅約15cm、深さは約10cmで、ある。床面規模は長軸3.65m、残

存部短軸2.00mを測る。

位置関係と規模から主柱穴と考えられるのはP2であり、周壁溝から30cm離れた位置に存在する。

P 1は中央ピットと考えられるもので、径51cm、深さ27cmを測る。

西側12cmに存在する P7は深さが44cmあり、棟を支える補助柱と考えられるものであるが、竪穴住居

P 1のf壬22cm、深さ25cmを測る。

この他にも P3~6 が存在し、

ともに浅くて周壁溝に近すぎるため主柱穴と

P 5・6については、1のように対となるものは検出できなかった。

P 2との位置関係から考えて主柱穴の可能性があるが、

するには困難である。

出土した遺物の内、土器18・19、石鍛S2の3点を図化した。 18は床面直上から出土した遺物であ

る。胴部が張る大型の護と推測されるものであり、肩部に斜格子帯が2段存在する。斜格子文様はシ

ャープであり、鋭利な工具によって直娘的に描かれている。 19は埋土中から出土した査の口頭部であ

口縁端部の立ち上がりが垂直に近くなっており新しい要素が認められるが、肩部内面はハケ目が

(西川)
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図15 竪穴住居4出土遺物

竪穴住居 5 (図16・17 図版3・55)

竪穴住居5は調査地東際のG4グリッド北東隅に位置する O 平坦面から斜面部への地形変換点部分

にあたり、北東側約 1mには前述した竪穴住居4が存在する。

竪穴住居 5は、平面形が方形状を呈すると推測される遺構であるが、斜面部に位置するため東側が

流失しており、明確な形態・規模は不明である。現状で、の規模は長軸2.77m、残存部短軸1.45m、検

出面からの最大の深さは0.35mを測る O 床面標高はおよそ55.6m、残存部での床面積は1.9ばである。

周壁下から 1条の周壁講を検出した。幅約 8~20crn、深さは 2 ~ 4 crn程度の浅いものである O 床面

規模は長軸2.10m、残存部短軸1.32mを測る O

主柱穴と明確に判断できるものは存在しない。住居内部分からはP1・2の2基が検出されたが、

P 1は深さ 7crnと浅いもので、 P2は残存する深きが28crnを測る O 上部が流失していることを考慮す

ると38crn程度存在したことになる。

出土遺物の内20~24を図化した。このうち護の口縁部21 ・ 22は床面直上から出土した。他の20 ・

23・24は埋土中から出土したものである。

24は無頚査であるが、焼成のきわめて良好

な遺物である。

出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺

構と考える。 (西JlI)

竪穴住居 6 (図18・19 図版4. 55) 

竪穴住居 6は調査地東際のG4グリッド

南東寄りに位置する。平坦面から斜面部へ

の地形変換点部分にあたり、北東側約l.5m
56.30m 

A 

には前述した竪穴住居 5が存在する。また、

上部には南北方向に伸びる溝 1があり、竪

穴住居 6の埋土を切っている。

1-21 
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図17 竪穴住居5出土遺物

竪穴住居6は平面形が円形を呈すると推測される遺構であるが、斜面部に位置するため東側が流失

しており、明確な形態・規模は不明である。壁面は全体の1/2程度まで残存している。検出面での規

模は長軸3.83m、残存部短軸2.26mを測る。周壁下に 2条の周壁講が存在するが、埋土断面に新たに

切り込んだ痕跡が認められないことから床面積の拡張を伴う建て替えが1度行われていると判断し

た。外側の新しいものを竪穴住居 6b 、内側の古いものを竪穴住居 6aと呼称し、それぞれについて

以下で記述する。

竪穴住居 6bは、床面規模が長軸3.65m、残存部位軸2.00mで、検出面からの最大の深さはO.62mを

測る。床面標高はおよそ55.2mで、残存部の床面積は7.4ばである。

周壁下から周壁溝を検出した。溝はi幅6~15crn、深さ 2 ~ 5 crnと浅いものである。西側は途切れて

おり、北側も途中で消えているが、断面を見ると周壁溝に設置された壁板の痕跡と推測される層

が⑪・⑬層に認められる。

主柱穴と推測されるのは P1~4 である。このうち、 P 1・3はともに深さが50crnを越えるもので、

裏込め土と考えられる層も存在している。それに対し、 P2・4は深さが20crn程度と浅く、裏込め土

と考えられる層も認められない。しかし、その位置関係を見ると通常認められる方形配置ではないも

のの、中央ピットのP5を中心として菱形状に位置しており企画性が認められる。 P1については後

述する竪穴住居 6b の周壁溝を切り込んでいる。主柱穴と推測される P1~4 は規模の点で 2 分され

るため、 P5を挟んで対置する P2・4が主たる主柱穴、 P1・3は補助的な主柱穴として機能した

のではないかと考える。

P 5は楕円形状の中央ピットであり、長径50crn、深さ25crnを測る。その底部には長径13crn、深さ 7

crnのくぼみが存在する。 P5の底部から土器及び石器が出土した。土器は胴部のため図化していない

が、石錘S3を図化した。埋土の⑪層には地山土のブロックが含まれていることから人為的な埋め戻

しが想定され、住居廃絶段階にはP5は穴としての機能がなかったと考える。

P 5北側から炭化材と焼土が混在した堆積を確認した。東側は斜面のため流失しているので、本来

は床面の北側から東側にかけて存在していたことが想定される。厚い箇所で、は10crn程度堆積しており

比較的大きな炭化材が堆積の上面に存在した。住居の構造材と考えられるが、遺存状態は悪く、具体

的な構造を復元することは出来ない。埋土にも炭化材が含まれる層が多く存在しており、焼失住居と

考える。しかし、床面には遺物が存在していないことから、失火ではなく人為的な放火によるものと

1 22 



①暗褐色粘質土(炭化物少量混)
②にぶい褐色粘質土(地山土粒少量・炭化物混)
③暗褐色粘質土(地山土粒少量・焼土・炭化物混)
@:褐色粘質土(炭化物少量;混)
⑤褐色粘質土(炭化物極少量j昆)
⑥褐色粘質土(階褐色土・炭化物j見)
⑦暗褐色粘質土(炭化物極少量混)
③暗褐色粘質土(しまり無し)
③褐色粘質土(地山土プロック・炭化物混)
⑬暗褐色粘質土(地山土プロックー炭化物混)
@A音褐色粘質土(炭化物極少:間見)
⑫にぶい黄褐色粘質土(炭化物板少量混)
⑬褐色粘質土(暗褐色土j昆)
⑬褐色粘質土(炭化物極少量混)
@褐色粘質土(黒褐色土混、炭化物少量j昆)

⑬掲色粘'i(土
⑫H音褐色粘質土(炭化物混)
⑬H音褐色粘質土(地山土校少量j昆)
⑬H音褐色粘質土(しまり無し)
③にぶい黄褐色;粘'i(土(炭化物極少量混)

③黒褐色粘質土
③にぶい黄褐色す占質土(地山土校・炭化物j昆)
③暗褐色粘質土(炭化物混)
⑫褐色粘質土(地山土プロック多量・炭少量混)
③褐色粘質土(炭少量j見)

③褐色粘'i(土
③黒褐色粘質土(地山土プロック少量j昆)
③明褐色粘砂土(地山土ブロック多量j昆)
③褐色粘質土(炭混)
②明褐色粘砂土
⑧時褐色粘質土(地山土プロック・焼土・炭化物混)
②褐色粘質土(暗褐色土プロック・焼土・炭化物混)
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図18 竪穴住居6
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第2章茶畑第 1遺跡の調査
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図19 竪穴住居6出土遺物

考える。

埋土中から出土した遺物の内、土器・土製品25~30を図化した。 25~27は土器、 28は分銅形土製品

である。 28は全体の1/4にも満たない小破片であるが、文様の残る表面は凸状、文様のない裏面は凹

状を呈している。現状では表裏とも赤彩は認められない。表面縁辺部には櫛列点文が施されるが、側

面から裏面にかけての貫孔は存在しない。流入遺物であろう。 29・30は土玉であり、 30は一部欠損す

るが29は完存する。 29上部孔脇には人為的と推測される切れ込みが存在する。ともに検出面付近の埋

土最上部から出土したもので流入遺物である。

遺物は流入したものではあるが、他の時期の遺物を含まないことからも弥生時代中期後葉の遺構と

考える。

竪穴住居 6aは、床面規模が長軸3.65m、残存部短軸2.00mで、検出面からの最大の深さは0.47mを

測る。床面標高はおよそ55.2mで、ある。残存部の床面積は4.7ばである。

周壁溝は幅8~12cm、深さ 3 ~ 7 cmを測る。

竪穴住居 6aに確実に伴うと考えられる柱穴は存在しない。しかし、竪穴住居 6bに伴うと判断し

たP1・3はP2・4と異なり深いもので様相が異なる。そのため、 P1・3は竪穴住居6aの柱穴

で、その柱穴が竪穴住居 6bで再利用された可能性も考えられるが、断面による確認はできない。中

央ピットの有無についても判断できない。

竪穴住居6aに伴うと推測される遺物は存在しない。

竪穴住居 6aは竪穴住居 6bの建て替え前の遺構と考えられるため、竪穴住居 6bに先行する弥生

時代中期後葉段階の遺構と考える。(西)11)

1-24 



ート--，c:己』

/∞lg 
-g，;日

zp千
戸長守F1

子ーァヂャ
〈

goo-目
的

A 

第 2節弥生時代中期の調査

、
‘、-〈 54.60m 

c c' 

〈

E
C
0
.目
的

B 

①暗褐色粘質土(明黄褐色土大粒少蚤j昆)

②H音褐色粘質土(明賞褐色土小ブロック多量j昆)

③陪褐色粘質土(明黄褐色土大粒混 1:80 2m 

④暗褐色粘質土(明黄褐色土粒混)

図20 竪穴住居7
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図21 竪穴住居7出土遺物
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竪穴住居7 (図20・21 図版 3・55)

竪穴住居7は調査地南東隅のJ3グリッド北側に位置する O 斜面部途中に形成されており、南側約

0.5m~こは後述する溝 5 が存在する O

竪穴住居7は、平面形が方形状を呈すると推測される遺構であるが、斜面部に位置するため東側が

流失しており、明確な形態・規模は不明である O 現状での規模は長軸3.10m、残存部短軸1.37m、検

出面からの最大の深さは0.42mを測る O 床面標高はおよそ54.2m、残存部での床面積は3.1mである。

周壁下から l 条の周壁溝を検出した。幅約10~15crn、深さは 3 ~ 6 crn程度の浅いものである O 床面

規模は長軸2.90m、残存部短軸1.08mを測るO

主柱穴と明確に判断できるものは存在しないが、径30crn.深さ36crnを測る P1が存在する O

P 1の南東脇に焼土面が存在する O 長径24crn・短径20crnの円形状を呈する O

出土遺物の内31~35を図化した。 35は外面に斜格子状の文様を持つ胴部片である o 31 ~34は埋土中

からの出土であり、いずれも流入遺物と考えられる O

竪穴住居7の時期を直接判断できる遺物は存在しないが、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺

構と考える o 西]11)

竪穴住居 8 (図22~24 図版5・55・56)

竪穴住居 8は調査地南東際のJ4グリッドに位置する O 後述する竪穴住居 9・10を切る。

竪穴住居8は、平面形が円形状を呈する遺構である O 検出面で、の規模は長径7.21m、短径6.87mを

測る。周壁下に 2条の周壁溝が存在するが、内側にある 1条は貼床の下から検出されたことから、床

面積の拡張を伴う建て替えが1度行われていると判断した。外側の新しいものを竪穴住居8b、内側

1-25 
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①褐色粘質土(地山土ブロック・炭少量混)

②暗褐色粘質土(地山土プロック・炭少最混)

③褐色粘質土(地山土プロック・炭極少量混)

④陪褐色粘質土(地山土プロック・炭少盤混)

⑤暗褐色粘質土(地山土ブロック多登混)

⑥にぶい褐色粘'D1:土(地山土プロック多量混)

(1褐色粘質土

③暗褐色粘質土

⑤H音褐色粘質土(炭少量混)

⑬H音褐色粘質土(炭・粘質土ブロック少量混)

⑬褐色粘質土(地山土ブロック混)

⑫褐色粘質土(地山土フーロック・炭少最混)

⑬褐色粘質土(地山土プロック・炭極少量混)

⑬褐色粘質土(黒掲色土・地山土プロック混)

⑬H音褐色粘質土(地山土プロック少量混)

⑬陪褐色粘質土(地山土プロック・炭極少量j昆)

⑫褐色粘J'i土(地山土プロック・炭少量混)
⑬褐色粘質土・ H音褐色粘質土混在

⑬明褐色粘質土(地山土ブロック混)

@明褐色粘砂土(地山土プロック混)

@褐色粘質土(地山土ブロックj見。 29層よりやや暗い)

③褐色粘質土(地山土プロック多量混)

③明褐色粘質土(褐色土ブロック・炭多蚤混)

⑧褐色粘質土(炭混)

③褐色粘質土 (0音褐色土プロック・炭j昆)

③にぶい褐色粘質土
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②褐色粘質土

③暗褐色粘質土・地山土プロック混在(炭多量:混)

③褐色粘質土(地山土プロック・炭混)

③褐色粘砂土(地山土ブロック混)

②時褐色粘質土(地山土プロック少量j昆)

@褐色粘質土(地山土プロック少最混)

③褐色粘質土(地山土プロック・炭少量混)

@階褐色粘質土(地山土ブロック・炭混)

③明褐色粘質土

⑧褐色粘質土(地山土ブロック・炭少量混)

③H音褐色粘砂土(地山土プロック・炭少最混)

⑧褐色粘質土(地山土プロック混、炭少量混)

⑧明褐色粘質土(黒褐色土ブロック混)

@褐色粘'D1:土〔柱痕〕

⑪明褐色粘砂土

@褐色粘質土(黒褐色土ブロック極少量混)

~ー~

56.70m 

_d之ヱマ整委聖一
拡大図2

01:100四

図23 竪穴住居8 (2) 
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図24 竪穴住居8出土遺物(1 ) 

の古いものを竪穴住居8aと呼称し、それぞれについて以下で記述する。

竪穴住居8bは、平面形が円形ないし隅丸の六角形状を呈するものである。床面規模は長軸6.88m、

短軸6.44mで、検出面からの最大の深さは0.26mを測る。床面標高はおよそ56.6mであり、床面積はお

よそ38.8rrlに復元できる。

周壁溝は幅10~18clll、深さ 3 ~ 6 CIllを測る。東側は土坑107と切り合う位置関係にあるが、撹乱が

激しい箇所のうえ斜面部に近く埋土がほぼ失われているため切り合い関係は判断できなかった。

主柱穴は周壁溝から50~70clll離れた位置に存在する P6~1lの 6 本である。 P 6は長径31cIll、深さ

43cIllo P 7は長径26cIll、深さ40CIllo P 8は長径38cIll、深さ34cIllo P 9は長径48cIll、深さ56cIllo P 10は

1-28 
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竪穴住居8出土遺物(2 ) 図25

P 6・10・11は後述する竪穴住このうち、

P8~11には柱痕跡の@・@・⑮層が認められる。

P 10を結ぶ対角親上の位置には中央ピットP12と、棟を支える補助柱と考えられる P13・14が存在す

P 7と

P11は長径38cm、深さ65cmを測る。

居 8aの周壁溝を切り込んでいる。また、

長径56cm、深さ88cm。

る。中央ピット P12は楕円形状を呈し、長軸1.04m、短軸0.82m、深さ0.48mを測る。 P13は長軸44cm、

P 14は埋土上半が撹乱のため不明であるが、

P P 13の柱痕跡@層は幅約30cmなのに対し、

深さ52cmで、ある、 P14は長軸49cm、深さ0.94mで、ある。

残された底部付近については柱痕跡の⑩層が存在する。

1 29 



第2章茶畑第 1遺跡の調査

14の@層は約10cmと格差が存在する。 P14は撹乱を受けているため明確ではないが、底部形態を見る

と2小穴が存在すること、 P12とP14は接するが竪穴住居lなどの例を見ても多少は離れることから、

P 14は柱穴が切り合っていると想定される。

P 12を取り巻いて 6箇所に焼土面が存在する。それらの規模には格差があり、長軸70cmのものから

12cmのものまで存在する。南東側の 2つはP12とP8の中間付近に位置するが、北東側の 3つはP12 

に近い位置にあり、そのうち 2つは溝を挟んで対置している。南にある焼土面は最も小さなものであ

る。どのような用途によって焼士が形成されたのかは不明である。

P 12から西方向に伸びる講を検出した。幅1O~14cm、長さ 293cm、深さ約 7 ~ 9 cmを測る。周壁j茸

際まで、伸びてハ字状に聞き、周壁溝とは直接繋がらない。焼土面のなかには溝に接するように位置す

るものが存在することから、この溝は埋め戻されていたと考える。用途は不明である。

埋士は削平のため遺存状況が良くない。特に東側については撹乱が激しいこともあり、埋士の堆積

状況はほとんど分からない。埋土中には地山士の小ブロックや炭化物が含まれる膚が多く存在するが、

その量はいずれも僅かなものであり自然堆積したものと考える。床面には厚さ 1~ 3 cm程度の貼り床

が存在する。

埋土中からは多くの土器が出土したが、その多くは小破片である。土器36~51、石器S4~S9 、

鉄器F3を図化した。床面上からは42・43、S7が出土した。床面からやや浮いた位置からは40・

41 ・ 47 ・ 49~51、 S 6・9が出土した。

時期を判断できる遺物が床面上から出土した。 42・43は共に周壁溝脇から出土したもので、残存部

位も多い遺物である。これらの遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。

竪穴住居 8aは、平面形が円形を呈する遺構である。床面規模は長軸5.67m、短軸5.30mで、竪穴

住居 8b貼り床下から検出した。床面積はおよそ25.7rrlに復元できる。

周壁溝は幅1O~24cm、深さ 3 ~ 6 cmを測る。北側の一部が撹乱のため残っていない。

主柱穴は周壁溝から20~50cm離れた位置に存在する P1~5 の 5 本である。 P 1は長径37cm、深さ

69cmo P 2は長径44cm、深さ64cmo P 3は長径44cm、深さ72cmo P 4は長径41cm、深さ36cm以上だが

不明瞭。 P 5 は長径53cm、深さ 80cm程度で、ある。これらの主柱穴は1.7~2.2mの間隅をもって五角形

に配置されている。 P12に先行する中央ピットが存在した可能性があるものの断面には認められない。

貼り床は存在しない。

竪穴住居8aに伴う遺物は認められない。

時期を判断できる遺物が存在しないため明確な時期は判断できないが、竪穴住居8bに先行する遺

構であり、ほぽ規格的に拡張されていることから連続する遺構と推測される。そのため、弥生時代中

期後葉の遺構と考える。(西川)

竪穴住居 9 (図26・27 図版5・6・56)

竪穴住居9は調査地南東際の J4・5グリッドにまたがって位置する。前述した竪穴住居8に切ら

れ、後述する竪穴住居10を切る。

竪穴住居9は平面形が円形ないし楕円形状を呈すると推測される遺構であるが、竪穴住居8に全体

の1/2以上を破壊されるため、明確な形態・規模は不明である。現状で、の残存部規模は長軸4.58m、短

軸1.54m、検出面からの最大の深さは0.04mで、ある。床面標高はおよそ56.9m、残存部の床面積は5.4

ばである。
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第2章茶畑第1遺跡の調査

周壁はほとんど残っていないが、その下から 1 条の周壁溝を検出した。幅約1O~22cm、深さは 3~

9 cm程度のものであるO 南側は残りが悪く、途中から確認できなくなる。残存部分の床面規模は長軸

4.30m、残存部短軸1.34mで、ある。厚さ 2~ 3 cmの貼り床が存在したO

主柱穴と推測されるものに、 Pl~4 が存在する O このうち、 P 1・2は竪穴住居8によって30cm

程度の削平を受けているため残存する深さは僅かであるが、底部標高は共に56.3m程度と捕う。 P1 

は径25cm'推定深さ71cm、P2は径31cm'推定深さ74cmを測るO また、 P3は径33cm・深さ66cm、P

4は径33cm'深さ75cmを測るものであり、ほぽ長方形状に配置されるO この他に、規模から柱穴と推

測される P5が存在する。径30cm・推定深さ74cmを測るが、位置関係をみると他の柱穴とは対応しな

いため、竪穴住居9に伴う柱穴ではない可能性もある O

残存部分には焼土面は存在しなかった。

埋土は 3~ 4cm遺存したのみで、ほとんど残されていなかった。しかし、床面にはP4北側を中心

として炭化材や遺物が存在した。炭化材は遺存状態が悪いものではあるが、多くが建物の構造部材と

推定されるものであり、焼失住居の可能性もあるC

検出できた遺物は僅かであるが、そのうち護52、炭化した木製品Wl、砥石SlOを図化した。 52は

周壁溝上に重なる位置から出土したもので、ほほ完存する o W 1は蓋の可能性もあるが、ここでは木

製高杯の坪部から脚部への部分と考えるO 坪部内面は炭化面の風化が激しく調整等は不明であるが、

脚部外面は明瞭に調整が残されており、丁寧な仕上げがなされていることがわかる O 他の屋根部材と

空豆
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第2節弥生時代中期の調査

推測される炭化材に混じって出土した。 S10は長さ 7cmほどの砥石である。表面には無数の擦痕が存

在している。

竪穴住居 9は、出土した52から弥生時代中期後葉の遺構と考えられるもので、同時期の竪穴住居8

aとは切り合い関係から古い遺構である。(西川)

竪穴住居10(図28・29 図版5・6・55)

竪穴住居10は調査地南東際のJ4・5グリッドにまたがって位置する。前述した竪穴住居8および

竪穴住居9に切られる。竪穴住居9と床面標高はほとんど同じである。

竪穴住居10は平面形が楕円形状を呈すると推測される遺構であるが、竪穴住居8に1/2近くを破壊

され、南側は調査地外となっているため、明確な形態・規模は不明である。現状での残存部規模は長

軸5.62m、短軸1.77m、検出面からの最大の深さは0.07mで、ある。床面標高はおよそ56.8m、残存部の

床面積は5.1ばである。薄い貼り床が存在する。

周壁はほとんど残っていないが、周壁下から l 条の周壁溝を検出した。幡約13~22cm、深さ 3~6

cmの浅いものである。南側は残りが悪く、途中から確認できなくなる。残存部分の床面規模は長軸

5.32m、残存部短軸1.62mで、ある。

竪穴住居10に伴う確実は柱穴は不明であるが、規模から柱穴の可能性が推測されるものに P1~5

が存在する。このうち、 P1~3 は竪穴住居 8 によって25cm程度の削平を受けているため残存深さは

僅かである。 P1は径26cm.残存深さ15cm、P2は径28cm・残存深さ30cm、P3は径31cm'残存深さ

21cmを測る。 P4は竪穴住居8の周壁にかかるもので、径54cm以上・深さ48cm、P5は上部に撹乱を

受けるが径26cm' 深さ 70cmを測るものである。 P1~3 はほぼ直諌状に位置し、 P 4・5も対応する

位置にある。そのため、 P3に対応するものが調査地外部分にあると想定すれば、 6本柱の構造であ

った可能性もある。

検出できた遺物は僅かであるが、そのうち蓋53、高杯杯部54を図化した。どちらも埋土中からの出

土である。しかし、埋土がほとんど残っておらず、削平を受けていることから、出土遺物はほぼ床面

近くからの出土と判断できる。

竪穴住居10は、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考えられるもので、同時期の竪穴住居

9よりも切り合い関係から古い遺構である。(西川)

竪穴住居11 (図30~32、図版 7 ・ 56)

竪穴住居11は、調査地中央部北端のF.G7グリッドにまたがって位置する竪穴住居であるが、北

側はわず、かに調査地外に掛かっている。耕作土直下で検出した。

竪穴住居11は平面円形を呈し、検出面での規模は長径5.22m、残存部短径4.92mを測る。周壁下に

2条の周壁溝が存在するが、①層埋土が②層を切り込んでいることから、床面積の縮小を伴う建て替

えが1度行われていると判断した。内側の新しいものを竪穴住居11b、外側の古いものを竪穴住居11

aと呼称し、それぞれについて以下で記述する。

竪穴住居11bは、床面規模が長軸4.23m、短軸4.l8mで、周壁溝内の床面積は16.2rrfを測る。削平の

ため周壁及ぴ埋土はほとんど遺存していない。

検出された周壁溝は、幅約14~31cm、深さ 5 ~ 9 cmを測る。北側は後述する竪穴住居11aの周壁溝

と重なるため形態が不明確となる。周壁溝は全体としては円形を呈するが、細部を見ると凹凸を繰り

返すいびつな形態であり、溝の内形と外形はほぼ対応した変化をしている。
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図32 竪穴住居11出土遺物

主柱穴は、周壁溝から約1O~30cmの位置にある P 2・3・5・6の4本と推測されるo P 7は中央

ピットであり、住居のほほ中央に位置する o P 7は、底面に段が存在する底面形態や図31のP7断面

で喋層(@麗)が⑮層を切り込んでいること、また礁層はP7の北に寄っていて全面に存在するもの

ではないことから、再掘削が行われていると考えられる O そのため、竪穴住居llbに伴うものを P7 

b 、竪穴住居llaに伴うものを P7 aとする。 P7bは長軸92cm、短軸64cm以上の隅丸方形状を呈し、

深さは36cmを測るO 最上部が土で覆われるが、それ以下には径2~ 4cmのものを中心とする離が厚さ
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茶畑第 1遺跡の調査第2章

このような例は周辺遺跡においては、管見の限りでは認め27cmにわたってびっしりと詰まっていた。

られないが、兵庫県三田市の奈カリ与遺跡東尾根区 l号住居に、中央墳に円喋をつめた例が存在する。

P8・9が存在する。これらは棟を支える補助柱と考えられるものである。 P8 (j) P 7の脇には、

P 9では、底面から僅かに浮いた位置かP 9は長軸47cm.深さ53cmを測る。は長軸37cm.深さ43cm、

ら径2~ 7 cmの小喋が20個程度検出された。

焼土面及ぴ貼り床は認められない。

そのうちで藷55~58、底部59 ・ 60を図化した。埋土がほとんど存検出できた遺物は多くはないが、

在しないためいずれの遺物も混入の可能性を完全には排除できないが、土器から判断する限り同一時

いずれも竪穴住居llbに伴う床面直上の遺物と判断する。

出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。

竪穴住居llaは、床面規模が長軸4.79m、残存部短軸4.67mで、周壁溝内の床面積は19.0rriを測る。

期の遺物であり、

E
S
.
8
 

竪穴住居llbと同じく、削平のため埋土はほとんど遺存していない。
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第2節弥生時代中期の調査

検出された周壁溝は、幅約14~30cm、深さ 3 ~ 7 cmを測る。北側は前述した竪穴住居11bの周壁溝

と重なるため形態・規模が不明確となる。

主柱穴は、周壁溝から約20~30cmの位置に存在する P1~4 の 4 本と推測される O このうち、 P

2・3は前述した建て替え後の竪穴住居11bにおいても柱穴配置から考えて再利用されたと推測され

るものである。補助柱のP8・9については、断面観察では掘り直し等の痕跡は確認できないが、竪

穴住居11bは竪穴住居11aと同ーの柱穴配置構造を採用していたと推測されることから、 P8・9に

先行する補助柱が存在した可能性が高いと考える。中央ピットのP7 aはP7 bに切られるために明

確な形態・規模は不明であるが、 P7 bはやや北寄りに中心があり、南辺はP7 aの輪郭が残ってい

ることから判断すると、長軸90cm程度の平面形が隅丸長方形状を呈するものであったと推測される。

その埋土は、 A-A'の③~⑬層であるO

焼土面及び貼り床は認められず、検出された僅かな遺物の内で図

化できたものはない。

竪穴住居11bよりも僅かに古い遺構であるため、同じく弥生時代

中期後葉の遺構と考える。 (西川)

竪穴住居12 (図33~35、図版 8 ・ 57)

竪穴住居12は、調査地中央部北端のG7・8グリッドにまたがっ

て位置するO 北東約 4mには竪穴住居11が存在する。

竪穴住居12は平面形が長方形を呈する遺構である。その規模は長

軸3.45m、短軸2.50~2.76m、検出面からの最大の深さは0.23m を測る。

周壁下から 1条の周壁溝を検出した。 幅約13~23cm、深さ 6 ~10 

cmを測る。床面規模は長軸2.96m、短軸2.01~2.20mで、床面積は

56.00m 
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出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。
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図35 竪穴住居12出土遺物

1 38 

ζ二ヱコ

01:12田

7.3ばである。

主柱穴と考えられるものは存在しないが、住居掘り方脇に径15~30cm .深さ 20~30cm程度を中心と

する小穴が取り囲むように存在している。いずれも形態はいびつなもので、規格的なものではない。

床面上には 3基の小穴が存在する o P 1は床面南辺中央にあり、周壁溝と接する。長軸43cm.深さ18

cmを測る。埋土は 1層であるが中位付近から土器胴部片が出土した。 P2は長軸29cm・深さ12cm、P

3は長軸22cm.深さ15cmを測るものであるO

床面には薄い貼り床が存在する。

埋土は暗褐色系の土で、人為的な埋め戻しなのか自然堆積なのかは判断できない。

埋土中から出土した遺物の内、土器61~70、石器 Sll ・ 12を図化した。床面直上からは64 ・ 65が出

土した。共に周壁溝脇にあり、 64は横倒しで潰れた状況が認められる。

(西川)



第2節弥生時代中期の調査

2.掘立柱建物

検出した掘立柱建物で当該期のものと認められるものは、少なくとも 6棟ある。これらの分布は、

調査地平坦部のほぼ10ライン以東の全域に分布する。
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第2章茶畑第1遺跡の調査

①11音俗色粘質士(池山刊庖ブロックj昆)

②暗褐色粘質二l二
③11音褐色粘'l'l士(地山ill層ブロック多量混)
④日告褐色粘1'1土(地cLJill隠ブロック混、粘性強い)
②陪褐色粘質士(地111¥11層ブロック少量:i.見、粘性強い)
⑤11音褐色料i質土(地IlIVI)習ブロック少妓混、粘性強くややH音い)

⑦11音褐色粘質土(地山四間ブロック少数混)

③H音褐色粘質土(地山ill)扇フーロック少翠:i.見、 (f)J百より 11音い)
③H苦褐色粘'Dl土(黒褐色土ブロック、地cLJv1照ブロック共に混)
③H音褐色粘質土(褐色土プロック少笠iJt)
⑪H古褐色粘質一t(褐色土ブロック混)

⑫11音褐色粘質土(地山v1)習プロック少盆j昆)
⑬|塙褐色粘質土(地山VI層ブロック少最i見、⑫!寝より11音い)
⑬11音褐色粘質二上(褐色ニtブロック、炭化物少量j昆)
⑫時褐色粘質土(炭化物少設j昆)

⑬褐色粘質土(地山V府プロック少量滋)
⑫陪褐色料i質::1:(地山W層プロックiJtl
@II音褐色粘質土(黄褐色土ブロック少泣混)

⑬H音褐色粘質二l二(黄褐色ニl二ブロッ夕、炭化物共少量j昆)
③11吾褐色粘1'1土(地山VI層フeロッ夕、炭化物共少量千昆)
@II音褐色粘質土(黒褐色二!こブロッ夕、褐色土ブロック共にj昆)

.~Il古褐色粘1'1土(黒褐色二1:: 7'ロッ夕、黄褐色土プロック共に少i注視)

表 1 掘立柱建物 1柱穴計測表

柱穴 長径 短径 深さ 成聞の高さ 柱穴 長径 生豆径 深さ 底面の高さ
番号 (cm) (cm) (cm) (m) 番号 (cm) (cm) (cm) (m) 

P1 54 30 33 56.45 P10 57 42 36 56.43 
P2 63 42 36 56.4 Pll 57 24 36 56.42 
P3 48 36 39 56.38 P12 54 42 39 56.42 
P4 60 39 45 56.35 P13 42 42 36 56.37 
P5 48 36 51 56.37 P14 54 36 36 56.38 
P6 39 33 57 56.29 P15 48 39 39 56.35 
P7 48 36 51 56.32 P16 45 42 36 56.32 
P8 39 33 48 56.25 P17 48※ 24※ 36 56.3 
P9 51 33 33 56.13 P18 39 132※ 63 56.22 
※撹乱によって破壊、調査地外に統くため残存依

〉一一一τ口司
な守主ーす

71 

f 孟益出常二コ

Ocm 

図37 掘立柱建物 1出土遺物

掘立柱建物 1 (図36・37 図版9・57)

16・J6グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置するO 独立棟持柱を備える大型掘立

柱建物であるO 古墳時代後期の竪穴住居18と時期不明の掘立柱建物33と重複し、前者に後出し後者と

の新i日関係は不明である。南側独立棟持柱掘り方の南端は調査地外に外れる O規模は梁行2間 (3.7m)、

桁行 6間 (8.3m)である O 床面積は30.5ばである O 棟柱の長さは約10.4mと想定される O 棟の方位は

西に19度傾いた南北棟であるO 北側の独立棟持柱P19は竪穴住居18に切られるため、その規模・形態

は不明であるO 南側の独立棟持柱P18は、柱材を滑らせる斜路を有し、上端・底面とも平面形は隅丸

の長方形を呈する。柱痕が遺存し、棟持柱は掘り方の北壁に接して直立していた。柱材・の径は27cm前

後と想定されるO 底面との聞に間層を置いているため、掘り方底面には柱当たりは残っていなかった。

その他の柱穴は、上端の平面形および底面の平面形が、円形のもの、楕円形のもの、隅丸方形のもの

と様々であるO 柱材はすべて抜き取っているO 規模は径(一辺) 24cm~63cm、深さは33cm~57cmで、あ

る O 梁行の柱間距離は1.7m~1.9mで、ある O 桁行の柱間距離は1.3m~1.4mで、ある O 独立棟持柱の出は、

北側で、は1.05m、南側で、は90cmで、ある O 柱穴の埋士はいずれも暗褐色を呈する O 側柱は、本調査地内

1-40 



第2節弥生時代中期の調査

で検出した一般的な規模の掘立柱建物の柱穴や、建物を構成しないピットと大差ない規模である O

出土遺物には、縄文土器と弥生土器がある。図化しえたのは 6点である071はP5から出土した縄

文土器で、混入した遺物である。深鉢の胴部片で、外面には爪形文を施す。羽島下層 I式に相当し、

縄文時代前期の土器であるO 以下の土器は全て弥生土器である072はP1から出土した聾の口頭部片

である。頚部に指頭圧痕貼付突帯を有する。 73はP12から出土した護の口頚部片であるO 口縁部端部

は拡幅し 5条の回線に刻み目を施す。頚部には指頭圧痕貼付突帯を有するが、その上から強くナデて

おり、その装飾性は退化している o 75はP6から出土した査の口縁端部片である O 縁帯部の上端と下

端に凹椋を施す。 76はPllから出土した、赤彩した査の口頚部片である O 頚部外面にはハケを施し、

内面は口縁部との屈曲部までケズっており、口縁部内外面を強くナデ調整したうえで凹親を施す。

掘立柱建物 1から出土した遺物の時期は弥生時代中期後葉の様相を示す。掘立柱建物 1は当該期の

遺構と考える o 日置)

掘立柱建物 2 (図38・39 図版10・58)

Jグリッドで検出した。平坦部の中心よりやや西寄りに位置するO 奈良時代の掘立柱建物 9と重複

するO 規模は梁行 l問 (3.8m)、桁行 2間 (5.4m)であるO 床面積は20.6ばであるO 棟の方位は西に

38度傾いた南北棟である。柱問距離は梁行では3.8m、桁行で、は2.6~2.8mで、ある O 検出面での各柱穴

上端の平面形は、径64cm~96cmの不整な円形と、長径116cm前後の小判形のものがある O 隅柱である

P 1とP3は小判形を呈し、建物の外側に柱材を落とし込むための斜路を有する形態であるO それ以

外の柱穴の平面形は不正な円形を呈するが、断面を観察すると、 P2やP4， P 6の掘り方は一方の

壁面が緩やかである O そのため、いずれの柱穴も斜路を有する形態であった可能性がある O いずれの

柱穴も柱材は抜き取っているO

遺物はP2から弥生土器がわずかに出土した。建物廃絶時の柱材を抜き取った後、柱穴を埋め戻す

最終段階で土器片を廃棄しているO 図化できたのは 2点である o77は赤彩された器台の脚部片である。

78は査の底部片である。 ほかの時期の遺物は混入しておらず、遺物の時期から当該期の建物と考える O

(日置)

掘立柱建物3 (図40・41 図版10・58)

H7グリッドにおいて検出した。平坦部のほほ中心に位置するO 規模は梁行 1問 (2.5m)、桁行 2

間 (3.6m)で、床面積は8.9ばである O 棟の方位はほぼ正確な東西棟である O 柱穴の埋土は暗褐色を

呈するO 柱材は抜き取っているが、 P1、P2、P6の断面観察から、柱材の径は20cm以下で、あっ

たと考えられる O 出土遺物には、 P3から脚部片79がある O 摩滅が激しいが、中位に斜格子文をその

天地に 2条ないし 3条の凹線文を施す。遺物はいずれも弥生時代中期後葉の様相を示す。遺物の時期

から当該期の建物と考える。(日置)
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P4 
①筒色粘質土(炭化物少量混)
②にぶい黄褐色粘'IIi土(賞褐色士ブロック、黒色士ブ
ロック少量混)
③褐色粘質土(炭化物、賞褐色士ブロック共に少量
混)
④褐色粘質土 (11音褐色土ブロック、黄褐色土ブロッ
ク少量混)
P5 
①暗褐色粘質土(黄褐色士ブロック、黒褐色土プロ
ックf昆)
@Il音褐色粘質土(炭化物少量、褐色土プロック混)
③11青褐色粘質土(地山租ブロック少量;混)
P6 
①にぶい賞褐色粘'l'i士(炭化物少量、地山V賂ブロ
ック少量混)
②H昔褐色粘質土(炭化物少量、 lこぶい黄褐色土ブロ
ツクj見)
③にぶい黄褐色粘質土(炭化物少量混)
④11音褐色粘質士(炭化物少最:、黄褐色土ブロック混)
⑤にぶい賞褐色粘質土(賞褐色土プロック少量混)

Pl 
①H音褐色給資土(地山V層ブロック混)
②H奇褐色粘質土
③flif箔色粘鍵土
②精褐色宇占質土 (WJ苗土プロック少量j昆)
⑤黒褐色粘質土 (V厨プロック少量j昆)
⑤にぷい賞褐色粘質土(褐色土プロック少量:混)
⑦にぶい黄褐色粘質土(褐色土ブロック少量混)
③11音褐色 粘質土(地山VIJ百プロック、黒色土プロ
ツク少量j昆)
⑤にぷい賀補色粘質土
P2 
①H奇褐色粘l!i土{炭化物、褐色土ブロック混)
②碕褐色粘1!t土
③11音褐色粘質土(にぶい黄褐色土ブロック滋)
③H音褐色粘質土(炭化物少量、地LlJ困層ブロックi昆)
③にぶい黄褐色 粘質土(黄褐色土ブロック少量混)
⑤11音褐色粘質土 (W褐色土ブロック少量混)
⑦11音褐色粘質土(黒褐色土ブロック少量混)
③11音褐色粘質土(炭化物少量混)
③日吉褐色粘質土(黄褐色士ブロック混)
⑬階褐色粘'l'i土(黄褐色土ブロックi昆)
P3 
①時褐色粘'IIi土(黄褐色士ブロック少量混)
②陪褐色粘質土(賞褐色士ブロック混)
③11昔褐色粕質土(地山田周ブロック少量混)
④暗褐色粘質士
⑤にぷい黄褐色粘質土(炭化物、地山四厨ブロック
共に少量混)
⑤H音褐色粘質土(地山田厨ブロック少毅j昆)
⑦にぶい貨褐色粘質土(賞褐色土フ*ロック少量混)

掘立柱建物 2図38

掘立柱建物2柱穴計測表

柱穴 長径 短径 深さ 底面の両さ
番号 (crn) (crn) (crn) (m) 

P1 112 60 96 55.38 

P2 160 80 88 55.45 

P3 96※ 44 92 55.48 

P4 76 72 72 55.75 

P5 72 64 96 55.62 

P6 I 72 52 76 55.57 

表2
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1-42 

掘立柱建物2出土遺物図39



弥生時代中期の調査

E
C∞
.
甲
山

第2節

→-Fコ』

Pl 
①H音褐色粘1'J土(地山ブロック混)
②黒褐色粘質土(地山ブロック少食混)
③11音褐色粘質土(地山プロック滋)
③11音褐色粘質土(地山プロック少量混)
⑤時褐色粘質土(地山ブロック少量i昆)
P2 
①I!音褐色粘質士(地山ブロック少澄混)
②褐色粘貿土(地山プロック少抵混)
③H音褐色粘質土(地山プロック少五ti.昆)
@:褐色粘質土(地山ブロック少量j昆)
P3 
①黒褐色粘質土(地山プロック少量;混)
②陥褐色粘質土(地山プロック少量混)
③11音褐色粘i1土(地山プロック、炭化物少!il:i.昆)
P4 
①黒褐色粘'vl土(炭化物徴滋混)
②H青褐色粘'E土(地山ブロック、炭化物とも少最i昆)
③褐色粘J!i土(②厨プロックj昆)
P5 
①暗褐色粘質土(地山ブロック、炭化物とも少量:混)
②陪褐色粘質土(地山ブロック、炭化物とも少量混)
@II音褐色粘質士(地山ブロック、炭化物とも少澄混)
③m色粘質土
③IIt干褐色粘質土(地山ブロック、炭化物とも少最混)
P6 
①褐色粘質土
②I!音掲色粘質土
③褐色粘質土 。 1:80 2m 

掘立柱建物3図40
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掘立柱建物 3出土遺物 掘立柱建物4出土遺物
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②暗褐色粘'l'f士
③H音褐色粘'l't土(地山、I屑プロック少録湿)
④にぶい賛褐色粘'l'l土 (U音褐色土ブロック、地山 \~I('íプロック共
に少最7昆)
P4 
①陪褐色粘質士(地ùJ\~J習ブロック i昆)
②にぶい賞褐色粘質土

1:80 己戸
H
O
G
-甲
山

Pl 
①黒褐色粘'l'f士
②IjJj俗色粘質士(褐色土ブロック多量混)
P2 
①H音褐色粘'E土(地UlV1廓ブロック綴少量j見)
②11音褐色粘質土(地山\~I('íブロック少澄混)
P3 
①黒褐色粘質土(炭化物、地Ul¥1周ブロックともに少ffri昆)

掘立柱建物4
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図42



Pl 
①H音褐色粘質土
②黒褐色粘質土(地山プロック混)
P4 
①H1f褐色粘質土
P5 
①陥褐色粘質土
P8 
①階褐色粘質土
P9 
①陥褐色粘質土
②黒褐色粘質土(地UJブロック混)
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掘立柱建物5図44

日
》
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日 1:4 lOan 九マ¥
掘立柱建物5出土遺物図45

図版11・58)

J 8グリッドからK8グリッドにかけて検出した。平姐部の中心よりやや西寄りに位置する O 規模

は梁行 1間 (4.4)、桁行 3間 (6m)である O 床面積は26.4ばである O 棟の方位は28度西に傾く南北

(図42・43掘立柱建物4

棟である。各柱穴の埋土は暗褐色を呈する。柱材は全て抜き取っている O

P 4から出土した弥生土器のP 4から土器が若干出土した。図化できたのは、P 3、遺物はP2、

底部80である o 80は胴部に一部煤が付着する。遺物の時期から、おおまかに弥生時代中期の建物と考

(日置)えるO

図版11・58)(図44・45掘立柱建物5

1 8 グリッドにおいて検出した。平坦部の中心よりやや西側に位置する O 時期不明の土坑56~58、

P 5のー

部と P6の全体を検出できなかった。規模は梁行2間 (207m)、桁行2間 (306m)で、屋内棟持柱P

9を有する 9本柱の建物であるO 床面積は908ばであるO 棟の方位は24度西に傾いた南北棟である。柱

と重複する O 掘立柱建物 5はこれらの土坑を切るが、調査時に重複関係を誤認してしまい、

P 6から81が出土した。 81は査の口頚部穴の埋土はいずれも暗褐色を呈するO 遺物はP2から82が、

口縁部には

シャープなっくりで外面には 4条の凹棋を、内面にはヘラケ

1-44 

片であるO 摩滅が激しくはっきりしないが、頚部には退化した指頭圧痕貼付突帯があり、

2条の凹棋を施す。 82は高杯の脚部で、



ズリを施す。造物はいずれも弥生時代中期後葉の様相を示す。遺物の時

期から当該期の建物と考えるO 本調査地内では、 9本柱の掘立柱建物は

他に検出していなし、。(日置)

掘立柱建物 6 (図46・47 図版11・58)
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①明褐色粘質土(にぶい褐色
土ブロック混)
②l留褐色粘i't土(貨褐色土ブ
ロック少量混)
③明褐色粘Jii土({こぶい裁褐
色土少illi.見)
④黒褐色粘質土(地山ブロツ
ク少量j昆)
③i列褐色粘Jiij二(黒褐色土ブ
ロソク混)
⑤黒褐色粘質土
⑦明褐色粘't't士(Il昔褐色土ブ
ロックj見)
③明褐色粘質土(Il音褐色士ブ
ロック少量:混)
①f主j色粘't't二1::(Il苦褐色土ブロ
ツク混)
⑬褐色粘't't士(黒褐色土プロ
ツク、地山ブロック共多量
i昆)
⑪渇色粘質土(地山ブロック
多袋、炭化物少登混)
⑫褐色粘質土(地山ブロック
少量混)
@I補色粘質土(地111ブロック
J昆)
⑬H音褐色粘't't土(明褐色こlニブ
ロック多泣混)
⑬黒褐色士とH音褐色土と褐色
土の混土
③褐色粘11:土
⑫褐色粘質土(地山ブロック
多泣滋)
⑬褐色粘't't二L:(黒褐色土ブロ
ツク多jlti.見)

c' 

一位幻

一 I 弓~
F5~G6 グリッドにかけて検出した。平担部の東側に位置する。な

お、この付近から北東側は、調査地内で最も著しく削平されている部分
図47 掘立柱建物 6出土遺物

である。規模は梁行1問 (3.6m)、桁行2間 (6.2m)である。床面積は

22.4ばである。棟の方位は西に29度傾いた南北棟である。屋内棟持柱 (p7)を有する 7本柱の建物

1:4 100m 
~.. 

跡である o P 7は別のピットに切られる。各柱穴の埋土は地山土ブロックを多く含んだ褐色系の土か

らなり、 P5・7以外の柱材は抜き取られていた。 P7は他のピットとの重複があるため正確ではな

いが、平面形は径72~80cmの不整な円形で、深さは128cmで、ある o P 7は、側柱より一際大きい。遺

物はP1、P3、P5から弥生土器の細片が少量出土したが、図化できたのは 2点である。 83はP1 

から出土した護の口縁部片である o 84はP3から出土した聾の口縁部片であるO いずれも摩滅が激し

いが、口縁部に凹線を施す。出土遺物の時期から当該期の遺構と考えたい。弥生時代中期後葉の様相

を示す。遺物の時期から当該期の建物と考える。本調査地内では、このような平面形態の掘立柱建物

は他にf食出していない。(日置)
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図版12・58)

土坑

(図48・49

3. 

土坑 1

土坑Iは平坦部東端近くのH4グリッド中央部付近に位

置する O 標高は約56.5mで、ある O 掘立柱建物21のP5を切

るO

土坑1は長軸118cm、短軸104cmの平面方形を呈する土坑

である O 現状では最大の深さは16cmを測る O 埋土は暗褐色

粘質土の I層のみであるが、底面には焼土を含む炭化物が

茶畑第1遺跡の調査

十

第2章

日

炭化物範囲3l
存在していた。56.60m 

埋土中から弥生土器の口縁部85が出土した。土坑の用途

は不明であるが、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺

(西)11)構と考える。①H音褐色粘質土(焼土・地山土プロック・炭混)
②炭化物層 n 

J:40 1m 
'--

図版12・58)(図50・51土坑2

土坑 2は平坦部東端近くのH5グリッド東側に位置し、

東方約 5mには土坑1が存在するO 標高は約56.6mで、あるO

掘立柱建物23のP6とは切り合う位置関係にあり、その前

土坑1図48

ζう‘一、《ご一一一一一一一一一寸

後関係は埋土の観察から掘立柱建物22P4が土坑2を切っ

ていると判断した。

O1:4Ocm  

土坑2は土坑西側が後世の耕作に伴う削平のため失われ
土坑 1出土遺物図49

ているため全体形は不明であるが、現状では長軸114cm、

短軸70cmの平面楕円形状を呈する土坑である。検出面から

の最大の探さは14cmを測るO 確認できた埋土は暗褐色粘質

土の 1層のみである O

埋土の中位付近から土器胴部片がややまとまって出土し

また、出土地点不明ながら弥生土器の口縁部86・87、た。

γ 日
出

.
8
2

脚端部88が出土した。土坑の用途は不明であるが、出土し

(西)11) た遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。い
56.70m 

①11昔褐色粘1ii土(焼ゴニ・炭少ii1:i.昆)

J:40 1m 
L一一一一 1 

引に
戸主主主戸三二一一一一一

土坑2

一副部

図50

~ 
J3  

1 1 
、

一一-L一一一一一一一一一一一ー一一ー-ー明ーで竺d

田

土坑2出土遺物
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寸

56.90m 
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56.90m 

③!夫オリ…プ色粘質土(黄筒色土小プロック多蕊is)
②11音灰黄色粘質土(賞褐色土小ブロックj昆)
③H音灰黄色粘111土(黄褐色土小プロック少量混)

1:40 1m 

①H奇灰1主主f立も占笈j二
②11者灰黄色粘'l'i土(fjJJ:1を褐色・黒褐色土プロック少主計見)
③毅灰色事5'Bl土(明JJt褐色・オリーフ子黒色土ノトフ。ロック少1Jfi昆)
③焚褐色粘主主土(明黄褐色・泉街色ゴ二大粒混)
③友裕色粘fをこi二(黄灰色土小プロック混)
③2を褐色粘'l，{土
⑦5音褐色粘't't:i二(賞灰色土小ブロック極少澄j昆)

図52 士坑3

日 1:40 1m 

図54 士坑4

ぞ ヰニ弓 -~ 

1:4 10cm 

1:4 100m 

図53 士坑3出土遺物

土坑3 (図52・53 図版12・58)

土坑 3は平坦部中央部東寄りの 16グリッド東端に位置し、北東約l3mには土坑 2が存在する O 標

図55 士坑4出土遺物

高は約56.8mで、ある。掘立柱建物24のP5とは切り合う O その前後関係は埋土の観察から掘立柱建物

24P 5が土坑 3を切っていると判断した。

士坑3は長軸125cm、短車1165cmの平面が不整な長楕円形を呈する土坑であるO 現状では最大の深さ

は16cmを測る O 底面には低い凹凸が存在する O 埋土は3層に分かれるが、いずれの層にも地山士官層

由来の黄褐色土小ブロックが混じっており、埋め戻しが行われた可能性が強い。

埋士の上部付近から弥生土器の口縁部89が出土した。土坑の用途は不明であるが、

ら弥生時代中期後葉の遺構と考える O

出土した遺物か

(西]11)

土坑4 (図54・55 図版12・58)

士坑4は平坦部中央部東寄りの 16グリッド東寄りに位置し、東約2mには士坑3が存在する。標

高は約56.8mで、ある。

士坑4は長軸116cm、短軸64cmの平面が不整な楕円形を呈する土坑であるO 現状では最大の深さは

31cmを測る O 埋士を 7層に分けたがその違いはあまり無く、いずれの層にも地山士官層由来の黄褐色

系の土が含まれており、埋め戻しが行われた可能性が強い。

埋土の中位付近から弥生土器の口縁部90が出土した。土坑の用途は不明であるが、前述した士坑3

と規模・形態が類似し、近接した位置に存在することから関連があると想定される O 出土した遺物か

ら弥生時代中期後葉の遺構と考える o 西]11)
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57. 10m 

57. 10m 

←三三J 11 

…可2

57. 10m 

93 
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図56 土坑5

図58 土坑6

土坑5 (図56・57 図版12・58)

」
①黒褐色粘í't土(~色j二粒少f孟混)
②黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(明褐色土粒少量混)
④灰褐色;名古賀士(明褐色士:/j、粒少量混)

⑤褐色粘質土(明褐色土ブロック混)

⑤褐色*，占EZ土(明褐色土プロック少量混)
⑦褐色粘質土(明褐色土小粒少数混)
③褐色粘w土(明褐色土粒少量;混)
②褐色粘質土

⑬褐色粘i't土 Ctll褐色土小粒少量j昆)

1:40 1m 

z …一一

言言
1:4 IOcrn 

図57 土坑5出土遺物

q極11音褐色粘質士
②時裕色粘質土(地山土ブロック少量混)
③11音褐色粘lli土(地山土プロック少量:i.昆)
④褐色粘賀土(地山土ブロック少量混)

⑤時褐色粘質土(地山土ブロック極少liti.昆)
⑥明'Tr.褐色粘質土
⑦黄褐色粘fl土(灰色土粒多抵混)
③1ft灰色粘質土(黄褐色・黒褐色二k小ブロック混)

一 一、 z

¥tt 

み
96 

1:40 1m 1:4 IOan 

s …ー

図59 土坑6出土遺物

土坑5は平坦部南東際の J5グリッド南東寄りに位置し、東 1mには竪穴住居10が存在する O 標高

は約56.9mで、あるO

土坑5は長軸190crn、短軸78crnの平面長方形を呈する土坑であるO 底面は平坦であるが中央部で低

い段をなし北側が一段低くなる。検出面からの最大の深さは28crnを測るO 埋土を10層に分けたが、褐

色の埋土上に黒褐色の埋土が堆積する状況が認められた。

埋土の中位付近から弥生土器の口縁部91・92、壷93、無頚壷94、底部95が出土した。土坑の用途は

不明で、あるが、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。(西川)
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1 開買罰勾軍司

斗
E
S
.
2
 56.60m 

一一ー①総褐色粘質土(炭少量混)
②E定資褐色粘質土(黄燈色土小フ'ロック少量混)
③にぶい黄褐色粘質土
③焚褐色粘1't土(明質褐色土小プロック混)
③熔オリーブ褐色粘質土(炭少量i昆)
⑤黒褐色粘'i'i土(黄褐色土小ブロック・炭j昆)
(])"j苛灰色粘質ニt(黄褐色土小粒少量j昆)

¥¥¥11ドιフ99
。 1:4000

1:40 1m 図61 土坑7出土遺物

図60 土坑7

土坑6 (図58・59 図版12・58)

土坑6は平坦部南東際のJ5グリッド南西寄りに位置し、東4mには士坑5が存在する O 標高は約

56.9mである O

士坑6は長軸165cm、短軸120cmの平面不整形を呈する土坑であるO 底面はややいび、つで、中央に向け

て深くなるものの、途中で不明瞭な段を形成している。検出面からの最大の深さは36cmを測る O 埋土

を8層に分けた。

①層中から弥生土器の口縁部96が出土した。土坑の用途は不明であるが、出土した遺物から弥生時

代中期後葉の遺構と考える。(西)11)

土坑 7 (図60・61 図版12・58)

土坑7は平坦部ほほ中央部のH7グリッド南東寄りに位置し、南東約13mには土坑5が存在する。

標高は約56.4mで、ある O

土坑7は長軸118c皿、短軸74cmの平面楕円形状を呈する土坑である O 検出面からの最大の深さは40

cmを測る。埋土を 7層に分けたが、褐色系の埋土に地山土が若干混じるものであり、自然堆積したも

のと考えられる O

埋土の中位から上部にかけて土器が出土した。このうち、弥生土器の口縁部97・98、底部99を図化

した。土坑の用途は不明であるが、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。(西)11)

土坑 8 (図62・63 図版13・59)

土坑8は平坦部南端近くのK7グリッド北東寄りに位置するO 北東約 6mには掘立柱建物 1が存在

する。皿層上面で検出した。

土坑8，土長軸152cm、短軸132cmの平面不整な方形を呈する土坑である O 検出面からの最大の深さは
32cmを測る O 埋土を 4層に分層したが、そのうち①層の暗褐色土と②層の黒褐色士の違いはごく僅か

である。埋土を観察する限りにおいては人為的な埋め戻しの痕跡は認められず、自然堆積によるもの

と考える O

遺構内からは多くの遺物が底面から検出面近くまでの広い範囲から雑然とした状況で出土してお

り、このうち、弥生土器の蓋100~111、壷112~115、頚部116、高杯117、底部118 ・ 119及び石鉱 S13
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L 」

56.90m 

56.90m 

図62 土坑8

E
C
G
-甲
山

①IJ音褐色粘'I't:1二(炭化物少量混)
②黒褐色粘質二ヒ(地山土ブロック・炭化物少設混)
③11音褐色粘fl土(地IIIこi二フ守ロック少量:混)
③IJ高褐色粘質オニ(地111土ブロック多泣・炭化物少量混)

01:20OC"  

を図化した。 100-103は口縁部下端が下垂しないものである o 104-111は口縁部下端が下垂するもの

で、後出的な要素を持つ。 109-111には頚部に突帯が貼り付けられるo 112は広口壷で頚部上端に低

い突帯が巡る o 113・114は無頚壷で、口縁部下に焼成前穿孔が施されているO また、 114の残存部に

は3個の棒状浮文が貼り付けられる o 115は、器壁が厚く復元口径が45cmになる大型の撃と推測され

るものである O 口縁部には工具によって斜格子状の文様が描かれる O 類似の遺物にテラス l出土の

l34が存在する o 116は大型壷の頚部と推測されるものである O 外面には縦方向に粘土紐を貼り付けて

指押えを加える指頭圧痕貼付突帯の変形と推測される貼付文帯が存在する o 117は高杯の杯部で、坪

部がやや内傾する o S 13は欠損部が存在するが、薄手で表裏ともに密な調整が施される石鍛である。

土坑内から多くの土器が出土したにもかかわらず、いずれも破片のみで全体形を復元できるような

ものは存在していなし、遺物の出土状況から考えて、人為的に廃棄された遺物の可能性が高いと推測

するO

土坑の用途は不明であるが、出土した遺物から弥生時代中期後葉の遺構と考える。(西川)
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じ②ベ
56.30m 56.30m 

戸

一て正γ-
①日音褐色粘焚土
②灰黄褐色結実土
③重苦潟色粘11{土
④褐色名古質士
③にぷい黄褐色粘質土 (ATプロック少量混)
⑥黄褐f封占質土(灰黄褐色士粒混)
⑦褐色粘質土
③にぶい黄褐色粘質士(褐色土プロックi昆)
③にぶい賛褐色粘}'i土(褐色土プロック多量混)

図64 土坑9

/
 

山
町

55.30m 

①黒褐色粘質士(炭I昆)
②時褐色粘質土

01:41m  

図66 土坑10

三ム't  、、、!

Oan 

S14 

くこ〉 O1:12田

図67 土坑10出土遺物

121 

。 l:40 1m 1:4 IOan 

図65 土坑9出土遺物

土坑 9 (図64・65 図版12・58)

土坑 9は平坦部南端近くのK7グリッド北西寄りに位置し、

東約 5mには土坑8が存在する。標高は約56.7mで、ある。

土坑 9は長軸80cm、短軸7lcmの平面不整形を呈する土坑であ

る。検出面からの最大の深さは26cmを測る。埋土を 9層に分け

たが、褐色系と黄褐色系の埋土が混在するものであり、自然堆

積の可能性も否定はできないが、人為的な埋め戻しが行われて

いる可能性が高い。

埋土の中位から上部にかけて土器が出土した。このうち、弥

生土器の口縁部120、査121を図化した。 121は内面に波状文が

施されている。土坑の用途は不明であるが、出土した遺物から

弥生時代中期後葉の遺構と考える。(西]11)

土坑10(図66・67 図版58)

土坑10は調査地北東端近くのE4グリッド北東寄りに位置す

る。竪穴住居1と切り合う位置関係にあり、埋土の観察から土

坑10が竪穴住居 2に切られていると判断した。標高は約55.1m

である。

土坑10は斜面にあるため一部が流失する。残存部の長軸74cm、

短軸43cmの平面不整形を呈する土坑である。検出面からの最大

の深さは41cmを測る。埋土を上下の 2層に分けた。①層には炭

片が含まれるが明確な形をなすようなものではないため流入に

よるものと考えられ、埋土は自然堆積したものと推測する。

埋土中から弥生土器の口縁部122、石鍛S14が出土した。土

坑の用途は不明であるが、出土した遺物から弥生時代中期後葉

の遺構と考える。 (西111)
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図版58)(図68・69テラス 1

テラス 1は調査地東端近くのE3からE4グリッドにかけて位置する。後述するテラス 2・3と切

り合う位置関係にあるが、土属断面により確認することは出来なかった。標高は約55.3mで、ある。

遺構は斜面部に存在するため東側が流失している。残存部の長軸5.95m、短軸2.33mで、平面「コ」

字状を呈する。検出面からの最大の深さは41cmを測る。

埋土中から弥生土器の聾123~131、査132 ・ 134、高杯133が出土した。 128を除き出土位置が不明で

いずれも流れ込みによるものと推測される。周壁溝が存在するため一部が流失した竪穴住居あるが、

状の建物が存在した可能性もあるが、柱穴が存在していないため判断できない。出土した遺物から弥

(西)11)
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図72 土坑11出土遺物

148 

土坑11 (図71・72 図版14・60)

土坑11は平坦部東側のH5グリッド南寄りに位置する。

土坑11は長軸171cm、短軸163cmの平面円形を呈する士坑である。断面形は本来底面部が広がる袋状

を呈していたと推測されるが、現状では袋状の痕跡は認められるものの、崩落のためほほ垂直な壁面

となっている。検出面からの最大の深さは77cmを測る。埋士を24層に分けたが、中層部分で埋士の観

察が出来なかった部分があり、上下の繋がりが不明確になっている。⑦層から⑬層にかけての下面に

炭化物が存在する。

埋土中から多くの土器が出土したが、そのうち 135~148の16点を図化した。このうち、 139 ・ 144 ・

146~148は底面直上及び底面付近から出土したものであり、士坑が使用されなくなった時点で土器が

廃棄されたことが想定される。器台148は比較的残存率が高いが、他はいずれも破片であり、士坑に

{半って残されたものではない。形態的には口縁部がほぼ直立からやや外傾するものである。

士坑は貯蔵穴と推測される。底面付近から出土した遺物は、弥生時代後期中葉段階に位置づけるこ

とのできるものであるが、この時期の遺構は茶畑第 1遺跡には他に存在しておらず、遺物も遺構外を

含めても認められないものである。(西川)
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第4節 弥生時代終末期から古墳時代前期の調査
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図73 弥生時代終末期から古墳時代前期遺構位置図

1.竪穴住居

竪穴住居13(図74・75、図版61)

竪穴住居13は平坦部東際のG.H4グリッドにまたがって位置する。平担面から斜面部への地形変

換点部分に近く北東約 2mには前述した竪穴住居6が存在する。検出面からの最大の深さは0.43mを

測る。

周壁下に沿うように 1 条の周壁溝を検出した。幅約10~15cm、深さ 4 ~ 9 cmを測る。遺構の北東隅

部には長軸2m、短軸 1mの範囲が他の床面より高くなっており、周壁から緩い傾斜で、床面へと続く

斜面状となっていた。この西辺に沿って周壁溝が分岐して伸びている。南辺については確認すること

が出来なかった。その用途については、後述する竪穴住居14においてベッド状遺構の周囲に周壁溝が

巡る例が存在することから、遺存状態が悪いもののベッド状遺構の痕跡を示すものと考える。

ベッド状遺構部分を除く周壁溝に固まれる床面規模は長軸4.24m、短軸3.18mで、ある。床面標高は

およそ56.0m、残存部の床面積は13.9ばである。

床面からは多くの小穴を検出したが、その中で主柱穴と判断したのは遺構東辺と平行するように位

置する P1及びP2である。 P1は長軸42cm.深さ50cm、P2は長軸25cm・深さ54cmを測る。 P2は

東側が小穴と切り合っている。他の小穴については木の根等の撹乱によると考えられる。

床面には薄い貼り床が存在するが、焼土面は認められない。

埋士には、地山土ブロックが含まれるものが多く、人為的に埋められたものと推測される。

埋土中からは土器の小片を中心とする遺物が出土したが、床面直上から出土したものは無く、いず

れも流入した遺物と考えられる。出土した遺物の内、土器151~154、石器 S15を図化した。このうち、

輩153・154は口縁端部を欠損する遺存状態の悪い遺物であるが、外面から擬凹親が失われた時期の遺

物である。

出土した遺物から弥生時代終末期~古墳時代前期前葉の時期幅に収まる遺構と考える。(西Jll)
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第2章茶畑第I遺跡の調査

竪穴住居14(図76・77・78 図版15・16・61)

調査地平坦中央部北東よりのG'H7、H8グリッドで検出した。竪穴住居16の北側に隣接してお

り、掘立柱建物30と土坑101を切って構築されている O 平面形態はやや歪んだ長方形を呈し、周囲に

は関連性の高いと考えられるピット列がめぐる。竪穴部の南・東壁に接し幅約 1m、高さ約30cmの高

床部、いわゆるベット状遺構を 2箇所検出した。高床部を含めた竪穴部床面の規模は、長軸8.0m、短

軸は最大となる西辺で、5.4m、最小となる東辺で、4.8m、床面標高は56.0mを測る。床面積は40.8m、高

床部を除いた床面積は27.6mを測る O

床面からは、ピット 3基と周壁溝を検出した。 P1・2は、径約25cmの柱痕跡を有し、床面からの

深さは約84cm、両ピット間距離は約3.7mを測る。配置と規模から、主柱穴と判断した。 P3は、竪穴

部南辺中央に位置する O 長方形の平面形態を呈し、断面形態は、探さ約 5cmの段を有し、逆凸字形を

呈する。配置と形状から、有蓋の貯蔵穴と考えている。周壁構は、壁面際と高床部際にめぐっていた。

断面の観察から、壁際に厚さ 3~ 4 cmの壁板痕跡(@・⑫層)、床面側に掘り方充填土(⑫・@・⑮

層)を検出している。掘り方充填土、及び床面側周壁溝肩部を切る径約 5~ 8cmの小ピットを検出し

た。北辺や東辺は、調査工程上精査を行えず小ピットは検出できなかったが、他の部分の状況から考

えて、同様の小ピットが存在した可能性がある O 壁板痕跡にそって連続することから、これら小ピッ

トは、壁板を支える杭列と想定されるO

高床部は、竪穴部の南辺西側(以下、西高床部)と、東辺及び南辺東側(以下、東高床部)で検出

した。平面形態は、西高床部が長方形を呈し、東高床部はL字状を呈する O 東西の高床部は、約 2m

離れており、その中間にP3が配されていた。東高床部の中央部に、厚さ 2~ 3 cm程のややしまりの

弱い部分があり、地山質の盛土で整形している可能性がある O この部分を除く両高床部は、地山を削

り出して作られていた。床面側には前述した周壁溝が設けられており、壁板が存在した可能性が高い。

床面の中央付近には、深さ約 2cmの落ち込みがあり、底面は部分的に焼土化していた。内部には、焼

土粒と炭化物の堆積を確認している O この部分の北側にも、炭化物が広がっていた。焼士・炭化物の

存在と、中央に位置することから、地床炉と推定している。

竪穴部には、暗褐色系を主体とする土が堆積していた。土色土質から①層を上層、②~⑫層を中

層、⑬~⑬層を下層として大別する。上層は、黒褐色を呈しブロックなどを含まず、レンズ状に堆積

する。住居がほとんど埋まった後に自然堆積した層と考えられる O 中層は、地山質土をブロックもし

くは粒状に多く含み、褐色~暗褐色を呈する O 北側に向かい低くなっており、南側から人為的に入れ

られた堆積と考えられる。南側には、弥生時代終末期後葉と考えられる竪穴住居16が隣接し、その周

囲には多量の掘削土を想定できる遺構はない。両住居間の距離は約30cmで、並存していたとは考えに

くい。下層は、南北の壁際でのみ検出された。東西壁際に対応する層がないこと、内側に向かい急な

傾斜で落ち込む堆積状況とから、人為的な埋土あるいは、南北壁付近にあった施設の崩落土の可能性

カ宝ある。

竪穴部の外側では、北・東・西辺に並行するピット列が検出されている O 西辺から約1.8m離れてP

4・5・6 (F“ F' )、北辺から約1.4m離れてP6~11 (G-G' )、東辺から約1.4m離れて P12 

~15 (H -H' )の 3列である O 各ピット列ともに、直親的に並び、竪穴部と同じ暗褐色系の土が堆

積の主体となっている。 P4~10 ・ 14では、柱痕跡もしくは柱抜き取り痕跡を確認した。 浅いP8・

11 ・ 15を除き、ピットの底面は、標高約55.8~55.9mで、ある。各ピット間の間隔にはばらつきがあり、
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第4節 弥生時代終末期lから古墳時代前期の調査
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図73 弥生時代終末掛から古墳時代前期連情位置図

1.竪穴住居

竪穴住居13(図74'75、図版61)

竪穴住居13は平坦部東際のG'H4グリッドにまたがって位置する。平坦U聞から斜面部への地形変

換点部分に近く北東約 2mには前述した堅穴住居 6が存在する。検出而からの最大の深さは0.43mを

測る。

周縫下に沿うように l条の周虚構を検出した。幅約lO-15c問、深さ 4-9 cmを測る。遺構の北京附

部には長軸 2m、短軸 1mの範凶が他の床面より向くなっており、周壁から緩い傾斜で床面へと続く

斜而状となっていた。この西辺に沿って周壁構が分岐して伸びている。南辺については確認すること

が出来なかった。その用途については、後述する艶穴住居14においてベッド状遺構の周囲に周壁溝が

巡る例が存在することから、遺存状態が悪いもののベッド状遺構の痕跡を示すものと考える。

ベッド状遺構部分を除〈周壁滑に阻まれる床而鋭燃は長軸4.24問、短軸3.18mである。床而標高は

およそ56.0m、残存部の床而品ilは13.9rrlである。

床而からは多くの小穴を検出したが、その中で主柱穴と判断したのは遺構m辿と平行するように位
置する PI bl.ぴP2である。PIは長軸42crn 探きω回、 P2は長軸25四深さ54cmをi削る。P2は
車側が小穴と切り合っている。他の小穴については木町税等の撹乱によると考えられる。

床面には薄い貼り床が存証するが、焼土面は認められない。

組土には、地山土プロックが含まれるものが多し人為的に埋められたものと推測される。

坦l土中からは土器の小片を中心とする遺物が出土したが、床面直上から出土したものは無しいず

れも流入した遺物と考えられる。出土した造物の内、土器151-154、石器S15を図化した。このうち、

墾153.154は口縁端部をx!Uする逃存状態の悪い遺物であるが、外面から擬凹線が失われた時期の造
物である。

出土した遺物から弥生時代終末期~古墳時代前期前離の時期帽に収まる遺構と考える。 (西111)
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第4節 弥生時代終末期から古墳時代前期の調査
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第4節 弥生時代終末期から古墳時代前期の調査
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平面規模についても、東西列が平均径39cm、北列が平均径28cmと差がある。しかし、各ピット列が竪

穴部各辺と平行し、ピット 5 (西ピット列) ・ピット13(東ピット列)が主柱穴である P1 . 2と沼

ぽ等間隔で直線的に並び、土色も竪穴部と共通することから、これらのピット列は、竪穴住居14に関

連するものと判断した。柵や塀、壁支柱、周堤の土留めなどが想定できょう。南側にも同様のピット

列を想定したが、検出できなかった。

本住居からは、多くの遺物が出土している。床面直上で出土した遺物で、時期の判別できる遺物は、

155の土師器蓋のみである。復元すると氾ぽ一個体となり、横位で出土した。古墳時代前期前葉のも

のと考えられる。 157'S 16・F4は下層からの出土で、床面から 2~ 4cm上のレベルである。 157は

高杯、 S16は砥石、 F4は先端部を欠損する鉄鎌である。 156は低脚杯で、中層から出土した。床面

より 2cm上のレベルで、ほほ一個体が逆位で出土した。そのlまか、上・中層から弥生時代中期後葉か

ら古墳時代前期前葉の土器が出土している。鉄製品は、 F5の錯、鉄誕の可能性がある板状鋳鉄の

F 6 (第6章第3節参照)が、中麗である④層から出土している。

本住居は、高床部・大型の柱痕跡・厚い壁板・周囲のピット列といった、特殊な施設をともなって

いる。竪穴部の規模の大きさからも、茶畑遺跡群内において、特異な位置を占めていた可能性がある。

茶畑遺跡群内においては、東高田遺跡で両短辺に高床部を持つ長方形の竪穴住居 (S1 15)が検出さ

れている。しかし、長軸4.7m、短軸4.0mと規模は小さい。

竪穴住居14は、床面直上出土遺物から、古墳時代前期前葉の遺構と判断した。
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第2章茶畑第 1遺跡の調査
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図78 竪穴住居14出土遺物(2 ) 

竪穴住居15(図79・80 図版17・31)

E 5・F5グリッドにかけて検出した。平坦部の東側縁辺部に位置する。ここより東側 3m前後で、

地形の傾斜が変換し斜面となる。この付近は耕作に伴う削平と土壌化が激しい。厚さ20数cmの耕作土

直下で検出した。遺存状況はわるいが、炭化材、炭化物が埋土中と床面直上から多く検出され、壁に

も焼土化した部分があるため、焼失住居の可能性もある。

遺構全体のうち北西側約4分の lは調査地外に外れる。平面形は隅丸の方形、もしくは隅丸の 5角

形である。竪穴住居15は掘立柱建物10と重複し、これより新しい遺構である。検出面からの深さ88cm、

床面積23.8rrl(調査地内部分)である。 5基のピットと幅12cmの周壁溝を1条検出した。 P1 ~ 3が

主柱穴、 P4 が中央ピットである。主柱穴は径48~80cm、深さ 28~52cmで、ある。いずれの柱穴も柱痕

は認められず、 P1の@層やP2の@層などをみると、柱材を抜き取っている。 P5は壁面から掘り

込まれ周壁溝に切られていた。 P5の下端は、長軸20cmの細長い楕円形を呈する。 P5埋土の下層は、

炭化物や焼士、地山土ブロックが混ざり合う。床面には、平面楕円形(径40~64cm) の地床炉と考え

られる焼土面が4箇所ある。焼土面の厚さは 3~ 4cmとしっかりしたものである。⑫・@層は貼り床

である。床面下から大型柱穴(掘立柱建物10-P 4) と柱穴抜き取り痕 1基が検出された。

炭化材は床面諒辺部、壁際立ち上がり部分と壁面にかけて遺存していた。草本類の炭化物と認めら

れる部分もあったが、木質の炭化材は認められず、全体的には遺存状況はわるい。埋土⑨層は炭化物

を含み、その直上には炭化物が帯状に堆積する。下層埋土の⑬・⑮・⑬層などには、地山土や暗褐色

土ブロックを多く含む。
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第4節 弥生時代終末期から古墳時代前期の調査
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図80 竪穴住居15出土遺物

床面直上で出土した遺物量はごく少ない。図化できたのは171のみである。 171は護の口縁部で、調

整は摩滅が激しく不明である。そのほか、古墳時代後期の聾である175・177・178が埋土の上・中層

から出土した。土器の他には、埋土中から鉄製品と玉が出土した。 F7は鉄鉱もしくは万子の破片で

ある。 F8は錨もしくは万子の破片である。 J1はガラス製の小玉である。

竪穴住居15は以下の 3点からみれば、いわゆる焼失住居のようにみえる。(1)床面直上から壁際

にかけての炭化材の出土状況。(2 )壁面にも焼土面がある。(3 )埋土①層直上に帯状に炭化物が堆

積している。これを屋根構造の一部と考えると、①層以下の埋土は土屋根に相当する。

しかし、以下の 3点を考えると、焼失住居ではない可能性が高い。 (4)床面に遺存する炭化材に

は、草本類の炭化材は確認できたが、垂木や主柱など部材の炭化材は確認できなかった。(5 )検出

した柱穴はいずれも柱材を抜き取っている。(6 )住居埋土の題は、暗褐色土や地山土ブロックを多

く含んでおり、埋めたものと認められる。

ここでは、竪穴住居15はいわゆる焼失住居ではなく、廃絶のあり方からこのような埋土の堆積にな

ったと捉えておく。また、床面下で検出した柱穴については、住居内には周壁溝は 1条しかなく、床

面での断ち割りトレンチの状況からも住居を建て替えた痕跡は認められなかった。よって、これらは

竪穴住居15に伴う遺構ではないと考える。

竪穴住居15の時期は、床面直上から出土した護171や埋土中から出土した170・172・173などの時期

から、弥生時期終末期の遺構と考える。(日置)
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第4節 弥生時代終末期から古墳時代前期の調査

竪穴住居16 (図81~84 図版18・62・63)

竪穴住居16は調査地東寄りのH. 1 6グリッドにまたがって存在する。北側0.3mには前述した竪穴住

居14が存在する O

竪穴住居16は、平面形が六角形状を呈する遺構である。検出面で、の規模は長軸8.98m、短軸8.46m、

検出面から床面までの最大の深さは0.52mを測る。床面標高はおよそ56.2mで、ある。

周壁下から l 条の周壁溝を検出した。幅約15~20cm、深さは 6 ~13cm程度で、ある。床面規模は長軸

8.30m、短軸7.64m、床面積は52.4rrlを測る。

主柱穴は P1~6 である O これらの主柱穴は六角形住居の角から27~40cm離れた位置に存在する。

P 1は長径40cm、深さ69cmを測るもので、柱痕跡@層が認められる。柱は径20cm程度のものと推測さ

れる o P 2は長径45cm、深さ70cmを測るもので、柱痕跡と推測される⑪層が存在する。柱は径15cm程

度のものと推測される o P 3は長径45cm、深さ87cmを測るもので、柱痕跡と推測される⑬層が存在す

る。柱は径23cm程度のものと推測される。 P4は長径48cm、深さ58cmを測るもので、柱痕跡と推測さ

れる⑮層が存在する O 柱は径20cm程度のものと推測される。 P5は長径45cm、深さ75cmを測るもので、

柱痕跡と推測される@・⑮層が存在する。柱は径24cm程度のものと推測される。 P6は長径43cm、深

さ62cmを測るもので、柱痕跡と推測される@層が存在する。柱は径23cm程度のものと推測される。 P

11は中央ピットである。長径111cm、短径91cm、深さ85cmを澗る。床面上にはP11を取り囲む周堤が

存在する O 土は地山土を盛ったもので、識別が困難なものであった。周堤は幅約20~50cm、高さ 10~

12cmを測るもので、南半部については埋土掘り下げ時に掘り過ぎてしまったが、本来は全周すると想

定される。周堤を取り囲むように柱穴P7 ~10が存在する。それぞれの規模は、 P 7が長径51cm、深

さ 89cmを測るもので、柱痕跡と推測される⑪~@層が存在する。柱は径16cm程度のものと推測される。

P 8は長径56cm、深さ56cmを測るものである。埋土の識別は困難であったが、形態から柱穴の切り合

いが想定されるものであり、規模はやや小さくなると考える。 P9は長径65cm、深さ64cmを測るもの

である O 形態及び埋土堆積状況から考えて、⑩・@層は住居に先行する時期のピットの可能性が高い

と考える o P 10が長径54cm、深さ81cmを淵るもので、柱痕跡と推測される@層が存在する。柱は径20

cm程度のものと推測される o P 7 ~10の 4 本の柱穴は棟を支える補助柱と考えられるものである。

焼土面を 2ヶ所検出した。東側のものはP2とP7のほほ中間に位置し、約 1mの距離をとる。西

側にあるものはP10からO.4m離れた位置に残されており、柱との距離が近い位置に存在している。

住居埋土は、中・下層に褐色~暗褐色系の土が堆積しており、最上層に黒褐色土が存在している。

前述した隣接する竪穴住居14においても最上層に黒褐色土が存在しており、同様な堆積傾向が認めら

れる O 埋土の内、中・下層に存在する層には地山土ブロックが含まれるものが多く、人為的に埋めら

れた可能性がある O 上層の黒褐色土には地山土ブロックが含まれず、自然堆積したものと考える。

埋土中からは多量の遺物が出土した。そのうち、土器179~221、石器 S 18、鉄器F9・10を図化し

た。これらの遺物の内、鉄器のF9・10はともに床面直上から出土した。土器で確実に床面直上出土

はないが、 186 ・ 200は最下層からの出土である。中位付近から出土したのは181 ・ 184 ・ 194~196 ・

199・205・212・213である o 182・183・187・193・208は上層からの出土である。「拡大図2Jの211

は、周壁の中位部分に貼り付くような状態で存在したもので、遺構の埋没が始まった初期段階の遺物

と考えられる O また、風化・欠損が激しく図化出来なかったが、床面直上から「拡大図 1Jの壷が出

土している。他の遺物は埋土中からの出土である。埋土中に須恵器が存在することから、古墳時代後

1-67 
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①黒褐色粘砂土(褐色・地山土ブロック混)
e褐色粘砂土(黒褐色土ブロック少量・地山
土ブロック多量:混)
@Il音褐色粘質土(褐色・地山土プロック混)
e褐色粘質土(地山土プロック混)
③褐色粘質土
⑤褐色粘砂土(地山土プロック少量・焼土・
炭i昆)
⑦H音褐色粘質土(地山土プロック・焼土・炭
混)
③暗褐色粘質土(地山土プロック少量混)
([褐色粘質土(黒褐色・地山土ブロック混)
⑬H音褐色粘砂土(黒褐色・地山土ブロック多
量iIlJ
⑪褐色粘砂土(黒褐色・地山土プロック多量
i昆)
⑫にぶい褐色粘質土(黒褐色・地山土ブロツ
クj昆)
⑬褐色粘砂土(黒褐色・地山土プロックj見)
@褐色給砂土(地山士ブロック・炭混)
③H音褐f計占砂土(黒褐色・地山土ブロック混)
@褐色粘砂土(地山土ブロック混)
⑫月耳褐色粘質土(黒褐色・地山土ブロック混)
③明褐色粘砂土
③明褐色粘質土(褐色土粒極少量混)
電車褐色粘質土(黄褐色土小粒少量.R音褐色土
小ブロック多量混)
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@褐色粘質土(黄褐色土粒多量.n音褐色土土
校少量j昆)
③にぶい黄褐色粘質土(地山土プロック極多
長・炭少量i昆)
③褐色粘質士
③炭化物層(黄褐色土粒i昆)
②暗褐色粘質土(地山土粒・炭多量混)
③極暗褐色粘砂土(褐色土ブロック混)
③明褐色粘質土(地山土ブロック多量・炭少
量I昆)
容褐色粘質土(地山土ブロック少量i!l:l
③暗褐色粘砂土(黒褐色土プロック混)
③褐色粘砂土(黒掲色・地山土プロック多量
I昆)
②明褐色粘質土(地山土ブロック・炭混)
②褐色粘砂土(地山土プロック多量・炭少量
混)
③明褐色粘砂土(地山土ブロック・炭少量j昆)
⑧褐色粘砂土(褐色・地山土プロック多量混)
⑤明褐色粘質土(褐色土ブロック混)
⑧程色粘質土
③褐色粘質土(黒褐色・地山土ブロック少量:
j昆)
⑧褐色粘質土(地U.J土混)
③褐色粘質土(寅褐色士大粒・炭少量j昆)
③明褐色粘質士(褐色土大粒少盤;混)
e褐色粘質土(黄褐色土粒多量・黒褐色土粒
混)
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⑫明褐色粘質土
@褐色粘質土(明褐色土小粒・炭少量j昆)
⑧明褐色粘質土(黒褐色土大粒・炭少量混)
⑬褐色料i質土(にぶい黄褐色土大粒多量・ H音
褐色土粒混)
⑬B音褐色粘質土
@褐色名古賀こt(明褐色土小粒少量i昆)
⑧褐色給資土(明褐色土粒多量混)
③月耳褐色粘質土 (11音褐色土小粒少量i昆)
③褐色粘i1土(にぶい黄褐色土小粒多量・暗
褐色土小絞・炭少量1昆)
@褐色粘'til土(賞褐色土粒少量・炭多量j昆)
@褐色粘質土(黄褐色土粒j昆、炭少量混)
②援色粘11土(褐色土大粒少量j昆)
③明褐色粘質土(暗褐色土大粒混)
②褐色粘質土(明褐色・黒褐色土小ブロック
少量混)
$褐色粘質土(黒褐色土粒少量・明褐色士粒
混)
②にぶい黄褐色粘質土(黒褐色士粒J昆)
③褐色粘質土(明褐色土大粒少量混)
③褐色粘質土(炭少量j昆)
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

期段階までは完全に埋没しきることがなかったと想定されるO

竪穴住居16は、周壁に貼り付くように存在する211が住居の埋没が始まった初期段階の遺物と考え

られることや、最下麗出土の186・200から弥生時代終末期後葉の遺構と考える。(西川)

竪穴住居17 (図85~88 図版19. 63・64)

竪穴住居17は調査地北西寄りの 110・11グリッドにまたがって存在する。北東約 4mには、片側の

みに独立棟持柱を持つ大型の掘立柱建物12が存在するO

竪穴住居17は、平面形が隅丸方形を呈する遺構である。検出面で、の規模は長軸6.98m、短軸6.75m、

検出面から床面までの最大の深さはO.72mを測る。

周壁下に 2条の周壁溝が存在し、床面積の拡張を伴う建て替えがl度行われていることと判断した。

外側の新しいものを竪穴住居17b、内側の古いものを竪穴住居17aとし、以下で記述する O

竪穴住居17bは、床面規模が長軸6.07m、短軸6.00mで、周壁溝内の床面積は33.4rrlを測るO 床面は

平坦であるが、南から北側に向けて緩やかに傾斜しており、約10cmの高低差が存在している。

検出された周壁溝は、幅約14~20cm、深さ 5 ~12cm程度を測る。周壁溝内から深さ 3 ~ 4 cm程度の

小ピットを 6個検出した。数は僅かであるが、板材などの固定用杭痕跡と推測する。

主柱穴は、周壁講から約0.7~ 1 mの距離にある P1~3 ・ 6 . 7の5本と推測される。遺構平面形

は五角形となっていないが、王柱穴の 5本配置に対応するための工夫が平面形に認められ、 P6-P

7聞に比べてP1 -P 3聞を広くとり、 P2を配置する空間を確保している。 P8は主柱穴の中央部

に位置し、中央ピットと考えられるものである。それぞれの主柱穴規模は、 P1は長径58cm、深さ70

cmを測るもので、柱痕跡、⑮・⑮層が認められる。@層と⑮層はしまりの違いであり埋土はほぼ同じも

のである。柱は径10cm以上あると推測される。 P2は長径65cm、深さ65cmを測るもので、柱痕跡と推

測される⑮・⑮層が存在する。柱は径15cm程度のものと推測される。 P3は長径44cm、深さ74cmを測

るもので、柱痕跡と推測される⑮・⑮層が存在する。柱は径15cm程度のものと推測される。 P6は長

径31cm、深さ76cmを測るもので、柱痕跡と推測される⑧・⑮層が存在するO 柱は径16cm程度のものと

推測される。 P7はP5を切るが、掘り下げ時点では識別が出来なかったため、形態が不明確である O

残存部の長径39cm以上、深さ75cmを測るもので、柱痕跡と推測される@層が存在する。柱は径20cm程

度のものと推測される O これらの柱穴の内、 P1~3 ・ 7 の 4 本には最上層に@層が共通して存在し

ている。同じ堆積土は後述する P4にも存在しており、腐朽した柱の空間に上部の堆積土が落ち込ん

だものと推測される。

P 8 bの西側約50cmで、長さ174cm、幅58cmの範囲に床面の補修痕と推測される粗砂が堆積する部

分を確認した。断面F-F'の①・②層は、埋土及び地山土にない粗砂を含む層で堅く締まり、③層

は地山土が撹持された状況を示す層であるO 同様な堆積土は竪穴住居19にも存在する。焼土面を 2ケ

所で検出した。径30~40cm程度で、北側のものは P 2とP7の問、東側のものはP3とP4の聞に位

置する O床面の補修堆積・焼土面については建て替え前の竪穴住居17aに伴う可能性も否定できない。

埋土は、中・下層に褐色~暗褐色系の土が堆積し、最上層に黒褐色土が存在している。中・下層に

は、ブロック土が含まれることから、人為的に埋められた可能性がある。最上層の黒褐色土は、前述

した竪穴住居16においても認められ、同様な堆積傾向である。

遺構中から出土した遺物のうち、土器222~247、石器 S 19、鉄器F11・12を図化した。これらの遺

物の内、床面直上から出土したのは230・231・233・235・238・239・246、床面近くから出土したの

1 72 
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⑫E音褐色名古賀土(褐色土プロック混、 AT粒少
愛滋)
@掲色給費土 (AT粒i昆)
③掲色粕質土(暗褐色土粒i見)
の褐色粘質土
③にぶい黄褐色粘質土 (AT小粒少量i昆)
⑫階褐色粘質土 (AT小粒少量j昆)
@褐色宇占質土(黄褐色土大粒少量I昆)
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②褐色粘質土 (AT小粒混)
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最j見)
③褐色粘質土(暗褐色土プロックifD
⑧褐色粘質土(暗褐色土プロック混)
③B音褐色粘質土(黄褐色土プロック・炭化物
混)gE開問土(地山土粒混、炭化物少量混)
自音褐色粘質土(地山土粒混、炭化物少量混、
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⑬にぶい黄褐色粘質土
@にぷい褐色粘質土
⑫褐色粘質土(地山土粒・炭化物混)
@にぶい黄褐色粘質土(褐色土プロック・炭
化物多量混)
⑭にぶい黄褐色粘質土(地山土プロック・炭
化物混)
⑬暗褐色粘質土(地山土ブロック・炭化物混)
⑮黒褐色粘質土(地山土粒・炭化物混)
@不明
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Cコi 敵打範囲
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mv 
図88 竪穴住居17出土遺物(2 ) 

は242~244、中位付近から出土したのは222 ・ 223 ・ 226 ・ 227 ・ 232 ・ 236 ・ 237 ・ 240 ・ 242 ・ 245 ・

247・248'F 11・F12、上層から出土したのは224・229・241・S19である。

竪穴住居17bは、床面直上から出土した238・239から古墳時代前期中葉の遺構と考える O

竪穴住居17aは、床面規模が長軸5.74m、短軸5.57mで、周壁溝内の床面積は29.3rrfを測る O

検出された周壁溝は、幅約10~16cm、深さ 5 ~7cm程度である O 主柱穴は、周壁溝から約0.7~ 1 m 

の距離にある P1~5 の 5 本と推測される o P 2 ~4 は前述した竪穴住居17b で再利用されたと推測

するもので、掘り直しが行われているため17a段階の規模は不明である o P 5は長径34cm、深さ49cm

を測るもので、柱痕跡が想定できる層は存在しない。 P1はP7によって上部を壊されているため規

模が明確ではないが、長径42cm以上、深さ95cmを測るもので、⑬層は柱痕跡と推測される O 径は15cm

程度のものと推測される O

竪穴住居17b拡張前の遺構のため、古墳時代前期中葉段階の遺構と考える。
Pl 
①暗褐色粘質土
③暗褐色粘質土(褐色土プロック多量混)
③黒褐色粘質土(にぶい黄褐色土プロック多量混)
④黒褐色粘質土
⑤黒褐色粘質土
P2 
①絡橋色紡質土(にぶい黄褐色土プロック混)
②路橋色粘質土(黄褐色土プロック混)
③黒褐色粘質土
④黒褐色粘質土
⑤H昔褐色粘質二t(にぶい黄褐色土ブロックi昆)
⑤日音褐色粘質土(褐色土プロック混)
P3 
①H音褐色粘質土
②暗褐色粘質土
③暗褐色粘質土(にぶい黄褐色土プロック混)
④暗褐色粘質土(にぶい黄褐色土プロック混)
P5 
①暗褐色粘質土(炭化物少量j昆)
②暗褐色粘質土{地山VI層プロック少量混)
③暗褐色粘質土(地山VI厨ブロック多量i昆)
④暗褐色粘質土(地山VI層プロック多量混)
P6 
①褐色粘質土
②H音褐色粘質土(地山羽層プロック混)
③暗褐色粘質土
④暗褐色粘質土(やや暗い暗褐色土プロックj昆)
⑤暗褐色粘質土

日
E
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2m 
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図90 掘立柱建物 7出土遺物
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土坑13図92

⑦褐色粘質土(炭・焼土少最混)

③階褐色粘質士(地山土フ'ロック少量混)

③11音褐色粘質土(地山土ブロック混)

⑬黒褐色粘質土(焼土少12:混)
。撹百L

土坑12

①褐色粘質土(細砂j昆、炭少量混)

②階褐色粘質土(中砂i昆、炭少量ー混)
③黒褐色粘質土(炭少量j昆)

④暗褐色粘質土(極細砂混、炭・焼土少量j昆)

⑤褐色粘質士(炭・焼土少量混)

⑤褐色粘質土(地山土プロック混)

図91
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第2章茶畑第1遺跡の調査

2.掘立柱建物

当該期の建物と確実に比定できるものは、掘立柱建物 7のみである。

掘立柱建物 7 (図89・90 図版20・64)

H 7 ~ 1 8グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する。規模は梁行 1間 (2.6m)、

桁行 2間 (3.4m)である。床面積は4.3ばである。棟筋をほぼ東西にとる。柱間距離は梁行で2.6m、

桁行では2.6~2.8mで、ある。 P 5を除く各柱穴は柱材を抜き取っていた。 P5の断面観察から柱材の

径は16cm前後で、あろう。遺物はP2から二重口縁を有する斐の口頚部片249と 250が出土した。両者

とも非常にシャープなっくりで、口縁部下半を強くナデており、下端部の稜もシャープである。両者

とも古墳時代前期前葉のものである。出土遺物の時期、柱穴の埋土の色調からも当該期の遺構と考え

る 。(日置)

3.土坑

土坑12(図91・93 図版20・64)

土坑12は調査地東側のH5グリッド中央部に位置する。

土坑12は長軸124cm、短軸110cmの平面円形を呈する。壁面は直線的に立ち上がり、やや外傾する。

検出面からの最大の深さは37cmを測る。底面壁際に幅 6~13cm、深さ 1 ~ 2 cmで溝状に巡るごく浅い

窪みが存在する。埋土は10層に分かれ、埋土中には炭や焼土が含まれるがその量は多くはない。

埋土の中位から上部にかけて土器が出土した。このうち、蓋251~255、手担土器256、磨製石斧の

2次加工品S20を図化した。いずれも弥生時代終末期から古墳時代前期前葉のものである。手担土器

256は碗状を呈するもので、内面にはケズリ痕跡が残るが、外面はナデによって平滑に仕上げられて

いる。 S20は磨製石斧の刃部破片を 2次的に加工したものと考えられるが、何に使用したものかは不

明である。

土坑は出土した遺物から古墳時代前期前葉の遺構と考える。 (西日1)

土坑13(図92・94 図版65)

土坑13は調査地西側の J11グリッド南端に位置する。

土坑13は長軸65cm、短軸52cmの平面不整形を呈する士坑である。検出面からの最大の深さは32cmを

測る。埋土は 2 層以上に分かれるが、埋土中位に径10~16cm程度の礁が多数存在するため、その下部

については十分な観察が出来なかった。この牒は士坑が半ば程度まで埋没した段階で入り込んでおり、

人為的に入れられている可能性が強い。

喋上部の埋土上層から土器が出土した。このうち、護257・258、高坪の脚筒部259を図化した。

土坑は出土した遺物から古墳時代前期の遺構と推測される。性格は不明である。(西川)

4.溝

溝 1 (図95・96 図版20・65)

溝 1は調査地東際のG4から 14グリッドにまたがって存在する。竪穴住居6を切る。平坦部から

斜面部への地形変換部にあり、南北方向に直線的に伸びる。途中に途切れる部分が存在し、 2つに分

かれるが、ほぼ一直娘上に位置するため同一の遺構と判断した。用途は不明である。

埋土中から出土した遺物の内260~268を図化した。出土した遺物は流入したものではあるが、鼓形

器台の脚部と考えられる268が存在することから古墳時代前期段階の遺構と考える。(西日1)

1-78 
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第2章茶畑第1遺跡の調査

5.古墳

茶畑14・15・16号墳(図97・98 図版21・22・65)

調査地西端、斜面際に沿って 3基の古墳を検出した。西から14. 15・16号墳の順に、周溝の一部を

共有しながら並んでいる o 3基とも南側が流失している。 15・16号墳の遺存状況は悪く、埋葬施設を

確認し得たのは14号墳のみ。平面形態は、残存する周溝がコの字形にめぐることから、方形を呈して

いたと考えられる。

斜面側c-c'付近より南側では、③~⑮層(14号墳)、 OO~②層(15号墳)、⑫層(16号墳)の上

に周溝に堆積する土が乗っていた。これらの層は、古墳造成時の盛土の可能性がある。 c-c'以北

にも盛土の存在が想定されたが、検出できなかった。周溝の検出面は内側と外側で同じ高さであり、

後述する墓墳が浅いこととあわせ、上部は削平されていると考えている。

残存する周溝は、各古墳をコの字に囲む。東西周溝聞の芯々距離は、 14号墳9.4m、15号墳8.6m、

16号墳4.9m を測る。検出面よりの深さは60~70crn、他の周溝より低い14号墳西周溝幅は1.8~2.5m 、

それ以外の周溝幅は 1~1.3m を測る。

各古墳の周溝に堆積する土は、ほほ同じ堆積状況にあり、上層と下層に大別できる。上層(①・⑬

層)は暗褐~黒褐色を呈し、レンズ状に堆積することから、自然堆積と判断した。下層は、明るい褐

色系の土色を呈し、切り合いがあることから再掘削されたと考えている。⑪~⑬層の古段階と、それ

を切る⑪~⑬層の新段階に分けた。古墳間で共有される部分は、新しい古墳を築造するに際し再掘削

される可能性もあろう。しかし、各古墳単独のものである北周溝にも、再掘削を示す堆積が観察され

た。また、各古墳周溝の下層新段階の堆積は、出土遺物に大きな時期差はなく、土色土質も類似する O

このことから各古墳の周溝は、ほほ同じ時期に再掘削されたと推定している。追葬や祭把などの要因

が考えられる O

土層断面の観察からは、いずれの古墳も新旧関係を決定するにはいたらなかった。しかし、平面形

態から、以下のような築造頗が想定できる。 14号墳北・西周溝の軸に対し、 15号墳の北・西周溝の軸

は約10
0

ずれる。また14号周溝は、 15号墳北西隅にぶつかるような平面形態を呈している。これと同

じく、 15号墳の北・西周溝の軸に対し、 16号墳の北・東・西周溝の軸は約20
0

ずれる。さらに、各周

溝の底面標高は、接続部においてほとんど差がない。このことから、 16号墳の周溝が先にあり、その

一部を共有するように15号墳が築造され、 15号墳の後に、その周溝の一部を共有するように14号墳が

築造された可能性がある。したがって、 16号→15号→14号墳の築造順を想定している O

j茸からは、多くの遺物が出土しているが、その多くは上層に伴うものである。下層新段階の堆積土

から出土した遺物は、 269・270・277・280である。 269は、古墳時代前期前葉の聾である。 14・15号

墳が共有する周溝内からの出土であり、どちらに属していたかは不明。 270は16号墳北周溝から出土

した古墳時代前期中葉の小型の斐で、胴部は球状を呈する。 280は、弥生時代中期後葉の高杯。上層

に伴う遺物は、 272~276 ・ 278~279で、 14号・ 15号墳聞の周溝から出土した276以外は14号墳の北・

西周溝から出土した。 272~274は輩、 275 ・ 276は高杯、 277は有段の鉢、 278は手倍形土器、 279は低

脚杯で、古墳時代前期前葉~中葉に属する O

3基の古墳中、埋葬施設を確認したのは14号墳のみである。墓墳は、 14号墳の中央に構築されてい

た。平面形態は、南北方向に長軸を持つ長方形である。長軸4.2m、短軸2.6m、深さ41crnを測る。

C -C'付近より南は墳正盛土と思われる堆積を切り、その他の部分は地山を切って構築されている O

1-80 
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(黄褐色土少澄混)
@:'l者褐色土(しまりややなし)
③黄褐色土(⑬層プロック混)
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(炭化物 .VI胞混)
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(VI • '111 • V]]層プロック多量混)
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③褐色粘質土(黄褐色土ブロック少量j昆)
③褐色土(しまりややなし、炭化物少量混)
②褐色粘質土(にぶい褐色粘1't土多髭・炭化物少量混)
号Z褐色粘質土(炭化物少量混)
③褐色粘1't土(炭化物・日昔褐色土混)
③黄褐色土(炭化物少量混)
③明褐色粘質土 (V・1ヨ!露・炭化物少量混)
③黄褐色土(炭化物少登混)
③賞褐色土(炭化物少量混)
③賞褐色土(炭化物・暗褐色土少量混)
③褐色粘質土
@:褐色粘質土

⑨黒褐色粘質土
⑫暗褐色粘質土(黄褐色土少量混)
⑪褐色粘質土(黄褐色土プロック少量混)
⑫褐色土(黄褐色土ブロック・炭化物混)
⑬褐色粘質土(炭化物少量j昆)
⑬黄褐色土(暗褐色粘質土プロックを含む)
⑬黄褐色粘質土(羽.VlI層ブロック履)
⑬明褐色粘質土 (VI• VlI厨プロック多量混)
⑫褐色粘質土(炭化物少量混)
⑬明褐色粘質土 (VI• '111層プロック層、炭化物j昆)
⑬明褐色粘質土('11. vn厨プロック層、褐色土混)

茶畑14・15・16号墳

1-81-84 

G::褐色粘質土(炭化物少量混)
②黄褐色土(しまりややなし、流土)
@褐色粘質土(炭化物少量混)
④賞褐色粘質土(炭化物少量混)
⑤黒褐色粘質土(黄褐色土混)
⑥暗褐色土(炭化物混)
⑦暗褐色土(しまりなし、黄褐色土少量混)
③暗褐色粘質土(炭化物混)
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14号墳埋葬施設:271・F3
14号墳周溝:272-275・277-279

14・15号墳問周溝:269・276
16号ー墳周溝:270・280

1:4 !Ocm 

堆積する土は@~⑫層で、@~⑫層は⑫~⑮層と地山を切る。平面形態は墓壌と主軸を同じくする長

方形で、断面形態は箱形を呈する。位置と形態から棺痕跡と判断した。規模は、長軸2.3m、短軸1.1

m、深さ30cmを測る。底面の南北長辺には長側板の痕跡と考えられる溝(@層)があり、深さ・幅と

も約 5cmを測る。このことから、組み合わせ式の木棺直葬であったと推定している O 棺底下は、しま

りのある地山質土の⑮層が堆積していた。この層は棺外にも広がっており、上面は平坦である O 墓壌

を掘削した後、棺を設置する目的で敷かれた可能性がある O ⑮~⑫層は、棺裏込め土であろう O 西側

の裏込め土中から、錨 (F13)が出土している O また表土直下ではあるが、墓墳の南端付近で、大型

の土師器査 (271)が約 1/3個体分まとまって出土した。これらは、埋葬にかかわる遺物の可能性

カfある。

周溝を共有する方墳が集落と同じ台地の縁辺部に沿って連続する類例として、同時期の西伯番地域

おいては、米子市青木遺跡があげられる。

14・15・16号墳は、出土遺物から古墳時代前期前葉~中葉に築造されたと方墳と考えられる O

(湯]11)
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第2章茶畑第l遺踏の調査

第5節 古墳時伐中期から後期の調査
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図99 古墳時代中期から後期の遺構位置図

1 .竪穴住居

竪穴住居18(図1曲-103 図版23. 66) 

竪穴住居18は調査地中央部の 1・J6グリッドにまたがる位位を中心として存在する。北東約 4m

には前述した竪穴住居16が存在する。

竪穴住居18は、平筒形が方形を呈する遺構である。検出而での規模は長軸5.66m、短軸5.53m、検

出面から床面までの最大の深さは0.46mを測る。床面標高はおよそ56.3mである。

周壁下から 1条の周壁摘を検出した。幅約12-25cm、深さは 5-7cm程度である。床面規模は長軸

4.66m、短軸4.55m、床面積は2L2niを測る。

主柱穴は P1-4である。これらの主柱穴は住居の対角線上に位世しており、住居隅から1.1-1.2

m離れた位置に存在する。P1は長径48cm、深さ5lcmを測るもので、柱痕跡と推測される⑬ ・@層が

認められる。最下層巴⑬陪は砂を吉む締まりがある屈で、柱裏込め士の@層が⑬層上面で終わること

から、柱の沈下を防ぐ礎盤的な用途を持たせた埋め土と考える。柱は径18cm程度のものと推測される。

P 2は長径41c皿、採さ51cmを測るもので、底部には担の自重による沈下と想定されるくぼみが存在す

る。柱痕跡と推測される⑮@庖が存在する。柱は径19凹程度のものと推測される。P3は長径42cm、

深さ76cmを測るもので、柱痕跡と推測される@層が存在する。柱は径18cm程度のものと推測さ札る。

P 4は長径43cm、深さ59cmを測るもので、柱痕跡と推測される⑬ ・@層が存在する。柱は径18crn程度

のものと推測される。

主柱穴の他に用途不明の柱穴が存在する。 P5はP2と住居東隅の聞に位世し、規模は長軸81cm、

短軸73cm、深さ13岨を測る。また、 P6はP3と住居南隅の聞に位置し、規模は長軸90cm、短軸60凹、

深さ29cmを測る。P6については埋土上田の住居床面から完存する土器289が出土したことから住居

廃絶時には埋まっていたことが判明Lた。P5とP6は主柱穴と住居隅の聞に位置する点が共通し、

規模も類似することから住居に伴う施設と推測される。住居南東壁面のほぼ中央部から P7を確認L

1 ~ 86 
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図100 竪穴住居18(1 ) 
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第2章茶畑第1遺跡の調査
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図101 竪穴住居18(2) 

た。径約45cm、深さ28cm以上を測り、断面形は直立的な形状を呈するがやや住居の壁面を掘り込む。

P 7は住居内に於ける位置関係および形態から古御堂笹尾山遺跡における「斜坑状ピット」に当たる

と考える(第3分冊、第6章第 6節参照)0 P 7から周壁溝が伸ぴるが、両者に切り合い関係がある

のかについては確認できなかった。 P8はP2の北側に位置し、径約55cm、深さ22cmを測る O

焼土面を 1ヶ所検出した。 P1とP4のほぼ中間に位置し、周壁溝から約O.6m離れる O 主柱穴に固

まれた内側には焼土面は存在しない。

埋土は、周壁際に褐色~暗褐色系の土が堆積した後に、黒色系の土が覆っている。前述した近接す

る竪穴住居16においても堆積の最終段階に黒色系の土が存在しており、同様な堆積傾向である。

遺構中から出土した遺物のうち、土器・土製品281~299、石器 S21・22を図化した。 281~284は弥

生時代の壷及び無頚査。 285~291は土師器の輩。 292は高坪杯部。 293は器種不明の底部。 294 ・ 295は

須恵器の杯蓋。 296は糸切り痕を持つ須恵器の杯底部。 297は欠損するが円筒状の土玉。 298は刺突が

1 88 
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第2章茶畑第 1遺跡、の調査
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図103 竪穴住居18出土遺物(2 ) 

残る胴部片。 299は竃片と推測される。石器は、 S21が完形の尖頭器で、埋土中位の⑤層から出土し

た。旧石器時代末から縄文時代草創期にかけての遺物と考える。 S22は表裏に蔽打痕が残る石皿であ

る。これらの内、床面直上出土は288・289。床面近くからの出土は286・293。埋土中位からの出土は

285・290・292・297・299・S21 . S 220 埋土上層から出土したのは294~296である。

この住居は、ほぽ床面から出土した286・288・289より古墳時代後期中葉の遺構と考える。(西日1)

2.掘立柱建物

掘立柱建物8 (図104・105 図版24・66)

H5グリッドにおいて検出した。平坦部の東側に位置する。方位は約14度西に傾いた南北棟である。

規模は梁行 1間 (2.8m)、桁行2間 (6.8m)である。床面積は9.4ばである。各柱穴の径は40cmから

80cmで、埋土は大きく暗褐色の粘質土と地山質の黄褐色土ブロックからなる。柱材は全て抜き取ら

れていた。各柱穴の底面の高さは均一ではない。遺物はP6から土師器の高杯300が 1点出土した。

300は杯部の約半分と脚部を欠損する。杯部は内湾する椀状で、口縁部は外方へ屈曲させて、端部を

つまんでややシャープにして収める。焼成は軟質で、摩i戚が激しく調整は判然としない。遺物の時期

と柱穴埋土の色調から、古墳時代後期の遺構であると考える。(日置)

1-90 
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③暗褐色粘質土(明褐色土ブロック混)
P2 
①暗褐色粘質土(明褐色土プロック少量混)
②陪褐色粘質土(明褐色土プロックj見)
P3 
①11音褐色粘質土(明褐色土ブロック、黒褐色土プロック混)
②H音褐色粘質士(明褐色土プロック多登、黒褐色土プロック少量i昆)
③目的呂色粘質土(明褐色土ブロック、黒褐色土プロック混)
④黒褐色粘質士(明褐色土プロック混)
⑤H音褐色粘質土(明褐色土ブロック、黒褐色土プロック混)
P4 
①褐色粘質士(明褐色土ブロック、黒褐色土プロック少量j昆)
②l珂褐色粘質土(褐色土プロック混)
③暗褐色粘質土
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P6 
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③明褐色粘質土(褐色士ブロック多量、黄褐色土プロック混)
⑤にぶい黄褐色粘質土(炭化物片少量i昆)

図104 掘立柱建物8
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

3.土坑

土坑14(図106・107 図版24・66)

土坑14は調査地ほほ中央部の 17グリッド北寄りに位置し、土坑43を切る O 南東約 4mには竪穴住

居18が存在する。

土坑14は長軸166cIIl、短軸83cIIlの平面不整形を呈する土坑である。遺存状況は悪く、検出面からの

最大の深さはllcIIlである。埋土を 3層に分けたが、地山土に由来する黄褐色土が多く、人為的に埋め

られた可能性が高い。

埋土の中位付近を中心として土器が出土したがほとんどは小片である。このうち、縄文土器301、

弥生土器の口縁部302、土師器の底部と考えられる303を図化した。 303は検出面からの出土である O

出土した遺物から古墳時代後期の遺構と考える。(西川)

第6節 その他の遺構と遺物

r 

@ 

② 

。

図108 その他の時期の遺構位置図

1.その他の時期の調査

茶畑第1遺跡からは、弥生時代中期から古墳時代後期にかけての建物を中心とする遺構が数多く出

土しているが、それ以外の時期の遺構も存在している。ここでは、遺物によって時期を判断できた縄

文時代及び奈良時代の遺構について記述を行う。(西川)

縄文時代

茶畑第1遺跡、からは、落し穴と考えられている特徴的な形態を呈する土坑内を中心に縄文土器が出

土した。土器はいずれも小片で、出土総点数もわずかであり、出土状況も流入に伴うものであって本

来の土器の使用状況を反映したものではない。しかしながら、主として縄文時代の遺構と考えられな

がら、落し穴であれば人の居住域から外れた周辺域に形成されるという土坑の性格上遺物の出土がき

わめて稀で、あり、時期の判定が困難であった土坑内から縄文土器が出土した意義は大きいといえる O

ここでは、それらの土坑について記述を行う。(西川)
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図109 土坑15

土坑15 (図109・110 図版25・67)

土坑15は調査地南東寄りの 15グリッド中央部に

位置し、掘立柱建物11P4に僅かに切られる。

土坑15は長軸123cm、短軸83cmの平面隅丸長方形

を呈する土坑である。検出面からの最大の深さは74

cmで、ある。底面には径22cm、深さ43cmを測る底面ピ

ットが存在する。埋土を14層に分けたが、①層は撹

乱土で須恵器杯身片が含まれ、②・③層はピット埋

土と考えられる。

埋土中位から羽島下層 I式と考えられる304が出

土した。遺物から縄文時代前期前葉の遺構と考え

る 。(西川)

土坑16(図111・112 図版27・67)

土坑16は調査地南西端のL7・8グリッドにまた

がって位置する。

土坑16は長軸97cm、短軸94cmの平面方形を呈する

土坑である。検出面からの最大の深さは134cmで、あ

る。底面には径19cm、深さ27cmを測る底面ピットが

存在する。埋土を12層に分けたが、底面ピットの埋

土は不明である。

埋土中から羽島下層 I式の305が出土した。遺物

から縄文時代前期前葉の遺構と考える。(西JII)

第6節 その他の遺構と遺物

①黒褐色粘質士(粘質土プロック混)

②黒色粘質土(地山士・粘質士ブロック混)

③黒色粘質土(粘質士プロック混)

④黒褐色粘質土(粘質土プロック混)

⑤黒色粘質土(地山士プロック少蛍混)

⑥黒色粘質士(地山土プロック混)

⑦黒色粘質土(粘質士プロック混)

③黒色粘質土(地山士プロック少量混)

⑨黒褐色粘質土(地山士ブロック少量混)

⑬黒色粘質土(地山士プロック少量j昆)

⑬黒色粘質土(地山土ブロック混)

⑫黄褐色粘質土(明賞褐色士粒多量混)

⑬オリープ黒色粘質士(明黄褐色土小粒j昆)

⑬明黄褐色粘質士(灰色士粒混)

川
山

内ハハハハハ叩

。 1:3 JOcm 

図110 土坑15出土遺物

56.60m 

図111 土坑16

①暗褐色粘質士(黄褐色土
大粒混)
②暗褐色粘質士(黄褐色士
粒少量混)
③黒褐色粘質土
④黒褐色粘質士(黄褐色土
ノトプロックf昆)

ー一一⑤暗褐色粘質士(黄褐色土
小粒少量j見)
⑥黒褐色粘質士
⑦陪褐色粘質土(黒褐色士
小粒混)
③暗褐色粘質土(黄褐色士
プロック混)
⑨黒褐色粘質土
⑮時褐色粘質土(賞褐色士
小粒j昆)
⑬黒褐色粘質士(黄褐色士
小粒少量i昆)
⑫褐色粘質土

1:40 1m 

1:4 lOcm 
305 

図112 土坑16出土遺物
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第2章茶畑第1遺跡、の調査

56.50m 

①褐色粘質土(明筒色
土校混、炭少登混)
②黒褐色粘質土 (n音褐
色土プロック・ AT粒 56.50m
昆)
③H音褐色粘質土(明褐
色土小粒少量j足)
②A褐色粘質土 (AT小
粒混)
⑤黒褐色粘質土 (AT粒
多量混)
⑤暗褐色粘質土 (AT粒
多量j昆)
⑦褐色粘質土

日 1:40 1m 
L 一一一一一J

図113 土坑17

図114 土坑17出土遺物

土坑17(図113・114 図版27・67)

土坑17は調査地西寄りのJ9グリッド北西側に位置する。

撹乱

①黒褐色粘質土
②黒色粘質土
③黒色粘質土(②層よりや
や黒い)
④黒色粘質土(炭少量混)
③時褐色粘質土(黄樺色土
小粒少釜j昆)

一一⑤黒色粘質土(③府よりや
や黒い)
⑦黒色粘質土(黄褐色土小
粒少量i昆)
@:黒褐色粘質土(黄褐色土
小粒多量混)
⑤黒褐色粘質土

一一一@黒色粘質土
⑪黒褐色粘質土
⑫黒色粘質土(黄褐色土ノi、
粒少量混、⑦!百よりやや
患い)
⑬黒褐色粘質土(黄褐色土
小粒多琵混)
⑬燈色粘質土(黄灰色土粒
i昆)
⑬黒褐色粘質土
⑬褐色粘質土
⑬褐色粘質土粘質土(地山
土プロック混)
⑬褐色粘質土
⑬H音褐色粘質土
⑧褐色粘質土(黒色土混)

。 1:40 1m 

図115 土坑18

図116 土坑18出土遺物

土坑17は長軸127cm、短軸109cmの平面長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さは118

cmで、ある。底面の中央部に径22cm、深さ55cmを測る底面ピットが存在する。埋土を 7層に分けた。

埋土中から羽島下層 I式の306が出土した。突帯が存在しないものである。出土した遺物から縄文

時代前期前葉の遺構と考える。 (西JII)

土坑18(図115・116 図版27・67)

土坑18は調査地中央のH7グリッド北寄りに位置する。

土坑18は長軸121cm、短軸101cmの平面が隅丸長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さ

は98cmで、ある。底面の中央部に径28cm、深さ39cmを測る底面ピットが存在するが、その底面には浅い

小穴が4つ存在する。掘り下げ時の工具痕ないし底面ピット内に複数の小杭が設置された痕跡と推測

されるものであるが、埋土には⑬・⑪層と縦方向に伸ぴる幅狭い層が存在することから小杭の痕跡と

考える。類例が会見町の鶴田荒神ノ峯遺跡SK-02に存在する。

埋土下層から内外面に条痕を施す西川津B式の307が出土した。出土した遺物から縄文時代前期初

頭の遺構と考える。(西}II)
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/ 
56.80m 56.70m 

①② にぶい黄褐色粘質土
撹乱 にぷい黄褐色粘質土(明黄褐色

土プロック混)
③灰黄褐色粘質土(明黄褐色土プ
ロック混)
④灰黄褐色粘質土(明黄褐色土プ
ロック多量混)
⑤賞褐色粘質土(明黄褐色土プロ
ツクj昆)
⑤階オリープ褐色粘質土
⑦オリープ褐色粘質土
③H音褐色粘1Jt二七(褐色土粒混)
①明褐色粘質士(しまり弱い)
⑬明褐色粘質土(しまり強い)
⑬明褐色粘質土(しまり強い)

1:40 1m 
1:40 1m 

図117 土坑19 図119 土坑20

308 

1:4 10cm 。 1:3 lOan 

' ………一一一
図118 土坑19出土遺物 図120 土坑20出土遺物

土坑19(図117・118 図版25・67)

土坑19は調査地中央部やや南寄りの J7グリッド北寄りに位置する。

土坑19は長軸102cm、短軸84cmの平面が隅丸長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さ

は78cmで、ある。底面の中央部に径24cm、深さ57cmを測る底面ピットが存在する。埋土を11層に分層し

た。

埋土中位付近から308が出土した。口唇部に刻みを施し、内面条痕、外面にはナデ後に 2枚貝の貝

殻腹縁による刺突を施す。西川津A式に相当すると思われるが、羽島下層 I式の影響を受けた亜種の

可能性も存在する。出土した遺物から縄文時代前期初頭の遺構と考える。(西川)

土坑20(図119・120 図版27・67)

土坑20は調査地西寄りのK9グリッド北側に位置する。士坑東側を掘立柱建物 9P 7によって切ら

れている。

土坑20は長軸96cm、短軸66cmの平面長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さは85cmで、

ある。底面の中央部に径27cm、深さ40cmを測る底面ピットが存在する。土坑埋土を 4層、底面ピット

の埋土を 1患の計5層に分層した。

埋土中から309が出土した。内面条痕、外面には条痕後に iCJ字状の小型の刺突文を施す。文様帯

は残存部位に 2条存在する。羽島下層E式に相当するものである。土坑は出土した遺物から縄文時代

前期前葉の遺構と考える。 (西川)
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56.60m 

①黒色粘質土(黒褐色土プ
ロック少量混)
②黒褐色粘質土(黒色土プ 56.70m 
ロックj昆)
③黒色粘質土
④にぶい黄褐色粘質土(明
黄褐色土小プロック多量
混)

01:40  1m 

図121 土坑21

1:3 IOon 

図122 土坑21出土遺物

土坑21 (図121・122 図版27・67)

/〆

¢褐色粘質土(しまり弱
い)
②日昔褐色粘質土(地山土
プロック多量混)
③にぶい黄褐色粘質土
(黒褐色土プロック・

一一冊 地山土プロック混)
④黒褐色粘質土(淡黒褐
色土プロック・地山土
プロック1昆)
⑤黒色粘質土 (1珂褐色砂
質土プロック・地山土
粒少量混)
⑥暗褐色粘質土(黒褐色
土プロック・明褐色土
プロック少最混)
el褐色粘質土〔崩落土〕
e 暗褐色粘質土(黒褐色
土粒iJD
@褐色粘質土
⑬褐色1'1i質土(しまり悪
い)

1:40 1m 
L_ _ ______  --' 

図123 土坑22

¥ ~I s 
311 

01:4Oon  

図124 土坑22出土遺物

土坑21は調査地西端近くの J11グリッド南端に位置する。周辺は土坑が少ない範囲である。

土坑21は長軸84cm、娃軸69cmの平面が隅丸長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さは

97cmで、あるO 底面ピットは存在しない。埋土を 4層に分層した。

埋土中から内外面に条痕を施す西川津B式の310が出土した。出土した遺物から縄文時代前期初頭

の 遺構と考える。(西川)

土坑22(図123・124 図版27・67)

土坑22は調査地南西端近くのK'L8グリッドにまたがって位置する。北東約 8mには土坑16が存

在するO

土坑22は長軸145cm、短軸105cmの平面が隅丸長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さ

は117cmを測るO 底面の中央部に楕円形状を呈し、長径41cm、深さ42cmを澗る底面ピットが存在する。

土坑埋土を 9層、底面ビット埋土を 1窟に分層した。

埋土中から外面に条痕を施す口縁部311が出土した。明確な土器の時期は不明であるが、外面に条

痕を施すことから縄文時代前期の範障に収まる遺物と推測されるO 出土した遺物から縄文時代前期の

遺構と考えるo 西川)
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図126 土坑23出土遺物

土坑23(図125・126 図版26・67・74)

土坑23は調査地南西端近くのK8グリッド南西寄りに位置する O

土坑23は長軸144cm、短軸79cmの平面が長方形を呈する土坑である O 検出面からの最大の深さは116

cmである O 底面の中央部には底面の約1/3を占める底面ピットが存在する。その規模は長径47cm、深

さ40cmを測る。断面形は底面から約15cmで、段となる逆凸状を呈するO 段部には 8~14cm程度の離が置

かれ、@層の黄灰色粘土によって被覆されていた。底面ピットに設置したと推測される杭を固定する

ことを目的とした構造と考えられるO 他に同様の構造を持つ例は存在しない。

底面よりやや浮いた位置から312が出土した。 312は内面ナデ調整、外面はナデ調整後に爪形文を施

すもので、文様帯は残存部位に 2条存在するO 爪形文を施文するものには土坑16の305や土坑17の306

の例があるため同時期の羽島下層 I式の可能性が強いが、内面がナデ調整で通常の条痕ではない。爪

形文には中期の船元式の可能性もあるが、船元式ならば通常は縄文地であり直接該当はせず、他に当

該期の遺物も出土していない。石鎌S23は出土層位が不明である。

土坑は、土器312が縄文時代前期の可能性が強いものの中期まで下る可能性もある遺物なので、縄

文時代前期から中期の範障に収まる時期の遺構と考えるo 西川)
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一一①裕色粘質土(地山土ブ
ロック1昆)
②極H音褐色粘質土
a:褐色粘質土(粘質土プ
ロックj昆)
④黒褐色粘質土(粘質土
プロック1昆)
⑤極暗褐色粘質土(粘質
土プロック混)
@:褐色粘質土(粘質土ブ
ロックj昆)
⑦にぶい褐色粘質土(粘
質土プロック混)
⑤褐色粘'ltI土
⑨にぶい褐色粘質土(粘
質土ブロック混)
⑬にぶい褐色粘'lii土
⑬明褐色粘質土

，
 

l
l
」、、

，，J
、、

56.60m 

¢黒褐色粘質土
②H音褐色粘質土(炭1昆)
③黒褐色粘質土
③褐色粘質土(泉裕色土プロ
ツクiJfJ

56.40m 

日 1:40 1m 

11判 iF

土坑25図129土坑24図127

刊
行

U「十己~

千孟「

( r  
01:3Ocrn  

1:4 IOcm 

土坑24出土遺物図128

図版25・67)土坑24(図127・128

土坑24は調査地北寄りの 18グリッド北端に位置するO

土坑24は長軸109cm、短軸107cmの平面が隅丸長方形を呈する土坑である。検出面からの最大の深さ

は140cmを測る。底面中央部に、長径 9cm、深さ 4cmの浅いくぼみが存在するが、底面ピットとする

には他例と比較して浅すぎるため撹乱の可能性を考慮する必要がある。埋土を 4層に分層した。

そのうち313~317の 5 点を図化した。 313は③層から埋土中からは10点以上の土器が出土したが、

出土した。内外面ナデ調整を施すもので縄文時代晩期の遺物と考える。 317は②層から出土した。内

口唇部を肥厚させる O 弥生時代前期に下る可能性もあるが、縄文時代晩期の遺

物と考える。 314~316は出土層位が不明である。縄文時代後期ないし晩期のものと考えるが、 315は

内面のナデ調整以前に条痕が施されているようであり、縄文時代前期まで遡る可能性もある。

外面ナデ調整を施し、

(西)11)

図版27・67)

土坑25は調査地東寄りのH5グリッド北西隅に位置する。
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第6節 その他の遺構と遺物

土坑25は長軸136cm、短軸113cmの平面が楕円形を呈する土坑で「一二

ある。検出面からの最大の深さは114cmで、ある。底面の中央部に、、 』

長径31畑、深さ46cmを測る底面ピットが存在する。埋土を19層以

上に分層したが、底部付近の土色は確認できなかった。 図130 土坑25出土遺物

埋土中から内外面ナデ調整で縄文時代晩期の無文粗製土器と考えられる318が出土した。出土した

遺物から縄文時代晩期の遺構と考える。(西川)

318 

奈良時代

掘立柱建物 9 (図131・132 図版28・67)

J 9 . K 9 グリッドにおいて検出した。平坦部の西側に位置する。規模は梁行 3 問 (4.6m~4.8m) 、

桁行 3 間 (5.8m~6.1m) で、床面積は28.1ばである。棟の方位は23度西に傾いた南北棟である。各柱

g
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E
 

P6 P5 

56.90m 
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凹
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2
 

日 1:80 2m 

P3 
①H音褐色粘質土(地山\~層ブロック少盤:混)
②にぶい賞褐色粘質土(炭化物少量混)
③褐色粘質土{地山\~層ブロック少量j昆)
P4 
①黒褐色粘質土(褐色土プロック混)
②H音褐色粘質土(にぷい褐色土ブロックj昆)
③暗褐色粘質土(1ft褐色土ブロック混)
②暗褐色粘質土(黄褐色土ブロック混)

P5 
①黒褐色粘質土(暗褐色土プロック混)
②階褐色粘質土(地山VIJ!ilブロック混)
P6 
①黒褐色粘質土(須忠;器の斐片多数が重なる。炭化物多泣j昆
②晴樹色粘質二七
③にぶい賞褐色粘質土(貨褐色土プロック混)
③lむ褐色粘質土
P8 
①黒褐色粘質土(1暗褐色土ブロック混)
②時褐色粘質土(地山U層プロック混)

図131 掘立柱建物9

1-99 



第2章茶畑第 1遺跡の調査

g/ーで一-， 遍句、『

ビュー/
321 

1:4 IOcrn 
I 

図132 掘立柱建物9出土遺物

穴の埋土は黒褐色から暗褐色を呈する。柱材は全て抜き取られていたO 出土遺物は、 P4から須恵器

の杯の蓋片319、Pllから須恵器の高杯片320、P4とP12から須恵器片の聾片321が出土した。これ

らの須恵器は建物廃絶時の祭杷に伴う遺物であろう。遺物はいずれも 8世紀前葉のものである O 遺物

の時期と柱穴の埋土の色調から 8世紀前葉の遺構と考えるo 日置)

2.時期不明な遺構

検出した遺構には、遺物が無く時期の特定が困難な遺構が数多く存在する O それらの中には縄文時

代の落し穴や古墳時代の竪穴住居と考えられるものを含むが、ここで一括して述べる O

竪穴住居19(図134・135 図版29・67)

竪穴住居19は調査地北西際のH9 .10グリッドにまたがって存在する。周壁の一部を後述する掘立

柱建物12のP4に切られる O

竪穴住居19は、平面形が方形と想定される遺構であるが、北側が調査地外となるため明確な規模・

形態は不明である。検出面で、の規模は長軸6.26m、残存部短軸3.97m、検出面から床面までの最大の

深さは0.78mを測るO 床面標高はおよそ55.4mで、ある。

周壁下に 2条の周壁溝が存在する。埋土の観察から、床面積の拡張を伴う建て替えが1度行われて

いると判断した。外側の新しいものを竪穴住居19b 、内側の古いものを竪穴住居19aと呼称し、それ

ぞれについて以下で記述する。

長雲

@ 

ポ

幌、妻、@繁

Jt-hb 
i rof 
会止汀

国

蓄量

~ 

図133 時期不明な遺構位置図
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ci耕作土
②Z音褐色粘質土〔包合問〕
〈主黒褐色粘質土(f湾総色ゴニ粒・炭化物事室少数y昆)

一一 ②黒褐色粘質土(明褐色土粒緩少遼・炭化物少量j昆)
A ③H奇褐色手占質土(明褐色土粒・炭化物緩少設j見)
@n音褐色粘i't土(議会褐色土粒・炭化物少最j昆)
!J黒褐色粘'Nニt(紫褐色・明褐色土粒・炭化物i昆)
③日昔m色粘去を土(黄褐色.n，月褐色土粒・炭化物混)
⑤H昔褐色粘質土(黄褐色土粒・炭化物混)
⑬n奇褐色粘'n土(毅褐色・明褐色土粒・炭化物I昆)
怨黒褐色粘'N土(炭化物緩少登j昆)
@n音褐色粘質土(黄褐色ゴ二粒・炭化物少最j昆)
@n音褐色粘質土(竣褐色土ブロックi昆、炭化物少数混)
⑬H査褐色粘'n土(焚褐色土粒多畿・炭化物少量I昆)
⑬~褐色宇占質土(実褐色・明褐色土粒・炭化物混)
⑧E音褐色宇占11土(策絡色土ブロックj昆、炭化物少量混)
⑫褐色粘質土(黄褐色こtブロックj昆、炭化物板少1it1.昆)
@淘色粘質土(黄濁色ニtプロックj足、炭化物板少泣j見)

55.70m ~にぶい紫褐色粘質ゴニ(⑬ニヒ少経滋)
百一 P4 D' 警にぶい策褐色右古賀土(⑫こ仁少翠;混)
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緩少澄混)
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舎にぶい焚褐色粘質土(黄褐色土ブロックj昆)
③明焚褐色粘'n土(1荷縄色土j見、炭化物板少最:i.昆)
@n奇褐色粘質土 (sJHを褐色ニヒブロック・炭化物混)
③にぶいJit褐f立高!iff土(ややしまり無し)
i焚褐色粘't1土(炭化物少量j見)
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@II音褐色粘'i!l士(炭化物極少量j昆)
ぬf!!.褐色粉質士(策褐色.r列褐色ニt粒・炭化物j昆)
@n奇褐色粘'l'i土(黄褐色こi二校多釜・炭化物少金混)
窃にぷい焚褐色手占質土(策絡色ニヒブロック滋)
③褐色半占紫土(黄褐色こtブロックI見、炭化物緩少i五千昆)
⑧H音rRl色粉l+i土(主主褐色・明箔色ニt粒多釜;昆)
⑤オリープ焚色砂岩(炭化物緩少量j昆)
縁結褐色粘'i!l土(黄m色・ i男褐色ニt粒少登?昆、炭化物
極少量混)
③日音褐色キ占質土(賞褐色・明褐色土ブロック多量混)
③主主褐色粘質土

喰lC_ ⑧rRl色紡'i!l土
野 、雲歩-------③宇品色給'i!l士
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55.70m 
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②褐色粘11土
毛主E皇子お色宇'M雪土(炭化物極少量I昆)
③却もH豆半占'i!l二七(]町長j色・明褐色土粒・炭化物極少量I昆)
③黒褐色料1質こt(賀褐色土粒少滋i見)
②黒褐f!:.:fi古賀土
@n音褐色粘'l1土(黄褐色土粒少最:i.昆)
③褐色粘質土(黄褐色土粒・炭化物j昆)

③にぶい寅褐色村1質オニ(地i幻ニi二校・炭化物極少量混)
⑧n者褐f!:.f'古賀土(地U.I二ヒ粒少澄・炭化物多量混)
⑧号耳褐色キ占質土(やや粘性illlい)
毛李総褐色粘'l1土(地u.1士ブロック・炭化物少量混)
翁にぶい月FJ褐色粘質土
⑮明褐色宇占賀土(しまり悪い)
⑫明褐色宇占質土(しまり悪い)

回国事・ー

図134 竪穴住居19
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a ー
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図135 竪穴住居19出土遺物

刻査地外
①階褐色粘'si土(地山土粒・炭化物少量混)

一てき孟亨アー/
②にぷいi清褐色粘'si土(地山土救・炭化物少最混)

③H音褐色粘'si土(炭化物少量:i.昆)
④賞褐色粘11土(11音褐色土絞混)
⑤H奇褐色粘質土(地山土プロック・炭化物混)

⑤暗裕色粘質土

56.50m 

57.20m 

57. 10m 

調資地外

図136 竪穴住居20

⑦H音褐色粘質土(地山土粒・炭化物混)
③1I昔褐色粘1'i土(地111二国立少数・炭化物混)
③賞褐色粘質土(炭化物少量混)
⑬!陪褐色粘11土(地此!こtブロック多致・炭化物少量j昆)
⑮にぶい貨褐色粘質土(地山土混)

1:80 2m 

一乙勺 | ーと27
o1，，1Ocrn  

図137 竪穴住居20出土遺物

〈工m色粘11土(刊府ブロック少量混)
@I肉褐色fli質土
e潟色粘11土(刊!夜ブロック少iit混、しまり惑い)
0I褐色粘質土(刊隠ブロック混、しまり惑い)
~褐色粘質土(四階ブロック多:Hti.見、しまり良い)

/韓関土(問ブロック少蹴一
!J.褐色手占11土(四階ブロック少泣混)
~褐色宇占't'J土(しまり悪い)
@褐色粘11土(四階ブロック多放浪、しまり良い)
⑧褐色粘質土(しまり悪い)
⑪?白色宇'lil1土(四!笥ブロック多方t1.見、しまり良い)
@褐色粘11ニt
⑬明褐色右lil1ニ!こ(国際ブロック・焼土・炭化物j見)
⑬黒色粘i!土
⑬お色粘t'i土(炭化物混)
⑬告白色粘t'fj二(しまり悪い) 工二7J=--lJ

329 

1:80 Ocrn 

図138 竪穴住居21 図139 竪穴住居21出土遺物

@褐色粉11土(③腐よりやや!倍い)①絡色干占rl土
②絡eキ占11土(①j自よりやや淡い)
③現総色粘ii::t
③褐色粘11土(②1臼よりやや淡い)
③q耳褐色粘'siゴ二
⑤褐色粘質土〔周溝〕
⑦にぶい褐色粘'siニt(板痕跡〕
③褐色粘'si土〔周j再〕

1:80 2m 

図140 竪穴住居22
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⑩1I音褐色粘質土
⑬褐色キ占質土
⑫褐色主13質土
③表二上
⑬極H奇褐色粘質土
③.w，色粘11土
③1I&褐色粘11土



第 6節 その他の遺構と遺物

竪穴住居19bは、床面規模が長刺15.53m、残存部短軸3.36m、周壁溝内床面積は18.3rrlを測るO

検出された周壁溝は、!幅約12~20cm、深さlOcm程度を測る O

調査地内から検出できた主柱穴は、周壁溝の隅部から約1.4mの距離にある P1・2および断面にか

かるP3の3基である o P 1とP3の中間に中央ピット P4が存在する O 平面形は長方形を呈する O

長軸77cm、短軸50cm.l2J、土、深さ約lOcmの浅い掘り込みの中央に深さ約60cmの穴が存在する O また、 P

4の西側に竪穴住居17と同じく床面補修痕と想定される粗砂が堆積する部分が存在した。

埋土中には地山土由来の黄褐色土ブロックが多く含まれるため、人為的に埋め廃されたと考える O

埋土中から土器が若干出土し322~324を図化したが、床面から出土したものはなく、遺物から遺構

の時期を判断することは出来ない。しかし、竪穴住居19bは基本層序のE層を掘り込んでおり、床面

付近の埋土も E層土に由来すると推測される褐色~暗褐色の士で、あること、遺構上層に E層士と想定

される②・③層が存在することから、 E層上面が掘り込み面と想定できる o III層上面は弥生時代中期

から古墳時代前期にかけての遺構面と想定される面であり、他の遺構の状況から弥生時代中期後葉段

階と弥生時代終末期~古墳時代前期段階の 2時期に主に遺構が形成されたと考えられる O このうち、

上層にE層土と想定される黒色系の埋土層が存在するものには竪穴住居14・16・17が存在し、いずれ

も古墳時代前期の遺構と想定されるものであるO そのため、竪穴住居19bは埋士の堆積から判断して

弥生時代終末期~古墳時代前期の遺構である可能性が高い。また、住居形態も方形状を呈するもので

あり、時代が下ると住居形態が円形から方形中心へと変化していく流れにも矛盾しない。

竪穴住居19a は、床面規模が長軸4.40m、残存部短車1h3.00m、周壁i茸内床面積は13.lr討を測る O

検出された周壁請は;、幅約14~22cm、深さ 6 cm程度を測る O 主柱穴は竪穴住居19bと同じと推測す

る。伴う遺物がなく遺構の時期は特定できないが、竪穴住居19b建て替えの直前と推測する o (西111)

竪穴住居20(図136・137 図版30・67)

竪穴住居20は調査地北西際のG8グリッドに存在するO

竪穴住居20は、平面円形を呈すると想定される遺構であるが、北側が調査地外となるため明確な規

模・形態は不明である O 検出面で、の規模は長軸3.40m、残存部短軸0.66m、検出面から床面までの最

大の深さは0.44mを測るO 床面標高はおよそ55.6mで、あるO

周壁下に l条の周壁溝が存在する o 111日約14~19cm、深さは 5~ 7 cm程度で、ある O

遺構残存部内に主柱穴と推測されるものは無く、埋土中から土器が出土したが床面から出土したも

のはなく、時期判定の資料とはならないと考える O そのため、遺構の時期は不明で、ある o 西111)

竪穴住居21 (図138・139 図版30・67)

竪穴住居21は調査地北西際のK12グリッドに存在する O

竪穴住居21は、平面方形状を呈すると想定されるが、明確な規模・形態は不明である O 検出面から

底面までの最大の深さは0.44mを測る O 床面標高はおよそ56.0mで、ある O

周壁下に l条の周壁溝が存在する O 幅約14~19cm、深さは 5 ~ 7 cm程度で、ある O

残存部内に主柱穴と推測されるものは無く、埋土中から土器が出土したが、床面から出土したもの

はなく、時期判定の資料とはならないと考えるO そのため、遺構の時期は不明である o 西JII)

竪穴住居22(図140 図版30・67)

竪穴住居22はK12グリッドの調査地壁に断面が残る O 平面形は不明である O 床面標高はおよそ56.0

mで、ある O 周壁溝と推測される⑥・③層が存在する O 遺構の時期は不明で、ある o 西111)
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第 6節 その他の遺構と遺物
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第2章茶畑第1遺跡の調査

時期を判別できる遺物が出土しなかった掘立柱建物にも、埋土の色調、棟の方位を同じくする

など、大体の時期を推測できるものがある O 弥生時代中期後葉に属する可能性が高いものには、

掘立柱建物10 ・同 13~同 15 ・同 21 ・同28がある O 弥生時代終末期~古墳時代前期前葉に属する可

能性が高いものは、掘立柱建物11・同12であるO

掘立柱建物10(図141~145 図版31~37 ・ 68)

概要

F3グリッドから G5グリッドにかけて検出した。平坦部の東側縁辺部に位置する O ここより、

東側 2m前後で、傾斜が変換し斜面となる O 表土直下が遺構検出面でV層上面に相当する O 掘立柱

建物10は数次の建て替えが行われた掘立柱建物と想定される。

形態

南北に長い布掘りが2条並行している O その平面形には凹凸があり、両布掘りともほぼ対応し

て幅に広狭がある(以下、 i幅が広い部分をl幅広部、幅が狭い部分を幅狭部と呼称する)。壷掘りの

P 1・P3は両布掘りのほほ中軸線上に位置し、 P2は東布掘りと接する O 壷掘り柱穴埋土の色

調も両布掘りと近似し、時期の隔たりがある遺物も出土していない。よって、これらの大型柱穴

と布掘りとは一連の遺構と考えた。また住居との重複で全容は不明であるがP4 . P 5・P9が

ある O 布掘りは竪穴住居15(弥生時代終末期)に切られ、土坑32と同80(共に時期不明)を切る O

規模

布掘りの規模は、西側残存長12.5m、東側全長10.4mで、ある o ~J高は幅広部で、2.2m~ 1.4m、幅狭部

で、は0.8~ 1.2mで、ある O 東布掘りの底面は平坦で

がある O この底面が浅い部分では、布掘り検出当初には認められなかったが、 1-1'での@層と@

層を掘制したところで小穴 P6~P8 を検出した。 P 6には柱痕があったO 東布掘り底面でも、

P 7・P8と対応するような位置に、後述する柱当り 2・同 3が遺存していた。 P2掘り方底面

は東布掘りより低いが、西布掘りL-L'部の底面とはほぼ揃う o P 1の長軸断面形は南壁が底面

よりほぼ垂直に立ち上がるのに対し、北壁は底面よりやや緩やかに立ち上がり階段状を成す。 P

3の長軸断面形はP1と同様ではあるが、 P1とは逆に南側が階段状を呈す。底面の高さはP1 

とほぼ揃う O この傾斜が緩い掘り方の壁面は、柱を落とし込む際の斜路と考えられる o P 4とP

9は布掘りの一部か、壷掘りであるかは不明である。 P4底面の高さは西布掘りの底面より低い。

P 9底面の高さも布掘り底面より低い。 P5とした部分は埋土の色調が布掘り埋土と同様で、底

面の高さは西布掘りとほぼ揃うため、布掘り状であった可能性は高い。

布掘りと各壷掘りの柱穴底面には、明褐色を呈する地山が、白灰色~白樺色に変色した硬化面と

数cm窪んだ、部分が12箇所ある O これは、柱と建物上屋の重量などによって変質したいわゆる柱当

り(当り)である。柱当りは、径24~60cmの円形か楕円形を呈し、その厚さは 3 cm程度で、ある。

掘り方埋土の堆積

埋土は概して褐色から明褐色の粘質土に、地山土と極少量の黒褐色土がブロック状に含まれる。東

布掘りB-B'では西壁側に傾いた柱痕があった。その径は27cm前後で、ある。これ以外にはいずれの柱

当りの直上にも柱痕あるいは柱抜き取り痕はなかった。柱を抜き取った後に埋め戻している。 P1 ~ 
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その他の遺構と遺物第6節

P 4の断面では柱痕あるいは柱抜き取り痕が認
(
心
柄
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心
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刻
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に」
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.
S
 

められた。断面から P1・P3.P4の柱の径

P 2の柱の径は30cm前後は36cm前後であろう O

であろう O

出土遺物(図144)

同
何

回

向

P 1と布掘りから少量の遺物が出土した。図

化できたのは 7 点である。 330~332 ・ 334 ・ 335

は東布掘り帽広部から出土した。 333は西布掘

り幅狭部から出土した。 330~333は査の口頚部

円片である。 334・335は底部片である o 336は器

台である o 336はP1から出土した。いずれの

土器の時期も弥生時代中期後葉で収まるO

建物の変遷(図145)

前述のような遺構のあり方は 1基の建物が構

ここで築され廃絶された結果とは考えがたい。

ド「

門

は3次の変遷があったと想定し、古い順に掘立

出

入~
円

柱建物10a、掘立柱建物10b、掘立柱建物10cと

0両布掘りの平面形と底面の形状と規模。

0両布掘りともに柱痕あるいは柱抜き取り痕

が認められない箇所に遺存する柱当りの配

し復原案を示す。

掘立柱建物10a

置。

J 

4 

0断面J-J'の埋士堆積状況。

以上の点を重視する。断面J-J'での⑬層と@

層がi幅狭部の埋士であり、⑤層~④層が幅広部

の埋士と推測できないだろうか。掘立柱建物

C
 

E
S
S
 

10aはこの幅狭部部分に構築されたと考えたい。

西布掘りに対し東布掘りは長軸が短いが、布掘

りと P2に遺存する柱当りを通る柱筋を想定す

ると、両掘り方の長軸がほぼ同じ規模となる O

竪穴住居15の周壁潜

/ x 

同一の柱筋で布掘りと壷掘りの両工法が併用さ

(約4.4

このとき復原できる建物

の規模は梁行 l間(約1.8m)、桁行2間

m)、占有面積約7.9ぱ程度と考えられる。

掘立柱建物10b

れるか疑問が残るが、

602m  

掘立柱建物10(3) 図143
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1 二二j十一二-(?

掘立柱建物10a

〉 ドーごごで

¥j2J ¥ I d 
D 1:4Ocm  

図144 掘立柱建物10出土遺物

表3 掘立柱建物10柱穴計測表

掘立柱建物10b

武百五のおさ

(m) 

54.21 

54，97 

54.45 

54.7 

図145 掘立柱建物10変遷図
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第6節 その他の遺構と遺物

4が柱筋として通るO

OP5 の柱当りと当り 5~当り 7 の 3 基の柱当りと、 P 7が柱筋として通る O このとき柱当りから

想定できる柱間距離も 2.5~3.0mで、ほほ揃う O

0両布掘りで通した柱筋で構築できる建物の中軸と P1とP3の両柱痕を結ぶ軸がほぼ一致する。

以上のことから、掘立柱建物10bは梁行1間(約3.2m)、桁行3間(約8.2m)、占有面積約26.2mの規
模で、独立棟持柱を伴う掘立柱建物と考えられる。柱痕聞の距離から棟柱の長さは9.6m前後となる。

独立棟持柱P1の梁聞からの出は72cmで、ある。独立棟持柱P3の梁聞からの出は42cmと復原できる O

西側柱筋の掘り方は、掘り方底面の深い部分に柱当りが遺存することを重視すると、査掘り工法だ、っ

た可能性もある O

掘立柱建物10c

OB-B'で残るやや内に転ぶ柱痕と、その南の柱当り 3を通る柱筋があるO

OG-G' の⑪層~@層の堆積は、@層と⑩層に壊されているようにみえる。⑧層と⑩層を建物が

廃絶された際の柱抜き取り穴の一部と推測し、⑪層~⑪層が掘立柱建物10c構築時の堆積と考え

たい。

OG-G'の⑪層~⑪層の堆積と、西布掘り1-1'西側の深い部分と P8を通る柱筋を想定したい。

以上のことから、両布掘りの西側壁に沿った柱筋の掘立柱建物10cを考えたい。規模は梁行1間

(1.7m)、桁行2間(約 5m)程度である o P 4は残存する形態をみると壷掘りのようにも見え、

東側掘り方との対応を考えると、隅柱はP9が相当する可能性もある。このときの占有面積は約

8.5ばである O

以上のような復元を試みたが、掘立柱建物10検出当初には布掘り建物であるとの想定ができなかっ

た。そのため、布掘り長軸方向での土層観察を行っておらず、変遷案には証明できない部分もある。

なお、本遺構周辺には、埋土の色調・規模が近似する一連の柱穴群 (P631 . P 632 . P 641・P642・

P788・P787・P782 . P 780・P778など)がある。これらが同じ構造物であったと考えれば、掘立

柱建物10はこれらとも重複することとなる(図212)。

時期

掘立柱建物10からは少量の弥生時代中期後葉の土器片が出土した。前述のように、建て替えを行い

廃絶時には埋め戻している可能性がある O この遺構周辺には同時期の遺構も散在するため、掘り方埋

土から出土した少量の遺物の時期をもって、掘立柱建物10の時期と即断することは避けたい。本調査

地での建物と住居群は、弥生時代中期後葉のものと、弥生時代終末期から古墳時代前期前葉のものが

大部分を占める O さらに弥生時代終末期の竪穴住居15に切られることから、弥生時代中期後葉から弥

生時代終末期の時期l幅に収まる遺構と考える O

本遺構の性格・機能は不明である O 数次建て替えられたものと考えたが、同じ性格・機能を有して

いた一連の建物であったか否かも不明である。本調査地内では、独立棟持柱を伴う壷掘りの大型掘立

柱建物は他に 2棟あるO 布掘り建物は本遺構のみである o 日置)

掘立柱建物11 (1~146 ・ 147 図版38~41 ・ 68)

1 4グリッドから J5グリッドにかけて検出した。平坦部の東側に位置し、ここより東側に 2m前

後で傾斜が変換し斜面となる O 耕作土直下が検出面でVI層上面に相当する O 大型柱穴で構成される掘

立柱建物である。 P2は時期不明の土坑94を切る o P 4は縄文時代の土坑15を切る。
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

規模は梁行 l間 (4.9m)、桁行 2間 (6.1m)で桁行が短く、梁行が長い建物である。棟の方位は

13度北に傾いた東西棟である。占有面積は29.5ばであり、本調査地内では掘立柱建物10を除くと、掘

立柱建物12(57.6ぱ)、掘立柱建物 1 (30.5ぱ)に次ぐ規模である O 各柱穴の柱痕跡間の距離は以下の

通りである O 梁行P1 -P 6聞は4.9m、P2 -P 5聞は 5m、P3 -P 4聞は 5mである。桁行P

1 -P 2聞は3.2m、P2 -P 3聞は2.8m、P4 -P 5聞は3.lm、P5 -P 6聞は 3mであるO

各柱穴は、平面形が小判形を呈する o P 1は撹乱によって一部を破壊されるO 残存する上端の規模

は、長径1.38m、短径1.08m、検出面からの深さ1.02mで、ある o P 2の規模は長径1.56m、短径0.84m、

深さ1.32mで、ある。 P3の規模は長径1.68m、短径O.72m、検出面からの深さ1.41mである o P 4の規

模は長径1.92m、短径1.08m、深さは1.32mである。 P5の規模は長径1.74m、短径0.87m、深さ1.26m

である。 P6の規模は長径1.92m、短径1.26m、深さl.2mで、ある。

各柱穴の長軸での掘り方の断面形は、建物内側方向の壁が底面からほぼ直上に立ち上がる。もう一

方の壁は底面立ち上がりから緩やかな傾斜である。これは柱材を落とし込む際の斜路と考えられる。

P 1ではこの傾斜は顕著でない。各柱穴の底面の高さは、最も低いのがP3で、標高55.48mで、あるO 最

も高いのはP1で、標高55.67mで、ある O 各柱穴には柱痕があった。全ての柱痕はほぼ直立する O 柱痕か

らみた柱の径は30-42cmと想定できる。 P3の柱痕のみ掘り方底面に接していない。柱材の径はやや

ぱらつきがある。 P3の柱痕底面の高さは標高55.76mで、あり、他の柱に比べやや高い。 P3を除く各

柱穴底面には、糧色を呈する地山が白灰色に変色した、厚さ3cm程の硬化面が遺存するO これは、柱

と上屋の荷重などで変化した、いわゆる柱当りに相当する。掘り方埋土は概して褐色の粘質士が主体

で、そこに暗褐色土ブロック、黒褐色土ブロックや地山土ブロックが混じり、その多寡で分けられる O

これらの層が互層を成して堆積していた。

出土遺物は非常に少ない。図化できたのはP3から出土した弥生土器の護口縁部337のみである O

口y縁部縁帯は上方へ拡張しており、上下に 2条の擬回線を施す。

出土した遺物の時期である弥生時代中期後葉を掘立柱建物11の時期の上限と捉えておく。本調査地

では、弥生時代中期後葉の遺構の埋土は褐色土を主とする O 弥生時代終末期~古墳時代前期前葉の遺

構埋土は、褐色土から暗褐色土が主体であり、古墳時代中期以降の遺構埋土は黒褐色土が主体となる O

掘立柱建物11の埋土には黒褐色土はほとんど認められない。加えて、本遺構は隣接する弥生時代中期

後葉の竪穴住居8-10と同時並存とは考えにくい。これらの住居を切る講5との位置関係も注意され

る。以上のことから、掘立柱建物11の時期は、弥生時代中期後葉以降で古墳時代前期の幅に収まると

推測される。本遺構周辺は削平が激しいにも関わらず柱穴が非常に深いこと、長軸方向の一方に斜路

を有する形態であること、柱材の径も大きく、柱当りが遺存することなどから、高く重量のある建物

であったと考えられる o 日置)

掘立柱建物12(図148-150 図版42-44・68)

H 9 -1 10グリッドにかけて検出した。平坦部の西側に位置する O これより西側では遺構の分布が

徐々に希薄になり古墳となる O 掘立柱建物12は東側の妻にのみ独立棟持柱を伴う大型掘立柱建物であ

る。柱穴掘り方と基盤層との差は、平面では不明瞭であったが、断面でE層上面から掘り込んでいる

と確認した。掘立柱建物12は、 P4が竪穴住居19と、 P6が掘立柱建物13のP4と、 P21が掘立柱建

物13のP3と、 P15が掘立柱建物14のP4と重複する O 平面精査では、掘立柱建物12の柱穴がこれら

の諸遺構を切っていた。 P19はトレンチと重複し、一部を破壊してしまった。
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第6節 その他の遺構と遺物

①明褐色粘質土(褐色土プロック痕)

②褐色粘性砂質土

③明褐色粘質土

④黒褐色粘性砂質土(地山プロック少量混)

⑤暗褐色砂質土(地山ブロックj昆)

⑥褐色砂質土

⑦褐色粘質土(地山プロック多く j昆)

③褐色粘性砂質土(黒褐色土プロック混)

⑤褐色砂質土(地山プロック混)

⑬黒褐色粘性砂質土

@褐色粘性砂質土(地山プロックj昆)

⑬明褐色粘性砂質土(黒褐色土ブロック混)

⑬明褐色粘性砂質土

⑬暗褐色粘性砂質土

⑬褐色粘性砂質土(地山プロック少量混)

⑬暗褐色粘質土(地山プロック、黒褐色土プロック混)

⑫暗褐色粘性砂質土(黒褐色土プロック、地山プロック混)

⑬褐色粘性砂質土(黒褐色土プロック、地山プロック混)

⑬褐色粘質土(地山ブロック多量混)

③暗褐色粘質土

③黒色粘性砂質土

②褐色粘質土(炭化物少量混)

窃黒褐色砂質土

⑧褐色粘性砂質土(地山ブロック多く混)

③褐色粘質土(黒褐色土プロック混)

8褐色粘質土
③明褐色粘質土(黒褐色土プロック、地山ブロック混)

③褐色粘質土(地山プロック混)

③褐色粘質土(灰褐色土プロック、にぶい褐色土プロック混)

③極暗褐色砂質土(地山プロック混)

@褐色粘質土(地山プロック少量混)

②目音褐色粘性砂質土(地山ブロックj昆)

③褐色粘質土(黒褐色土プロック、地山プロック混)

⑧黒褐色粘性砂質土(地山プロック多く混)

③褐色粘質土(黒褐色土プロック、地山プロック、炭化物少量混)

⑧褐色粘質土(黒褐色土ブロック、地山プロック混、②層より明るい)

③にぶい褐色粘性砂質土

③褐色粘質土(黒褐色土プロック多く混)

⑧澄色粘性砂質土(黒褐色土プロック少量j昆)

⑮褐色粘性砂't!{土(黒褐色土プロック、地山プロックとも少量混)
⑪褐色砂質土(黒褐色土プロック、地山プロックとも少量混)

⑫褐色粘性砂質土(黒褐色土プロック少量混)

⑬灰黄褐色粘質土(地山プロック少量j見)

⑭灰褐色粘質土

⑬にぶい褐色粘性砂質土(地山プロックi昆)
⑬褐色粘質土(③層より明るい)

@黒褐色粘質土

⑬黒褐色粘性砂質土(地山プロック混)

⑬暗褐色粘性砂質土と明褐色粘質土のj昆土

②明褐色粘質土(褐色土プロック多く混)

③褐色粘質土(地山ブロック、暗褐色土ブロック多く混)

@明褐色粘質土(暗褐色土プロックi見)
③明褐色粘質土(褐色土プロック少量混)

@褐色粘性砂質土(暗褐色土プロック混)

③明褐色粘質土(暗褐色土プロック少量混)

表4 掘立柱建物11柱穴計測表

337 

柱穴 長径 主夏径 深さ 底面の高さ

番号 (Cm) (Cm) (cm) (m) 

P 1 138※ 108 102 55.67 

P 2 156 84 132 55.62 

P 3 168 72 141 55.48 

P 4 192 108 132 55.52 

P 5 174 87 126 55.49 

P 6 198 126 120 55.47 

※撹乱、ほかの遺構との議後によって破壊、残存値



第6節 その他の遺構と遺物

柱穴下端の中心を基にすると、規模は梁行 2間 (4.8m)、桁行 7間(l1.9m)である o P 1・p

8 . P 9 . P 16で画される占有面積は57.6ばであるO 棟の方位は 4度南に傾いた東西棟であるO

柱穴の配置が特異な建物である。西面梁間には柱穴P1 -P 18-P 16の問に小柱穴P19・P17を配

置する O東面梁間P8 -P 9間より 1間内のP7 -P21-P 10の聞には小柱穴P20・P22を配置する O

これに加えて、 P18-P21の延長親上にP23が位置する O 各柱穴の配置から、 P18. P21は棟持柱に

相当し、 P23は独立棟持柱である O この 3基の柱間距離から棟柱の全長は12.6m程度と考えられるO

P8-P9の柱筋から独立棟持柱P23の出は72cmで、ある o P 7 -P 10から P23の出は2.3mで、ある O ま

た、 P17' P 19・P20・P22は間仕切りに相当すると思われる O この柱筋で画される部分の占有面積

は49.2ばである。

柱間距離は、北面桁柱筋で、は1.5~1.8mで、ある O 南面桁柱筋で、は1.5~1.8mで、ある O 柱間距離の平均

は共に約1.7mで、ある O 梁間では西側P1 ~ P 18の柱間距離が平均l.2mであるのに対し、 P16-P 17 

間で、は1.4mとやや広い。東側間仕切り柱筋の柱間距離でも、 P7 ~P22の柱間距離が平均1.1mで、あ

るのに対し、 P10-P22聞の柱間距離は1.5mとやや広い。

P23を除いたP1など各柱穴の平面形態は、円形、楕円形、隅丸方形、長楕円形、小判形と多様で

ある。各柱穴の規模は表5の通りである O 側柱の底面の高さは均一ではない。 P18. P21とその両側

の小柱穴の底面は、両桁筋の柱に比べ高い。

P23は平面形が隅丸長方形で、長軸l.4m、短軸0.8mで、ある O 検出面からの深さはl.2mで、ある O 他

の柱穴に比べ、底面標高は最大50cm低い。長軸の断面形では、柱穴の西壁(建物内側)が底面からほ

ぼ垂直に立ち上がるのに対し、東壁は底面から援やかに立ち上がり、中位にテラスを有する O この柱

穴東壁の形状は、柱を掘り方に落とし込む際の斜路と考えられる O

この他の柱穴も P5やP9・P16などをみると、掘り方の一方にテラスがある O 削平のため現存し

ないが、本来は柱を落とし込む斜路を有する柱穴が含まれていたと考えられる O 各柱穴の埋土は、概

して暗褐色を呈する o P23を除く各柱穴の埋土堆積状況を、長軸方向と短軸方向から観察したが、柱

痕に相当する層は認められない。このことから柱は全て抜き取っていると考えられる o P 7の⑫層と

P21の⑪層を柱抜き取り痕と考えれば、柱の径は25cm前後と考えられる o P23断面の②層~⑥窟は柱

痕である。 P23の柱は直立し、その径は40cm程度で、あったと考えられる o P23の底面には、明褐色を

呈する地山が白樫色に変色硬化した、径30cmの円形を呈する柱当りが遺存する O 他の柱穴底面には柱

当りは遺存していなかった。

出土遺物は弥生土器が少量出土した。 338はPllから出土した弥生土器の護口縁部片である o 339は

P 1から出土した弥生土器の護口頚部片である。 340はP14から出土した弥生土器である O おそらく

高杯の杯部であろう。 341はP5から出土した高杯もしくは器台の脚部片である o 340・341は判然と

しないが、その他の遺物の時期は弥生時代中期後葉のものである O

掘立柱建物12は、竪穴住居19を切ることから、柱穴から出土した土器の時期が建物の存続時期とは

考え難い。掘立柱建物12の時期は、柱穴埋土の色調や以上のことを重視し、弥生時代終末期から古墳

時代前期の時期幅に収まると考えたい。本調査地ではこのような平面形態の大型掘立柱建物は他に存

在せず、本遺構は他の建物を卓越する規模である O 本遺構の上屋構造の想定については、鳥取環境大

学環境デザイン学科の浅川滋男氏にご教示いただいた。(第 3分冊第 6章第 1節を参照日置)
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①暗褐色粘質土(羽層プロックj昆)

②暗褐色粘質土 (VI層プロック少量混)
③褐色粘質土

④褐色粘質土(階褐色土プロック、 W層プロック混)
⑤にぶい黄褐色粘質土
⑥褐色粘質土(黒褐色土プロック、羽層プロック少量混)

⑦褐色粘質土(1こぶい褐色土プロック、炭化物少量ー混)

③H音褐色粘質土(黒褐色土プロック少量、 W層プロック混)
⑤明褐色粘質土

⑬暗褐色粘質土 (V層プロック多量、黒褐色土プロック少量混)
⑬褐色粘質土(羽層プロック混)

⑫H音褐色粘質土 (VI層プロック、炭化物少量混)
⑬にぶい褐色粘質土 (VI層プロックj昆)
⑪H音褐色粘質土(褐色土プロック少量混)
⑬明褐色粘質土 (VI層プロック、暗褐色土プロックj昆)
⑬暗褐色粘質土 (V層プロック少量混)
⑬暗褐色粘質土(にぶい褐色土プロック混)

⑬暗褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土 (V扇プロック混)
③黄褐色粘質土(にぶい褐色土プロック、暗褐色土プロック混)
③暗褐色粘質土 (VI層プロック混)
@灰賞褐色粘質土 (V厨プロックi昆)
③暗褐色粘質土(にぶい褐色土プロック、黒褐色土ブロック混)
@暗褐色粘質土(羽層プロック多量混)
③黒褐色粘'[;[土

第 6節 その他の遺構と遺物

柱当り

柱痕 01:80  2m 

③暗褐色粘質土 (V厨プロック、黒褐色土プロック少量混)
②暗褐色粘質土 (V層ブロック、黒褐色土プロック混)
⑧H音褐色粘質土(黒褐色プロック少量混)
③日音;褐色粘質土(にぶい褐色土プロック多量混)

③暗褐色粘質土(にぶい褐色土プロック少量混)
③褐色粘質土(にぶい褐色土プロック、炭化物少量混)

②暗褐色粘質土(褐色土ブロック多量混)
③にぶい褐色粘質土(褐色土プロックj見、黒褐色土ブロック少量混)

@暗褐色粘質土(褐色プロック、黒褐色土プロック混)
@日音褐色粘質土(褐色土プロック多量、 VI層プロック混)
③暗褐色粘質土(褐色土プロック、黒褐色土プロック少量混)
③黒褐色粘質土(羽層プロック少量混)

⑧暗褐色粘質土(褐色土プロック少鐙、炭化物少量混)
⑧暗褐色粘質土(褐色土プロック混)

@黄褐色粘質土
@黒褐色粘質土 (V層ブロック少f註混)
@暗褐色粘質土(褐色土プロック、 VI層プロック混)
⑬褐色粘質土(にぶい褐色土プロック、時褐色土プロック混)
@にぶい褐色粘質土

@褐色粘質土 (VI層プロック少量混)
⑬褐色粘質土(暗褐色土プロック少量j昆)
@暗褐色粘質土 (V厨プロック多量、褐色士プロック、炭化物少量混)
⑬褐色粘質土(黒褐色土プロック少量混)
⑧褐色粘質土 (VI層プロック多量混)
③黄褐色粘質土(暗褐色土ブロック混)

図149 掘立柱建物12(2) 

表5 掘立柱建物12柱穴計測表
柱穴 長車h 短絡 深さ 底磁の高さ 柱穴 長級 生豆翰 i奈さ 底面の高さ
番号 (Cm) (cm) (cm) (m) 番号 (cm) (Cm) (Cm) (m) 

P 1 60 60 48 55.52 P 13 72 68 56 55.53 
P 2 88※ 56 56 55.45 P 14 76 ω 68 55.42 
P3 68 64 64 55.34 P 15 104 80 72 55.38 
P4 96 68 48 55.45 P 16 144 72 72 55.48 
P 5 96 64 56 55.33 P 17 44 36 28 55.85 
P 6 96 64 76 55.16 P 18 64 64 32 55.72 
P 7 60 48 44 55.45 P19 52※ 不明 32※ 55.77 
P8 52 48 64 55.38 P20 36 40 16 55.84 
P 9 108 80※ 56 55.47 P21 80 64 28 55.73 
PlO 80 56 72 55.37 P22 44 36 32 55.73 
Pll 60 56 64 55.49 P23 136 84 122 55.83 
P 12 80 56 60 55.53 ※トレンチと重複、残存値
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第2章茶畑第1遺跡の調査
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図150 掘立柱建物12出土遺物

柱材は全て抜き取られており、柱痕は遺存していない。

掘立柱建物13(図151 図版45)

H 9グリッドにおいて検出した。

平坦部の西側に位置する。掘立柱建

物12と重複関係にあり、掘立柱建物

12より先行する。規模は梁行 1間

(2 .4 m) 、桁行 2 間(l.68~ 1.74m)

で、床面積8.1ばである。方位は27度

北に傾いた東西棟である。各柱穴は

径40~48cm、深さ 20~32cmで、ある。

埋土は暗褐色を呈するものと、にぷい褐色を呈するものがあり、両者とも地山土ブロックが混じる。

時期がわかる出土遺物はないが、建物廃絶時にP4を埋める途中で、亜角喋2個と河原石を投棄して

いる。この建物の時期は不明である。(日置)

掘立柱建物14(図152・153 図版45・68)

H9~1 1Oグリッドにかけて検出した。平坦部の東側に位置する。掘立柱建物12 ・同 15 .同16と重

複関係がある。掘立柱建物12より先行するが、掘立柱建物15・同16との新旧関係は不明である。規模

は梁行1間 (3m) 、桁行 2 間 (2.6~ 3 m)である。方位は22度北に傾いた東西棟である。床面積は

17.8ばである。柱穴は斜路を一方にもつものを含む。斜路をもっ柱穴の規模は長軸1.08~ 1.l2m、深さ

60~72cmで、ある。埋土は暗褐色から褐色を呈する。柱材は全て抜き取られている。また、建物廃絶時

に、 P2の底面に河原石を 1個投棄している。

遺物はP2・P3・P5から出土した。図化できたのは、 2点である。 342はP2から出土した弥

生土器楚の口縁部片である。口縁部縁帯は上方に小さく拡張するもので、縁帝には 2条の擬凹線を巡

らす。町一 3期のものである。 343はP5から出土した弥生土器の口縁部片で、査もしくは護である。

端部の拡張は小さく、ナデの後、上端に 1条の擬回線を施す。遺構掘り込み面は確認できなかった。

弥生中期後葉の遺構である可能性が高い。(日置)

掘立柱建物15(図154 図版45)

110グリッドにおいて検出した。平坦部の東側に位置する。掘立柱建物14・同16と重複関係にある。

その新旧関係は不明である。規模は梁行1間 (2.24m)、桁行1間 (3m)、床面積6.6ばである。方位

は25度北に傾いた東西棟である。埋土は褐色を呈するものが多い。

遺物の出土はなく時期は不明である。 (日置)

掘立柱建物16(図155・156 図版45・68)

H9~1 1Oグリッドにかけて検出した。平坦部の東側に位置する。掘立柱建物14 ・同 15 ・同 17 と重

複関係にある。掘立柱建物17に後出するが、それ以外の新旧関係は不明である。規模は梁行1間 (2.1

m)、桁行2間 (3.4m)、床面積7.2ばである。方位は北に24度傾いた東西棟である。遺物は弥生土器

が少量出土した。 344はP4から出土した聾の口縁部片である。口縁上端を欠損する。縁帯部は上下

に小さく拡張し、 2条の擬回線を施す。町期のものである。 345はP5から出土した査の口縁部片で

ある。掘立柱建物12のP5と東側斜面流土層から出土したものと接合した。頚部から大きく外反する

もので、口縁部縁帯の拡張は小さい。縁帯部には 2条の擬回線が巡る。口縁部内面には、外側に櫛描
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O1:8日 2m

P4 
①H音褐色粘質土(炭化物少量混)
②褐色粘'u.t土(黄褐色土ブロック少量混)
③碕褐色粘質土
④褐色粘質こt
③E音褐色す占笈土
⑤褐色粘索ニt(黄褐色土ブロックi昆)
P5 
①褐色粘質土(地山VI層ブロック少量混)
②褐色粘質土(地山VI厨プロック多量混)
③にぶい褐色粘質土(地山VI厨ブロック多量混)

掘立柱建物14
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Pl 
①暗褐色粘質土(地山VIプロック少量混)
P2 
①褐色粘質土(地山羽層プロック多量混)
②黄褐色粘}'i土
P3 
①褐色粘~土
P4 
①褐色粘質土(地山VI層ブロック少量混)
②褐色粘質土(地山VI層プロック多量混)

1:80 2m 

Pl 
①暗褐色粘質土
P2 
①暗褐色粘質土
P3 
①褐色粘質土
②黄褐色粘質土
③H苦褐色粘質土
P4 
q褐色粘質土(にぶい黄褐色土プロック混)
P5 
①暗褐色粘質土
P6 
①陪褐色粘質土

344 

1:4 10田

図156 掘立柱建物16出土遺物

P3 
①階褐色粘質土
P5 
①陪褐色粘質土
P6 
①陪褐色粘質土

1:80 2m 
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第 6節 その他の遺構と遺物

Pl 

①褐色粘質土(地山困層ブロック多量混)

G褐色粘質土 (A音褐色土ブロック、地山困層ブロ
ックj昆)

P2 

①H音褐色粘質土(地山困層ブロック少量混)

②褐色粘質土(地山田層プロック多量混)

③褐色粘質土 (VI層ブロック多量j見)

P3 

q褐色粘質土(炭化物、百層ブロック少量混)
②11音褐色粘質土

③明褐色粘質土(にぷい褐色土ブロック混)

④暗褐色粘質土(暗褐色土ブロック混)

③陪褐色粘質土

P4 
①l渚褐色粘質土(地山VI屑ブロック多量混)

②褐色粘質土(黄褐色土ブロック、明褐色土プロ

ックi昆)
①褐色粘質土(黄褐色土ブロック、明褐色土ブロ

ック多量混)

P5 
①H音褐色粘質土(黄褐色土フ*ロック少量混)

②階褐色粘質土(黄褐色土フeロック少量混)

③暗褐色粘質土(明褐色土ブロック多量混)

④陪褐色粘質土(炭化物少量混)

P6 
CI褐色粘質土(黄褐色土ブロック混)
②明褐色粘質土(暗褐色土ブロック混)

きの半円文を、内側に櫛描きの波状文を巡らす。内外面とも赤色顔料を塗彩している。遺構掘り込み

面が不明である。これらの遺物の時期をもって、遺構の時期を決定しがたい。この建物の時期は不明

である o 日置)

掘立柱建物17(図157)

1 10グリッドにおいて検出した。平沼部の東側に位置する。規模は梁行 1間 (2.8m)、桁行2問

(3.4m)、床面積は9.1ばである O 棟の方位はほぼ正確な東西棟である O 掘立柱建物16と重複関係にあ

り、掘立柱建物16に先行する建物である。柱穴埋土は暗褐色を呈し、柱材は全て抜き取っている。 P

3から土器片が出土したが、図化できない。時期不明の建物である。(日置)

掘立柱建物18(図158 図版45)

F5・G5グリッドにおいて検出した。平盟部の東側に位置する。規模は梁行1間 (3m)、桁行

2問 (2.8m)、床面積は15.1ばである O 棟の方位は 8度東に傾いた南北棟である。掘立柱建物26と重

複関係にあるが、その新旧関係は不明である O 柱穴の埋土は暗褐色から褐色を呈する O 柱材はPZ・

P4を除いて抜き取っている。柱材の径は20cm以下で、あろう。

図化できる遺物の出土はなく、時期は不明である O (日置)

掘立柱建物19(図159)

G4グリッドにおいて検出した。平坦部の東側縁辺部に位置する。この建物の東側ではさほど距離

をおかずに斜面となる。規模は梁行1間 (2.8m)、桁行2間 (2.6m)、床面積7.4ばである。棟の方位

はほぼ正確な東西棟である O 桁行に対し梁行が広い。柱穴の埋土は黒褐色から褐色を呈する O

出土遺物はなく、時期不明の建物である。(日置)

掘立柱建物20(図160・161)

G 5グリッドにおいて検出した。平坦部の東側に位置する。規模は梁行 1間 (2.9m)、桁行 1間

1-121 



Pl 
①陪褐色粘質土
P2 
①黒褐色粘質土(炭化物混)
P3 
①黒褐色粘質土(地山刊層プロック多量、炭化物少量滋)
P4 
①階褐色粘質土(地山田厨プロック多量混)
②11音褐色粘質土

P5 
5褐色粘質土(暗褐色土プロック多量混)
②褐色粘質土
P6 
①黒褐色粘質土
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掘立柱建物20出土遺物

Pl 
①H1l'褐色粘質土(地山VI層ブロック、炭化物少量混)
P2 
①H音褐色粘l'i土(地山VI層プロック、黒褐色土プロ
ック少量j昆)

図161

。 1:80 2m 
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掘立柱建物20図160
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P3 

①H音褐色粘質土(明褐色土プロック混)
②階褐色粘質土 (1羽褐色土プロック混)
@II音褐色粘質土(明褐色土プロック多量を混)
P4 
①明褐色粘質土(陪褐色土プロック少量混)
P5 
①明褐色粘質土(Jl音褐色土プロック少量混)
②階褐色粘質土(明褐色土ブロック少量;混)
③陪褐色粘質土(明褐色土フーロック少量混)
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第 6節 その他の遺構と遺物

Pl 
①黒褐色粘質土
(明褐色土ブロック少量混)
②褐色粘質土
(明褐色土ブロック混)
G褐色粘質土
(明褐色土ブロック多量混)
P2 
①にぶい黄褐色粘質土
(明褐色土ブロック混)

P3 
①H音褐色粘質土
(明褐色土ブロック多量混)
P4 

①黒褐色粘質土と陪褐色粘lii土と
褐色粘質土のi昆土
②黒褐色粘質土
P5 
①にぶい黄褐色粘質土
(明褐色土プロック少量混)
②暗褐色粘質土
(明褐色土プロック混)
P6 
①黒褐色粘質土
(黄褐色土プロック多最混)
P7 
①H音褐色粘質土
(明褐色土プロック混)
②褐色粘質土
(明褐色土プロック多量混)
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日 1:80 2m 

(2.9m)、床面積5.4ばである。棟の方位は24度西に傾いた南北棟である。柱痕の確認はできなかった

が、北側の柱穴が南側に対し深い。出土遺物には底部346がある。査もしくは翠の底部で、ゆるやか

で狭い平調面をもっ。外面はヘラミガキ、内面はヘラケズリを施す。明確な時期の比定はできず、時

期不明の建物である。(日置)

掘立柱建物21 (図162)

H4グリッドにおいて検出した。平坦部の東側縁辺部に位置する。土砂の流出により、検出面での

東側桁柱筋はゆるやかな斜面に位置し、西側桁柱筋より低くなっている。弥生時代中期後葉の土坑1

と重複関係にあり、これに先行する。規模は梁行 1間 (2.9m)、桁行2間 (4.2m)、床面積12.4ばであ

る。棟の方位は 5度東に傾いた南北棟である。柱穴の埋土は暗褐色を呈し、 P3とP5から柱材は16

cm前後で、ある。遺物の出土はなく時期不明の建物であるが、弥生時代中期後葉を下限とする。(日置)

掘立柱建物22(図163)

H4・5グリッドにかけて検出した。平坦部の東側に位置する。弥生時代中期後葉の土坑 2と重複

しており、土坑が埋没後に建物を建てている。規模は梁行 2間 (3.4m)、桁行 2間 (4m)、床面積

l3.4ばである。棟の方位は17度西に傾いた南北棟である。柱穴の埋土は概して黒褐色から褐色のもの

と黄褐色のものである。柱材は全て抜き取っている。

遺物の出土はなく時期不明の建物であるが、弥生時代中期後葉を上限とする。 (日置)

掘立柱建物23(図164)

G5グリッドにおいて検出した。平姐部の中心よりやや東側に位置する。時期不明の土坑93・103

と重複するが、その新旧関係は不明である。規模は梁行 1間 (2.6m)、桁行 1間 (2.5m)、床面積6.3

ばである。棟の方位は27度西に傾いた南北棟である。東側の柱は西側に対し、柱穴の径が細長く、深
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掘立柱建物23図164

日一
1

・C
C
門
出

E
C
0
.
B
 

、bヘに

。 1:80 2m 
…ー

57.00m 

PlO 
①暗褐色粘質土(地山ブロック多最混)
②階褐色粘質土(地山ブロック少量i見)
③11音褐色粘質土(地山ブロック少量混)
②陪褐色粘質土
⑤褐色粘質士(地山プロック少量混)

Pll 
①H音褐色粘質土(地山ブロック少登j昆)
②暗褐色粘質土(地山プロック多最混)
③地山粘土フ'ロック
④H音褐色粘質土

P7 
9極H音褐色粘質土(褐色士ブロック混)
②極H音褐色粘質土
③日音褐色粘質土(褐色土プロック混)
P8 
①板陪褐色粘性砂質土(褐色土プロック混)
②極H音褐色粘質士
③n1f褐色粘質土(地山ブロック混)
P9 
①H音褐色粘質土
②H音褐色粘質土(地山ブロック多量混)

掘立柱建物24
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P3 
①H音褐色粘質土(地山V層ブロック、 U層プロック混)
P4 
①地山V層土と暗褐色粘質土の混土
②撹乱

③暗褐色粘質土
④地山V層土と暗褐色粘質土の混土

57.20m 
A A' 
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さも深い。柱材は全て抜き取られている。

遺物の出土はなく、時期不明の建物である。

掘立柱建物24(図165 図版46)

1 5・6グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する。弥生時代終末期の竪穴住居16

図166 掘立柱建物25

(日置)

と時期不明の土坑96・111と重複関係がある。竪穴住居16が埋没した後、本遺構が構築されている。

この遺構の検出時には調査者が新旧関係を誤認したため、北側の桁柱筋の柱穴の上部の状況は記録で

きなかった。土坑2基との新旧関係は不明である。規模は梁行3間 (4.3m)、桁行3間 (5.4m)、床

面積は23.2ばである。棟の方位は19度北に傾いた東西棟である。 P1 . P 3で土器片が出土したが、

時期を比定できるものはなく時期不明の建物であるが、弥生時代終末期を上限とする。(日置)

掘立柱建物25(図166 図版46)

J 5グリッドにおいて検出した。平坦部の東側に位置する。時期不明の掘立柱建物27と重複関係に

あるが、新旧関係は不明である。規模は梁行 1間 (2.6m)、桁行2間 (4.4m)、床面積6.2ばである。

棟の方位は4度西に傾いた南北棟である。柱穴の埋土は黄褐色の地山土と暗褐色土との混土であった。

遺物の出土はなく、時期不明の建物である。(日置)

掘立柱建物26(図167 図版46)

J 5・6グリッドにおいて検出した。平坦部の中心よりやや東側に位置する。掘立柱建物 1・同27

と重複関係があるが、新旧関係は不明である。遺構の大部分が調査地外に延ぴる。調査地内で確認し

た規模は、梁行 3 間 (5.4m) 、桁行 4 間 (6.9m) である。桁柱筋の柱間距離は1.7~2.1m とややぱら

つきがある。柱穴の埋土は暗褐色土と明褐色土からなる。

(日置)遺物の出土はなく、建物の時期は不明である。

掘立柱建物27(図168 図版46)

J 5・6グリッドにおいて検出した。平坦部の中心よりやや東側に位置する。掘立柱建物25・同26

と重複関係があるが、前述のとおり、その新旧関係は不明である。遺構の大半は調査地外に延びてお

1-125 



第2章茶畑第1遺跡の調査

@ 

13 E 

/ 
心

/ゃ/

くIPl;' 

¥ 
/ 

/ぐ
/ ~tt; 

/ 

，~ D 

UIOE'LS 

同y
y 

i r -一一ー、
。，/ P8 
/ 

/ 

xr 
/P1  

①H音褐色粘質土
ノ ②褐色粘質土(地山刊層プロック多量混)

/ ③明褐色糊土
P2 

ノ ①暗褐色粘質土(地山VI層プロック、羽騒プロック混)
/ ②明褐色粘質土伽問プロック多蹴)

③明褐色粘質土

P3 
①褐色粘質土(地山W層プロック多量混)
②暗褐色粘質土(地山田層プロック混)
③明褐色粘質土
④向上
⑤同上

P4 
①暗褐色粘質土
②褐色粘質土(地山刊層プロック多量混)
③明褐色粘質土。 1:80 2m ④同上

// I 

図167 掘立柱建物26
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図168 掘立柱建物27
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P5 
①暗褐色粘質土
②暗褐色粘質土(地山VI隠プロック混)
③向上

P6 
①黒褐色粘質土(地山羽腐プロック、四厨プロックj昆)

②灰褐色粘質土
<I褐色粘質土(地山刊層プロック多量混)
④褐色粘質土

P8 
①黒褐色粘質土 (V層プロック少量j昆)



P2 
①H音褐色粘質土(炭化物混)
②褐色粘質土(暗褐色土プロック、地山田層プ
ロック混)

P3 
①褐色粘質土(地山困層プロック混)
②暗褐色粘質土(地山プロック・炭化物少量混)
③暗褐色粘質土(地山プロック少量混)

P4 
①褐色粘質土(炭化物、地山困層プロックとも

少量混)
②褐色粘質土(明褐色土プロック、地山困層プ
ロックとも少量混)
P5 
①極階褐色粘質土(炭化物混)
②暗褐色粘質土(地山四局プロック混)

P6 
①褐色粘質土(地山田層プロック混)

1:80 

第6節 その他の遺構と遺物
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り、その規模は不明である。棟の方位は、掘立柱建物26とほぼ同じようである。

遺物の出土はなく、時期は不明である。

掘立柱建物28(図169 図版46)

G 6・7グリッドにおいて検出した。平坦部のほぽ中心に位置する。竪穴住居11と重複する。検出

時には新i日関係を誤認したが、弥生時代中期後葉の竪穴住居11に後出する。規模は梁行1間 (3.0m)、

2m 

図169 掘立柱建物28

(日置)

桁行 2間 (4.2m)、床面積7ばである。棟の方位は30度北に傾いた東西棟である。柱穴の埋土は暗褐

色から褐色を呈し、 P5から柱材の径は20cm以下である。 P4から土器片が出土したが、図化できな

かった。時期不明の建物であるが、弥生時代中期後葉を上限とする。(日置)

掘主柱建物29(図170)

G 6グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する。規模は梁行 1間 (2.4m)、桁行 2

間 (3.1m)、床面積7.5ばである。棟の方位は23度西に傾いた南北棟である。東側の桁柱筋は柱間距離

がやや不揃いである。隅柱の柱穴はいずれも側柱P2とP5と比べ格段に深い。その深さは検出面か

ら 88~144cmである。遺物の出土はない。時期不明の建物である。(日置)

掘立柱建物30(図171)

H7グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する。竪穴住居14と時期不明の土坑103

と重複関係がある。新i日関係は、古墳時代前期前葉の竪穴住居14より先行するが、土坑103との新旧

関係は不明である。規模は梁行1間 (2.2m)、桁行2間 (3.8m)、床面積は10.9ばである。棟の方位は

26度北に傾いた東西棟である。柱穴の埋土は褐色か暗褐色を呈し、柱材は全て抜き取っている。

遺物は出土せず、時期不明の建物であるが、古墳時代前期前葉を下限とする。(日置)

掘立柱建物31 (図172 図版47)

1 6・7グリッドにかけて検出した。平坦部の中心に位置する。竪穴住居18と重複関係があり、西

側柱筋は確認できなかった。古墳時代後期中葉の竪穴住居18に先行する。規模は梁行 1間 (2.6m)、

桁行2間 (4.1m)、床面積は7.7m(復原)である。棟の方位は27度西に傾いた南北棟である。

遺物は出土せず、時期不明の建物であるが、古墳時代後期中葉を下限とする。(日置)
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図170 掘立柱建物29

P5 
①暗褐色粘質土(地山プロック混)

②褐色粘質土(地山プロック多量混)
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図172 掘立柱建物31
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P2 

①暗褐色土(黄褐色土プロック混)

P3 
①暗褐色土

1:80 2m 
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第 6節 その他の遺構と遺物
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Pl 
①日者褐色粘笈土
②にぶい黄褐色粘質土(地山羽層ブロック少量混)
Q;褐色粘質土
③にぶい賛褐色粘質土(地山VI層ブロック混)
③階褐色粘質土
⑤E音褐色粘'lii土(褐色土ブロック多量j昆)
⑦~褐色粘質土
P2 
①H音褐色粘質土(地山U層ブロック混)
②階褐色粘質土(地山市I層ブロック多量混)
③にぷい賞褐色粘質土(黄褐色土ブロック多量j昆)
P3 
①暗褐色粘質土
P4 
①暗褐色粘質土
②暗褐色粘'f{土(地山i'III腐プロック少量混)
③褐色粘質土(地山田沼ブロック少量混)
④H音褐色粘質土(褐色土プロック少最混)
P5 
(i)fl音褐色粘質土
P6 
①黒褐色粘質土
②黄褐色粘1!{土 (s音褐色土ブロック混)
③暗褐色粘質土(黄褐色土プロックi昆)
④階褐色粘質土
P7 
①黒褐色粘質土(黄褐色土ブロック少登j昆)
②暗褐色粘質土(黄褐色土ブロック混)
P8 
①黒褐色粘質土
②H昔褐色粘質土(地山羽局ブロック多量混)
P9 
①黒褐色粘質土
②黒褐色粘質土(褐色土ブロック混)
③暗褐色粘質土
④暗褐色粘質土(地山¥1層ブロック少量混)
⑤11音褐色粘質土(褐色土ブロックj昆)
PI0 
①i情補色粘質土(地山V厨プロック少量混)
②暗褐色粘質土(地山V層ブロック少量j昆)
③暗褐色粘質土(地山V層ブロック、皿層ブロック共に少数混)

P6 4

“4 
P
A
 

掘立柱建物32(図173 図版47)

H . 1 7グリッドにかけて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する O 弥生時代中期後葉の土坑43と

柱穴群と重複するが、新旧関係は不明である O 規模は梁行 2間 (3.3m)、桁行 3間 (4.7m)、床面積

15.5ばである O 棟の方位は 7度西に傾いた南北棟である O 隅柱に比べ側柱は浅い。柱穴の埋土は黒褐

色から暗褐色を呈し、地山土ブロックが多く混じる O 柱材は全て抜き取っている。

遺物は出土せず、時期は不明である o 日置)

掘立柱建物33(図174 図版47)

J 6グリッドにおいて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する O 弥生時代中期後葉の掘立柱建物 1

と重複するが、新旧関係は不明である O 規模は梁行 1間 (3.5m)、桁行 3間 (4.6m)、 床面積16.05ば

である O 棟の方位は 9度西に傾いた南北棟である。柱材は全て抜き取っている O

57.00m 

図173 掘立柱建物32

(日置)遺物は出土せず、時期は不明である O

掘立柱建物34(図175)

G'H8グリッドにかけて検出した。平坦部のほぼ中心に位置する O 規模は梁行 2間 (3m)、桁

行 2間 (4.1m)、床面積12.6ばである O 棟の方位は32度西に傾いた南北棟である O 梁間のP8・P4 

は建物東側に偏っている O 柱穴の埋土は暗褐色を呈する O

遺物は出土せず、時期は不明である。
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(日置)



第2章茶畑第l遺跡の調査

Pl 
①暗褐色粘質土
②H音褐色粘質土(地山ブロック少量混)

P3 
①褐色粘質土(地山プロック少量混)

②暗褐色粘質土
③壁面崩落土

③暗褐色粘質土

P4 
①H音褐色粘質土(炭化物少量混)
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図174 掘立柱建物33
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①暗褐色土(黄褐色土プロック混)

P2 
①暗褐色土(黄褐色土ブロック混)

P3 
①暗褐色土

P4 
①暗褐色土

P6 
①暗褐色土

P7 
①暗褐色土

P8 
①陪褐色土
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図175 掘立柱建物34
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図176 掘立柱建物35
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図177 掘立柱建物36
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掘立柱建物35(図176)

K8・9グリッドにかけて検出した。平坦部の西側に位置する。規模は梁行1間 (2.4m)、桁行2

間 (2.8~3.4m) である。床面積は7.9ばである。棟の方位は南に25度傾いた東西棟である。平面形は

不整な長方形で、柱間距離が均一でない。柱穴は柱材の抜き取りによって大きく変形している。

遺物は出土せず、時期は不明である。(日置)

掘立柱建物36(図177)

K9グリッドにおいて検出した。平坦部の西側に位置する。規模は梁行 1間 (2.2m)、桁行 1間

(2.2m)、床面積は4.8ばである。棟の方位は西に15度傾いた南北棟である。

遺物は出土せず、時期は不明である。

1 131 

(日置)
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O 1-駈一 f2}~ 
②黄灰色粘質土(明黄褐色土大粒混)

L ③黄灰色粘質土(明黄褐色土小プロックj見)
④黄灰色粘質土(明黄褐色土大粒極多量混)

56.50m 56.30m 

Ud  
『匡智通'"

347 

1:40 1:4 10an 1:40 1m 

図178 土坑26 図179 土坑26出土遺物 図180 土坑27
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56.30m 

56.20m 

①暗褐色粘'iIi土 (AT土小プロック少量混)

55.70m 

55.90m 

①H音褐色粘質土(明黄褐色土粒少最混)
②黒褐色粘質土(明黄褐色土小粒少量混)
③黒褐色粘質土
④暗褐色粘質土(明褐色土粒多量j昆)
⑤黒褐色粘質土(地山土プロック多量混)
⑥黒褐色粘質土

1:40 1m 

図181 土坑28~31
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①黒色粘質土
②黒色粘質土(黄褐色土プロック多
量混)
③黒褐色粘質土
④黒色粘質土
⑤黒褐色粘質土(明黄褐色土小粒混)
@黄褐色粘質土(褐灰色土小ブロッ
ク混)
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土坑32

56.20m 

①にぶい褐色粘質土(細砂j昆)
②褐色粘質士(極細砂混)
③明褐色粘質土(極細砂混)
④褐色粘質土(細砂混)
⑤褐色粘質土(極細砂混)
⑥明褐色粘質土(細砂混)
⑦明褐色粘質土(極細砂混)
③にぶい褐色粘質土(細砂混)
⑤授色粘質士(中砂混)

①灰色粘質土(桂色土大粒少量混)

一¥
土坑34

②H音褐色粘質土(黒褐色土小フ'ロック少最j昆)
③褐色粘質土(糧色・黒褐色士小プロック混)
④褐色粘質土(黄褐色土小粒多量混)
⑤にぶい黄褐色粘質土(黄褐色士小粒多量混)
⑥褐色粘質土(桂色・黒褐色士小ブロック少最混)
⑦褐色粘質土(灰黄褐色土プロック多量混)
③褐色粘質士
⑤褐色粘質土(灰黄褐色士7'ロック多量混)
⑬褐色粘質土(灰黄褐色土小プロック少量i昆)
⑬黄褐色粘質土(灰黄褐色士小プロック少量混)
⑫褐色粘質土(灰黄褐色・黄褐色土小ブロック少量混)
⑬黄褐色粘質士
⑬黄褐色粘質土
⑬褐色粘質土

56.70m 

1:40 1m 

図182 土坑32-35
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56.70m 

①にぶい黄褐色粘質土(黄褐色土小プロック多量j昆)
②明黄褐色粘質土(褐色士小プロック少量混)
③オリーフ@褐色粘質士(明黄褐色土小プロック混)
④明黄褐色粘質士(褐色士粒少量混)
⑤明黄褐色粘質土(黄褐色士ブロック混)
⑤暗樫褐色粘質土

、久万久

①暗灰黄色粘質士(賞褐色
一一 土プロック少量混)
②黄褐色粘質士
③黄褐色粘質士(明賞褐色
士粒混)
④暗灰黄色粘質士(明黄褐
色土小ブロック混)
⑤オリープ褐色粘質土
⑥暗灰黄色粘質士(黄褐色
土ブロック多量1見)
⑦暗灰黄色粘質士(黄褐色
士プロック少量混)
③にぶい黄褐色粘質士(黄
褐色士プロック多量混)
③暗灰黄色粘質土
⑬H音灰黄色粘質土
⑬黒褐色粘質士(にぶい黄
色土小プロック混)
⑫Bll'灰黄色粘質土(明黄褐
色士小7'ロック多量混)
⑬黒褐色粘質土(黄褐色土
粒少量混)
⑬暗灰黄色粘質士(明黄褐
色土小ブロック混)
③暗灰黄色粘質士
⑬賞褐色粘質士(灰オリー
プ色士混)
⑫褐色粘質士
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①E音褐色粘質こt
②褐色粘質土
③E音褐色宇占質ニヒ
④E音褐色宇占笈土(地山土プロック少量混)
([褐色紡質土(しまり悪い)
⑤褐色粘焚土
⑦E音褐色宇占質土(粘質土プロック混)
③5音褐色粘1(土
③褐色粘質土(粘質土プロック混)
③褐色粘笈土
⑪日音褐色粘1(土
⑫隠褐色粘1(土
⑬褐色宇占質土(粘質土プロック混)
⑬オリープ褐色粘質土
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57.00m 撹乱

①H音褐色粘質土(黒褐色土粒極少量混)
②暗褐色粘質土 (AT大粒少量混)
③褐色粘質土 (AT小ブロック混)
③暗褐色粘質土(黄褐色土小プロック少量混)
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56.70m 

56.50m 

①黒色粘質土
②黒色粘質土
③黒褐色粘質土(地山土プロック混)
④黒色粘質土
⑤暗褐色粘質土
⑤黒色粘質土(地山土プロック少量混)
⑦暗褐色粘質土(地山土プロック混)
③黒色粘質土
⑨黒色粘質土(地山土プロック少量混)
⑬黒色粘質土(地山土プロック混)
⑬黒色粘質土(地山土プロック少蚤混)
⑫壁体崩落土
@褐色粘質土

c- 、久水

土坑42

56.60m 

①暗褐色粘質土
②黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(地山土ブロック極少
翠:i.昆)
④黒褐色粘質土(地山土プロック混)
⑤黒褐色粘質土(地山土プロック少量
混)
⑥黒褐色粘質土(粘性強い)
⑦黒褐色粘質土(地山土プロック極少
量混)
③黒褐色粘質土(地山土プロック極少
量混、⑦厨より粘性強い)
⑨黒褐色粘質土(地山土プロック少量
混)
⑮陪褐色粘質土(地山土プロック多量
混)
⑫H音褐色粘質土(地山土プロック多量
1昆、⑬厨よりやや少ない)
⑫暗褐色粘質土(黄褐色土小粒少量混)
⑬明褐色粘質土

図184 土坑40-43
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¥ 
土坑41

56.l0m 

①極暗褐色粘貿土
②極暗褐色粘質土
③黒褐色粘質土
④黒色粘質土(黄褐色土大粒少量混)
⑤極暗褐色粘質土
⑥H音褐色粘質土(黄褐色土小粒1昆)
⑦黒褐色粘質土

①黒褐色粘質土(地山土プロ
ツク極少量i昆)
②黒褐色粘質土

一一③淡黒褐色粘質土(地山土プ
ロック少量・炭短少量混)
④黒褐色粘質土(地山土プロ
ツク少量j昆)
⑤淡黒褐色粘質土(地山土プ
ロック少量混)
⑥暗褐色粘質土(地山土プロ
ック混)
⑦暗褐色粘質土(地山土ブロ
ツクi見、 6層よりやや暗い)
③黒褐色粘質土(地山土ブロ
ツク少量混)
⑨黒褐色粘質土(地山土プロ
ツクj昆)
⑬黒褐色粘質土(地山土プロ
ツク少量混)
。褐色粘質土
⑫暗褐色粘質土
⑬褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土
⑬褐色粘質土
⑬にぶい褐色粘質土

・40 1m 
~ 
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56.60m 

土坑46

①極暗褐色粘質土
②黒褐色粘質土
③極晴褐色粘質土
④H音褐色粘質土

1 1 :40 1m 

~ 

①H音褐色粘質土
②H音褐色粘質土(褐色土プロック少量混)
③H音褐色粘質土 (AT小粒少量混)
④黒褐色粘質土(褐色土プロック少量混)

一一⑤暗褐色粘質土(褐色土小プロック少量混)
⑥暗褐色粘質土(褐色土小粒j見)

⑦褐色粘質土
③暗褐色粘'1Il:土 (ATプロック混)
⑨H音褐色粘質土 (AT小フeロック混)

⑬陪褐色粘質土(明褐色土小粒混)
⑬暗褐色粘質土 (AT粒少量混)
⑫明褐色粘質土(暗褐色土小粒多量混)
⑬黒褐色粘質土(黒色土小粒少量j昆)
⑬H音褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土
⑬H音褐色粘質土(明褐色土小粒混)
⑬黒褐色粘質土
⑬H音褐色粘質土(にぶい黄褐色土小粒混)

@暗褐色粘質土
③褐色粘質土(黄褐色土小粒少量j見)
②H音褐色粘質土(褐色土小粒混)
③H音褐色粘質土

56.80m 

①黒色粘質土
②黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(黄褐色土小粒混)
④黒色粘質土
⑤黒褐色粘質土
⑥暗褐色粘質土
⑦黒褐色粘質土
③褐色粘質土
⑨明褐色粘質土
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図185 土坑44-47
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℃二ここニコJ土坑50

56.30m 

①黒褐色粘質土
②黒褐色粘質土 (ATブロック極少量混)
③黒褐色粘質土 (AT小ブロック混)

56.70m 

①H音褐色粘質土
②極H音褐色粘質土
③にぷい黒褐色粘質土

④黒褐色粘1il土

56.l0m 

④黒褐色粘質土 (ATブロック少量混)
⑤地山土崩落土

⑥暗褐色粘質土(黄褐色土粒混)
③極H音褐色粘質土(黄褐色土粒少最混)
⑥黒色粘質土

①極H音褐色粘質土
②黒褐色粘質土
③黒色粘質土
④黒褐色粘質土
⑤黒色粘質士

56.20m 

(f褐色粘質土

/ 

①黒色粘質土(地山土混)
②極H音褐色粘質土(地山土少量混)
③黒褐色粘質土(地山土少量混)
④黒褐色粘質土(地山土少量混、
③層よりやや少ない)
⑤黒色粘質土
⑥黒色粘質土(粘性強い)
⑦黒褐色粘質土
③暗褐色粘質土

図186 土坑48~52

1-137 

③H音褐色粘質土(明褐色土小粒混)

/ 

56.00m t覚古L

①黒褐色粘質土(地山土ブロック混)
②黒褐色粘質土(lt!lw土フeロック多量・炭化物少埜混)
③黒褐色粘質士(地山土ブ粒混、炭化物少量ti.昆)
③黄褐色粘'&1土(地山土ブロック混)
③黒色粘質土(地山土粒少量混)
@B音褐色粘質土(地山土粒少量混)

日 lサ4日 1m



第2章茶畑第1遺跡の調査

56.20m 
撹乱

56.40m 撹乱

ノ

①黒褐色粘質土(地山土プロックj見、炭化物少量混)

②黒褐色粘質土(地山土ブロック・炭化物少量混)

③暗褐色粘質土

④黒褐色粘質土
⑤褐色粘質土
⑤にぶい黄褐色粘質土

⑦褐色粘質土
③褐色粘質土(黄褐色土粒混)

土坑55

01:40  1m 

①黒褐色粘質土 (AT小プロック板少量i昆)
@n音褐色粘質土(褐色土プロック混)
③黒褐色粘質土(黒色土小粒少量混)
@n音褐色粘質土(賛褐色土小粒j見)
⑤黒褐色粘質土(黒色土小粒・ AT小ブロック極少
最j昆)
⑥暗褐色粘質土(黄褐色土小プロック極少量混)

⑦黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(黄褐色土小粒少量混)
⑨暗褐色粘質土(黄褐色土小粒極少量j昆)
⑬日音褐色粘質土(黄褐色土プロック多量i昆)
@n音褐色粘質土(黄褐色土小粒混)
⑫暗褐色粘質土(黄褐色土小粒少量;混)

⑬黒褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土(黄褐色土大粒多量混)

⑮褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土

⑪陪褐色粘質土

図187 土坑53-56

1-138 

k
、、べ

56.30m 

①暗褐色粘質土
②E音褐色粘質土(黒褐色土プロック少蚤混)
③黒褐色粘質土(淡黒褐色土プロックj昆)

④暗褐色粘質土
③極陪褐色粘質土

⑤黒褐色粘質土
⑦暗褐色粘質土
③地山土〔崩落土〕

③暗褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土

-1 
56.60m 

①黒褐色粘質土(地山土プロック極少量混)
②黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
③黒褐色粘質土(地山土ブロック少量j見、粘性強い)

④黒褐色粘質土(地山土プロックj昆)
⑤黒色粘質土(地山土プロック少量;混)

⑥極暗褐色粘質土(地山土ブロック少量混)
⑦黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
③極暗褐色粘質土(地山土プロック少量混)

③黒褐色粘質土(地山土プロック少量混、しまり悪い)
⑬黒褐色粘質土(地山土プロック少量混、しまり悪い)

⑬黒褐色粘質土(地山土プロック多量混、しまり非常
に悪い)
⑫黒褐色粘質土(地山土プロック多量j昆、しまり非常

に悪い)

⑬黒色粘質土



、¥久

56.50m 

56.60m 

①H音褐色粘質土
②黒褐色粘質土(黒色土ブロック混)
③暗褐色粘質土
④黒褐色粘'l'l土
⑤黒色粘質土
⑤黒褐色粘質土(賛褐色土小ブロック少量混)
⑦黒褐色粘質土
③暗オリープ褐色粘質土(明黄褐色土小粒混)
⑨黒褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土(黄褐色土粒混)
⑪黒色粘質土
⑫黒色粘質土
⑬黒褐色粘質土
⑬黒褐色粘質土(黄褐色土粒多量j見)

⑬黒褐色粘質土
⑬H音褐色粘質土(にぷい褐色土小粒多量混)
⑬黒色粘質土
⑬暗褐色粘質土(褐色土小粒混)

①黒褐色粘質土(地山土プロック極少量・炭少

量混)
②暗褐色粘質土(地山土ブロック少量・炭極少
長混)
③黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
④黒褐色粘質土(地山土プロック・炭少量混)
⑤黒褐色粘質土(地山土ブロック極多量混)
⑥黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑦黒褐色粘質土(地山土ブロック少盆混、⑥厨

よりやや多い)
③黒褐色粘質土(地山土ブロック混)
⑨黒褐色粘質土(地山土プロック混)
⑬黒褐色粘質土(地山土ブロック多量混)
⑪暗褐色粘質土(地山土ブロック多設混)
⑫黒褐色粘質土(地山土プロック多量混)
⑬黒褐色粘質土(地山土ブロック少量混)
⑬極H音褐色粘質土(地UI二上7'ロック・際混)

⑬褐色粘質土
⑧陪褐色粘質土(地山土プロック混)

土坑60

56.60m 

第6節 その他の遺構と遺物

『勺ι斗~

， ， 
9 

、、_\..~~ 土坑58

56.60m 

①i清褐色粘質土(炭i昆)
②暗オリープ褐色粘質土(炭極少量千見)
③H音褐色粘質土
④H奇褐色粘質土(③厨より黒い)
⑤H音褐色粘質土(③層より黒い)

⑤褐色粘質土
⑦暗褐色粘質土(明褐色土小粒多量j昆)

56.70m 

m
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56.50m 

/ 

①黒褐色粘質土(地山土プロック少
丞1昆)
②黒褐色粘質土(褐色土ブロック極
少量・地山士ブロック少量混)
③黒褐色粘質土(褐色士プロック・
炭極少設・地山土ブロック少量
j昆)
④黒褐色粘質土(地山土プロック多
最混)
⑤H音褐色粘質土(褐色土粒多量・細
際j昆)
⑤褐色粘質土(しまり良い)
([;褐色粘質土(しまり惑い)
③黒褐色粘質土(8音褐色土粒少量混)
⑤階褐色粘質土(地山土プロックj昆、
しまり非常に悪い)
⑬褐色粘質土(黒褐色土ブロックj昆)
⑪明褐色粘質土
⑫明褐色粘質土(8音褐色土校少量混)

節目30m

①褐色粘質土
②黒褐色粘質土(褐色土多量混、しまり悪い)
③褐色粘質土(黒褐色土ブロック少量混、しま
り悪い)
③5音褐色粘質土(褐色土多量混、しまり悪い)
⑤褐色粘質土(しまり良い)
⑤E音褐色粘i!r土(黒褐色土少最混、しまり悪い)
①祭褐色粘質土(褐色土混、しまり悪い)
@黒褐色す占11{土(褐色土j昆、 しまり悪い)
⑤褐色粘1'i土
③JI音褐色粘質土
⑬黄褐色才占質土(しまり悪い)
②黄褐色粘質土(しまり良い)
③褐色粘1'i土

図189 土坑62~66

01:40  1m 

1 140 

①H音褐色粘質土(地山土ブ
ロック・炭少量混)
②黒褐色粘質土(地山土ブ
ロック少量・炭極少量
j昆)
a:日音褐色粘質士(地山土プ
ロック混、炭極少量混)
③褐色粘質土
③褐色粘質土
@II音褐色粘質士(地山土ブ
ロック・炭少量混)
⑦黒褐色粘質土(地山土ブ
ロック少量混)
CE褐色粘質土

、x
/ 

56.50m 

①にぶい日昔褐色粘質土(階褐色土粒混)
②黒褐色粘質土
③日音褐色粘質土(地山土プロック極少量混)
③にぶい陪褐色粘質土(地山土ブロック極少
議j昆)
⑤自音褐色結質土(地山土ブロック少量i昆)
⑤黒褐色粘質土 (11音褐色土粒混)
⑦lIli'干高色粘質土(地山土ブロック多澄j昆)
③にぶい暗褐色粘質土(地山土ブロック混)
③泉褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑬にぶいH音褐色粘質土(地山士ブロック混)
③にぶいH音褐色粘質土(地山土ブロック少量
j見)
③にぶい暗褐色粘質土(地山土プロック混)
⑬明褐色粘質土
⑬明褐色粘質土(褐色士粒混)
⑬明褐色粘質土(しまり悪い)



/ 

土坑67 土坑68
56.30m 

56.20m 
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①暗褐色粘質土(明褐色土小粒混)
②暗褐色粘質土(褐色土小粒混)
③暗褐色粘質土 (AT小粒i昆)
④褐色粘質土(明褐色土小粒多量混)
⑤暗褐色粘質土

。 l:40 1m 

図190 土坑67~72

1-141 

①階褐色粘質土(褐色土小プロック混)
②褐色粘質土(暗褐色土プロック混)
③階褐色粘焚二七
③5音褐色粘'iIl土(褐色土小プロック多量混)
③階褐色粘質土(褐色土プロック多量混)
⑤にぶい黄褐色粘質土
⑦黒褐色粘質土
③明褐色粘質土
③明褐色粘質土(褐色土小粒混)

56.30m 

q黄褐色粘'iIl土(褐色土粒・炭少量混)
②業褐色粘望号土(褐色土大粒・炭混)
③黒褐色粘質ごt(AT粒多量・炭少量j昆)
④黒褐色粘質土 (AT粒少量混)
③褐色粘安土(黄褐色土プロック・ AT小ブ
ロックj足)
⑤E黒褐色粘質土(炭少量混)
(1褐色粘質土(黄褐色士小粒混)
③貧褐色粘質土(黒褐色土プロック多量混)
③黒褐色粘質土(黄褐色土大粒多量i昆)
⑬黒褐色粘質土 (AT小プロック多量混)
⑪階褐色粘質土(黄褐色土小粒混)
⑫黒褐色粘質土 (AT大粒多量混)
⑬明褐色粘質土 (AT粒少量混)
⑬明褐色粘質土(褐色土小粒混)



第2章茶畑第1遺跡の調査

士坑子
56.20m 

56.50m 

①にぶい褐色粘質土(暗褐色土小プロック少量混)
②暗褐色粘質土(黒褐色土小プロック少量混)

③黒褐色粘質土(黄褐色土粒少量混) ①褐色粘質土(明褐色土大粒多量混)

④黒褐色粘質土 ②暗褐色粘質土 (AT小粒j昆)
⑤黒褐色粘質土(明褐色土粒多量I昆) ③暗褐色粘質土 (AT大粒i昆、炭少量j昆)

③にぶい褐色粘質土(黒褐色土プロック少量混)
⑤褐色粘質土

56.40m 

①褐色粘質土
②褐色粘質土(①層よりやや黒い)
③暗褐色粘質土
②褐色粘質土(黒褐色土プロック混)

1:40 1m 
~~----一一一一一一一一一一J

、
民
¥
ぺ

白
土坑77

56.50m 

『ミコι→-

土坑75

56.70m 

①褐色粘質土(黒色土粒極少量;混)
②明褐色粘質土
③にぷい褐色粘質土
③明褐色粘質土

¥ k¥ぺ

56.40111 

包褐色粘質土

江暗褐色粘質土(地山土粒少量・炭化物極少量混)
~褐色粘質土(炭化物少量混)
③褐色粘質土(炭化物少量混、しまり悪い)
④褐色粘質土(黒褐色土粒少量混)
⑤褐色粘質土(黒褐色土粒・炭化物少量混)
⑤暗褐色粘質土(黒褐色土プロック混)
⑦にぶい黄褐色粘質土
([褐色粘質土

図191 土坑73~78
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土坑79
土坑80

56.l0m 56.50m 
56.30m 

①黒褐色粘質土(地山土プロック極少量混)
②黒色粘質土
③黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
④黒褐色粘質土
⑤lIli'褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑥暗褐色粘質土
⑦暗褐色粘質土(地山土プロック混)

①黒褐色粘質土(褐色土粒混)
②黒褐色粘質土 (AT粒j昆、炭少量混)
③黒褐色粘質土 (AT粒混)
G:褐色粘質土(明褐色土小粒混)①明褐色粘質土(炭少量混)

②褐色粘質土(炭極少量混)
③明褐色粘質土

¥ 、¥久。ぶ !土坑23

①暗褐色粘質土(炭混)
②暗褐色粘質土
③暗褐色粘質土(黄褐色土小粒多量i昆)土坑84

土坑82

56却 m
56.70m 

①褐色粘質土(淡褐色土粒・炭混)
②褐色粘質土(淡褐色土プロック混、炭少量混)
③暗褐色粘質土(淡褐色土プロック混)
④褐色粘質土(淡褐色土プロック・炭少量混)
⑤淡褐色粘質土(褐色土プロック混、炭少量混)
⑥暗褐色粘質土(褐色土プロック混、炭少量i昆)
⑦淡褐色粘質土(明褐色土小粒多量混)

①にぶい暗褐色粘質土
②陪褐色粘質土(黄褐色土粒混)
③暗褐色粘質土

?1:40  l!" 

図192 土坑79~84
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①黒褐色粘質土(地山土プロック少量・炭極少量混)
②黒褐色粘質土(地山土プロック・炭極少量混)
③黒褐色粘質土(地山土ブロック少量・炭極少量混)
C!li炎黒褐色粘質土(地山土プロック少量・炭極少量j昆)
⑤黒褐色粘質土
⑤暗褐色粘質土(地山土プロック少量・炭極少量混)
⑦黒褐色粘質土(地山土プロック・炭少量混)
③暗褐色粘質土(地山土プロック多量混)
③i炎黒褐色粘質土(地山土プロック少量・炭極少量混)
⑬黒褐色粘質土(地山土プロック少量・炭極少量混)
。黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑫黒褐色粘質土(地山土ブロック少最混)
⑬黒褐色粘質土(地山土プロック極少量混)
⑬黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑬黒褐色粘質土(地山土ブロック極少量j昆)
⑬暗褐色粘質土(褐色土粒混)
⑫黒褐色粘質土(褐色土粒j昆、粘性強い)
⑬黒褐色粘質土

56.70m 

茶畑第1遺跡の調査

土坑85

第2章

56.70m 

①褐色粘質土
②H音褐色粘質土
③褐色粘質土
④褐色粘質土
⑤明褐色粘質土
⑥暗褐色粘質土
⑦暗褐色粘質土
③褐色粘質土
⑨暗褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土
⑪褐色粘質土
⑫明褐色粘質土
⑬暗褐色粘質土
⑬褐色粘質土
⑬褐色粘質土(灰色・地山土プロック混)

。土坑

¥ 

C 
56.10m 

①黒褐色粘質土(黄褐色土粒混)
②黒褐色粘質土(黄褐色土粒少量混)
③黒褐色粘質土(黄褐色土粒多量混)
C!la音褐色粘質土(黄褐色土粒極多量j昆)

56.50m 

①i炎黒褐色粘質土
②黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(地山土プロック混)
@黒色粘質土(地山土プロック極少量混)
⑤黒色粘質土(地山土プロック少量混)
⑥黒色粘質土(地山土プロック極少量j昆)
⑦黒色粘質土
③黒色粘質土(地山土プロック少量j昆)
③黒色粘質土(地山土プロック極少量混)
⑬H音褐色粘質土

土坑87
56.70m 

①褐色粘質土
②褐色粘質土(①層よりやや暗い)
③淡褐色粘質土

1:40 1m 

土坑85~89
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C坑9f

①黒褐色粘1{土
②黒褐色粘紫土(地山土プロック少量混)
③暗褐色粘質土(地山土ブロック多食混)

④黒色粘質土(地山土プロック少量混)
⑤黒褐色粘質土(地山土プロック少量混)

56.50m 

①巣褐色砂質土(粘質土ブロックi昆)
②黒色砂質土(粘質土プロック・炭少量;混)
③黒褐色粘質土(地ul土フaロック混)
④黒褐色粘質土(地山土プロック混)
⑤黒褐色砂質土(粘質土プロック混)

⑥暗褐色粘質土(地山土ブロック混)
⑦黒色粘質土(粘質土プロック極少量混)
@暗褐色粘質土

?1:40  1m 

土坑91

臼
地口基少ノ々ツロフ土

士
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色

土

土
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暗
に
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…
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褐
黒
黒
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
③
 

57.00m 

在褐色粘lif土 (s音褐色土ブロック少量混)
②褐色粘質土(暗褐色土小プロック混)
③褐色粘質土(暗裕色土小フ'ロック少盆混)

④暗褐色粘質土(黒褐色土プロック多最混)
⑤黒褐色粘質土(階褐色土小フ'ロック少量混)
⑤暗褐色粘質土(地山土ブロック多量混)

⑦陪褐色粘質土(地山土プロック混)
③黒褐色粘質土 (s音褐色土小ブロック極少量j昆)
⑨陪褐色粘質土(黒褐色土小プロック少量混)
⑬暗褐色粘質土(地山土ブロック多量混)
⑪黒褐色粘質土(階褐色土小フaロック少量j昆)
⑫黒褐色粘質土 (n音褐色土小ブロック少量i昆)
⑬暗褐色粘質土(黒褐色土小ブロック混)
@褐色粘質土(地山土大粒多量混)
⑬褐色粘質土(地山土大粒多量混)
⑬褐色粘質土(地山土小プロック多量混)

図194 土坑90~95
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、x

①黒褐色粘質土
②オリーブ褐色粘質土(黒褐色・賞褐色士粒少量混)

③黒褐色粘質土(賛褐色士小粒混)
③H音褐色粘質土(黄褐色土小プロックj昆)
⑤黒褐色粘質土
⑥黒褐色粘質土(⑤閥よりややì9~い)
⑦褐色粘質土(暗褐色士小フ*ロック混)

③褐色粘質土(褐灰色土粒多量j昆)

、久米

土坑95

57.10m 

①JI音褐色粘質土
②暗褐色粘i1士(黒裕色士ブロック少量j見)
③灰黄褐色粘質土(黄褐色士小粒混)

④黒褐色粘質土(賞褐色土小粒少量j昆)
⑤i炎黒褐色粘質土(黄褐色土小粒少量i昆)
⑤黒褐色粘質土(暗褐色土ブロック少量混)

⑦黒褐色粘質士(暗褐色土プロック多量混)

③黒褐色粘質土(黄褐色土粒少量混)
③黒色粘質土(黄裕色土ノI、フeロック少量混)
⑬時灰黄色粘質土(黄褐色士小プロック多量混)

⑬黒褐色粘質土
⑫黒褐色粘質士(黄褐色士小プロック混)

⑬淡黒色粘質土
⑬黒色粘質土

⑬黄褐色粘質土(黄灰色土粒混)
⑬黄灰色粘質土(黄褐色土粒多量j昆)



/ 
¥ 

茶畑第 1遺跡、の調査第2章

土坑98

56.90m 

①黒褐色粘質土(地山土粒・炭化物少量混)
②H音褐色粘質土(地山土ブロック・炭化物混)
③黒褐色粘質土(地山土プロック混、炭化物

少量混)
④にぶい黄褐色村i質土(黒褐色土混)

56.90m 
一一撹乱

①褐色粘質土
②極暗褐色粘質土(地山土ブロック少量混)
③暗褐色粘質土
④時褐色粘質土(地山土ブロック混)
⑤暗褐色粘質土(地山土プロック極少量j昆)
⑥黒褐色粘質土(地山土ブロック少最混)
⑦淡黒褐色粘質土(地山土ブロック少量混)
③淡黒褐色粘質土
⑤黒褐色粘'lit土
⑬黒褐色粘質土
⑬淡黒褐色粘'lit土
⑫褐色粘質土〔崩落土〕
⑬時褐色粘質土(地山土ブロック極少量混)
⑬極暗褐色粘質土
⑬時褐色村i質土(地山土ブロック少量混)
⑬褐色:粘質土〔崩落土〕
⑫褐色粘質土

①灰黄褐色粘質土(黄褐色土小ブロック混)
②灰黄褐色粘質土(黄褐色土小ブロック多量混)
③黒褐色粘質土
④灰黄褐色粘質土(明黄褐色土小粒少量混)
⑤H音オリーブ褐色粘質土(黄褐色土小ブロック少量混)
⑥黒褐色粘質土(黄褐色土小プロック少量混)
⑦H音褐色粘質土(明黄褐色土ブロック少量混)
③H音褐色粘質土(明黄褐色土小粒混)
⑤H音褐色粘質土(明黄褐色土小粒混)

①褐色粘質土(地山土ブロック混)
②黒褐色粘質土(地山土ブロック混)
③暗褐色粘質土(黒褐色砂質土・地山土
プロック混)
④にぷい褐色粘質土(地山土ブロック混)
③褐色粘質土(黒褐色粘砂土・地山土ブ
ロック混)

γ 

」
56.30m 

日

2
0ヨ

/ 

56.30m 

一/〆にコ
11 、
11 、
"、1¥ ¥1 
¥¥ 1¥ 

-
¥ミ二二/土坑101

①階褐色粘質土
②黒褐色粘質土
③黒褐色粘質土(黄褐色土小粒多量混)
④日昔褐色粘質土(黄褐色土小粒多量j昆)
⑤H音褐色粘質土
⑥H音褐色粘質土(明褐色土粒混)

撹乱56.00m 

①明賞褐色粘質土(褐灰色・黄褐色土小ブロックj昆)

①灰オリーブ色粘質土(黄褐色土粒少量混)

図195 土坑96~102
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①灰貧褐色粘質土
②黄褐色粘質土(明黄褐色土粒少量iJ'D
③黒褐色粘質土(黒色土小ブロック少量混)
④黄色粘砂土 (ATプロック混)
⑤明tft褐色粘'lI{土(地山土ブロックj見)
⑥黄燈色粘質土(褐灰色土小プロック極少量混)
⑦賞糧色粘質土(褐灰色土小プロック少量混)

⑧黄櫨色粘質土(褐灰色土小ブロック多量混)
③賞澄色粘質土(褐灰色土小プロックj昆)
⑬黄程色粘'lI{土(褐灰色土小フゃロック多量j見)

⑬賞燈色粘質土(褐灰色土プロック少量一混)

⑫黄鐙色粘質土
⑬褐灰色粘質土(黄櫨色・黄褐色土プロック多量j昆)
⑬灰黄色粘質土
⑬黄櫨色粘質土

⑬黄櫨色粘質土(黄灰色土小粒少量i昆)
⑫黄澄色粘質土

その他の遺構と遺物第 6節
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56.50m 

土坑106

寸「β 〉

u / ¥¥¥  
'ノい

に¥/テ
句三、、よ;.~ダ~..， 土坑104

56.20m 

①にぶい黄褐色粘質土(明褐色土小

校多量混)
②褐色粘質土

② 

①灰オリープ色粘質土(黄褐色土小プロ

ツク多量混)
②灰色粘質土(黄褐色土小プロック混)

56.30m 

①黒褐色粘質土(炭極少盤:混)
②H音褐色粘質土(褐色土プロック混、炭多量混)
③暗褐色粘質土(炭多量j昆)

包H音褐色粘質土
②H音褐色粘質土(地山土プ

ロック1昆)
③暗褐色粘質土(地山土プ
ロックi見、炭少量混)
④日音褐色粘質土(地山土プ
ロック・炭少量混)

⑤H音褐色粘質土(地山土ブ
ロック少量・炭混)

⑤褐色粘質土(地山土ブロ
ツク少量j昆)
⑦暗褐色粘質土(地山土プ
ロック混)
⑥褐色粘質土(地山土プロ
ック混)

日 1:40 1m 

土坑10日

56.50m 

『司ι十

①暗褐色粘質土

②褐色粘質土

③褐色粘質土(地山土プロック混)
④褐色粘質土
⑤褐色粘質土

⑤褐色粘質土
⑦褐色粘質土(地山土プロック混)
⑧明褐色粘質土(地山土混)

③褐色粘質土
@褐色粘質土

56.70m 

土坑103~108

l…147 

図196
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56.60m 

a:褐色粘質土(地山土プロック混)
②黒色粘質土(地山土プロック混)
③黒色粘質土
④日音褐色粘質土(地山土プロック少量混)
⑤黒褐色粘質土(地山土プロック多量混)

56.90m 

①褐灰色粘質土(黄櫨色土小粒混)
②灰黄褐色粘質土(黄程色土小粒混)
③掲灰色粘質土(黄糧色土小粒混)

56.40m 

、士、久

①暗オリープ褐色粘質土(明黄褐色土ブロック少量混)
②オリープ褐色粘質土(黄褐色土プロック多登混)
③オリーブ褐色粘質土

57.00m 

56.90m 

~ミト\、く1

~ー~ 土坑110

①暗褐色粘質土(明黄褐色土粒少量混)
②暗褐色粘質土(明黄褐色土粒混)
③暗褐色粘質土(明黄褐色土粒混、②層よりやや淡い)

④黒褐色粘質土
([褐色粘質土(明寅褐色土小ブロック多量j昆)
⑥黒褐色粘質土(明賞褐色土小ブロック少量混)
⑦暗褐色粘質土(明黄褐色土小プロック多量混)

一〈ミ114-h

56.50m 
撹乱

①黒色粘質土
②l暗灰黄色粘質土(浅黄色土大粒少量混)
③暗灰黄色粘質土(浅黄色土小粒少量混)

1:40 1m 
l 一一一」

図197 土坑109~114 
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56.60m 

。二1
56.50m 

包褐色粘質士(地山士大粒混)
②地山土プロック
③にぶい黄褐色粘質土(地山士小粒多量混)
④H音褐色粘質土(地山士小フ'ロック少量・黒褐
色土粒混)
@:褐色粘質土(しまり非常に悪い)
⑥H音褐色粘質土(地山土フ'ロック多量混)
⑦暗褐色粘質士(黒褐色士粒少量混)
③暗褐色粘質土(地山土大粒j昆)

〆〆

①にぶい黄褐色粘質士(明黄褐色土
粒・炭少量j見)
②暗褐色粘質士
③黒褐色粘質土

一一③H音褐色粘質士(明黄褐色土小プロ

ツク多量混)
⑤暗灰黄色粘質士(明黄褐色土小プ
ロック少量混)

56.80m 

。 1:40 1m 

B …一一一
図198 土坑115-119

土坑26~119 (図178~198 図版48)

第6節 その他の遺構と遺物

56.60m 
撹乱

①H音褐色粘質土 (AT粒極少量混)

自坑
56.60m 

①H音褐色粘質土 (AT粒少量混)
②極暗褐色粘質土
③にぷい極暗褐色粘質土

④暗褐色粘質士
⑤暗褐色粘質土 (AT小粒少量混)
⑤AT (=N層土)崩落土
⑦灰策褐色粘質土

調査地内からは遺物によって時期を明確にすることの出来ない土坑が数多く検出された。その総数

は94基になるが、その中の多くは底面ピットが存在することから落し穴としての用途が推測されるも

のである。時期についても、前述したように出土した遺物は不明確なものは存在するが基本的に縄文

時代の遺物と考えられるものであり、上部に遺構面が形成された弥生時代の遺物が認められないこと

から、集落が形成される弥生時代中期後葉以前には土坑の埋没が終了していたことが推測される。

土坑の分布には偏りがあり、座標の南北方向の 8ライン内に集中する傾向が認められる O 検出され

た土坑分布は累積の結果であって、同時期に何基の土坑が使用されていたのかは明確に出来ないが、

尾根筋の中央部に当たる 8ライン部分が土坑掘削に際して選択されていることが認められる。

底面ピットが存在する土坑には時期が判明するもの10基(I基は撹乱の可能性がある)、時期不明

のものが54基存在する。これらの土坑は平面形および底面ピットの在り方で形態分類が可能である。

平面形では方形(隅丸方形) ・長方形(隅丸長方形) ・円形・楕円形に分かれ、底面ピットは 1つ存
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在するもの・複数存在するものに分かれる O

方形ないし隅丸方形・・・・・・土坑 06J ・30・35・37・44・52・53・58・60・64

長方形ないし隅丸長方形・・土坑 05 ・ 17~20 ・ 21 ~23J ・ 34 ・ 36 ・ 40~43 ・ 46 ・ 47 ・ 49~51 ・ 54

.56 ・ 57 ・ 61 ・ 62 ・ 66~69 ・ 73 ・ 74 ・ 79 ・ 81~83

円形・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・土坑 (24J ・ 38 ・ 39 ・ 45 ・ 55 ・ 70 ・ 71 ・ 75~77 ・ (80)

楕円形・・・・・・・・・・・・・・・・・・土坑 (25J ・31・(32)・33・59・65・(72)

底面ピットの数で分けるならば

底面ピット複数(径大きく深い)・・・・土坑41・54・65

底面ピット複数(径小さく浅い)・・・・土坑81~83

上記以外は底面ピットが lつのものであるが、そのなかには径が30cmを超える土坑43・(47)・62・

69などがある O これらはピット内に複数の小杭を設置したことが推測されるものであり、分けて考え

た方がよいものであるO

出土遺物によって時期を判定した土坑のうち、底面ピットを持つ土坑は10基あるが、方形状・円

形・楕円形各1基、残る 7基は長方形状である(( J内土坑は時期判明)。長方形状の土坑は64基中

36基で、 56%を占めるO

土坑埋土は、黒色系・暗褐色系・褐色系の 3つに大別される O 黒色系が最も多く、暗褐色系、褐色

表6 土坑計測表

65X52-32 
166x&1-11 
部安蕊τπ
好古石て芳正
127X 109-118 
琵F百戸吉宮
高京富士?宮
96X66…85 
84X69-97 
官吉文有吉T百す
I石主務士立6"
109X 107-140 
百F立F立Z
おすす~
郊支蕊瓦主てE
126x75-22 
預言文汚士否互
交官苛てち7
1l0X78ーのの
な蕊芳マコ
好交努士
106X79…47 

× 

131 x 113…110 
74X64-78 
訂T女夜士写E
E宣言夜て笠宮
120X57-GG 
133X夜τ9i
お7X窃釘で138
83X75-149 
106X55-76 
お寂布5-9立
高百主演士官百
98X67山 130
83X53-132 
商慣認で百7
夜可吉士吉了
108 x 104 -134 
152X 1荷士初目
湾首交官官士官T
預E宝石て128
133X 1印0-120
86X85-100 
策交官士立Z
預言支蕊士官l

一一ω一一一ω一一一-一一一一一ω一一一-一-一-一-一笹山叫
uq-
一時一
H
E
L
L
-

一釘一」山位以持一話一一一一空襲一説一一一同一持一将一一一一一

133X90-94 
ぷ主主並立二122
認比迎ニ訴え
118X78…126 
123X80-1∞ 
袋三ゑニぷL
110X58-107 
116X81-120 
設己主二五2
包王立ニ2L
113X i7ω76 
89X65-127 
広三立二斗L
113 x 110-136 
128 x 109ω140 
12lX 114 -159 
辺戸島ニ設立
96X49…94 
存百可否7

…
4
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…
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第 6節 その他の遺構と遺物

系の)11&である。その分布には、黒色系埋土土坑は 5ラインから 8ラインの間の平坦中央部に集中、暗

褐色系埋土土坑は8・9ラインの黒色系埋土土坑の西側部分、褐色系埋土土坑は平坦部の東西両端部

付近という分布の特色が存在する。

底面ピットの存在しないものにも、土坑21のように縄文時代の遺構が存在している O 同様の遺構に

は土坑84~99の 16基がある O 形態的には円形状の土坑84~90 (土坑88は隅丸三角形)、長方形状の土

坑91~99 (土坑96は方形)となり、方形・楕円形の土坑が少ない傾向にある O この内、平面円形の土

坑84~87は底部が窄まる断面形がロート状を呈するもので、縄文時代後・晩期と推測される土坑24 と

類似する。土坑91・93・97は深さが40cm以下で、他と比較して浅いため同列に扱って良いか検討が必

要があるが、いずれにも自然堆積と推測される黒色系の堆積層が存在する。

土坑103・104は貯蔵穴と推測される袋状土坑である。土坑1031は土遺存状況が良くし、検出面で

底面が径2却05玩cmを測るものでで、ある O土坑104は崩落のため形態を明確にし得ないがやはり袋状を呈する O

どちらからも時期を判断できる遺物は出土していないが、土坑103は竪穴住居14に一部を切られるた

め古墳時代前期前葉を下限とする遺構である。他に袋状土坑と考えられるものには弥生時代後期中葉

の土坑11が存在する o 西JII)

①暗褐色粘質士
②褐色粘質士(地山土粒混)
③黄褐色粘質土(褐色士少量混)
G[褐色粘1ii土

図199 テラス2・3

4 話〉 戸
349 350 

348 

l~ (1 て ~ ミ干
351 352 

C て ドミミr 355 

→一~メミ己』

印
印
・

C
C
呂

田

/ 
/ 

、

テラス2 テラス3

〆4
F
 4

p
 

d
 

1:80 2m 

て三六輔新書轟轟矛ぞ〉

1:4 IOcm 
L一一一一一一一一一 1 く〉

図200 テラス2・3出土遺物
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第2章茶畑第1遺跡の調査

テラス 2・3 (図199・200 図版49・68)

テラス 2及びテラス 3は調査地東端のE.F3グリッドにまたがって存在する o 切り合いが存在す

るが、調査時点では lつの遺構として掘り下げを行ったため、切り合い関係の確認及び遺物の識別は

出来なかった。

埋土中から出土した遺物の内、土器348~356、石器 S24を図化した。 348~352は弥生時代の妻。

353は弥生時代から古墳時代にかけての時期の輩。 354~356は弥生時代の査である o S24は安山岩製

の石鍛である o

出土した遺物は流入によると推測されるもので、 l点のみ新しい時期を示す353の出土状況が不明

であるため、遺構の時期は時期不明とする。(西日1)

溝2 (図201・202 図版49)

溝 2は調査地東際の平坦部から斜面部への地形変換部である H. 1 4グリッドにまたがって存在す

る。南北方向に伸びるもので、 2本の溝が並行するような形態を呈する o 用途は不明である。

埋土中から出土した遺物の内357・358を図化したが、遺構の時期を判断する資料とは出来ず、遺構

の時期は不明である o 西日1)

溝3 (図203 図版49)

溝3は調査地東際の平坦部から斜面部への地形変換部で、ある E4グリッドに存在する o 東西方向に

伸びるもので、残存長約 4m、最大幅1.12m、検出面からの深さ約0.2mを測る。

埋土中から土器小片が出土したが、いずれの遺物も流れ込みと考えられるものであり、図化出来る

ものもなかった。そのため、遺構の時期を判断することは出来なかった。

56.50m 
A 

出|斗「に』

日 1:80 2m 

56.50m 
A' B B' 

CI掲色粘砂土 ①褐色粘砂土

1:40 1m 
L___一一一一~一一一一一一一一一目--'

図201 溝2

L途上d
358 

1:4 IOcm ， 

図202 溝2出土遺物

1-152 

-----p、

55.90m 

→~こと』

①②  

1:80 2m 

①暗褐色粘性砂質土(地山プロック混)
②黒褐色粘性砂質土(地山ブロック混)

図203 溝3

(西JII)

叶--F=-

工¥111 A 

01:80m  

56.20m 

A ②① A' 

①階褐色粘質土
②黒色粘質土

01:40  1m 

図204 溝4
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56.60m 
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B B' 

54.70m 

C -C' 

①陪褐色粘質土(地山VI層ブロック少量混)
②暗褐色粘質土(地山 \~J習プロック少量混)
③暗褐色粘質土(地山VI層ブロック多く混)
①暗褐色粘質土(地山\~庖フ'ロック j昆)
⑤暗褐色粘質土(地山羽層ブロック少量混)
⑤H音褐色粘質土(地山羽層ブロック混)
⑦暗褐色粘質土(地山VI層プロック少量混)

53.00m 
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図206 溝5出土遺物

溝4 (図204 図版49)

溝 4はH8グリッドに存在する。東西方向に直線的に伸びるもので、全長2.89m、最大幅0.28m、

検出面からの深さはO.l5mを測るO

遺物の出土はなく、遺構の時期を判断することは出来ない。 (西JII)

溝5 (図205・206 図版50・51・68)

溝 5 は調査地南東端斜面部の主に J2~4 グリッドにかけて検出した。平坦部から斜面下部までほ

ぼ直線状に伸びるO 南西側は調査地外になるため全体形は不明である。残存長約21m、最大幅1.8m、

検出面からの深さは最大約 1mを測る。埋土は流れ込みによる自然堆積と推測されるものであるO

埋土中から出土した土器の内359~369を図化したが、いずれの遺物も流れ込みと考えられるもので、

遺構の時期を直接表すものではなく、遺構の時期を判断することは出来なかった。

溝5は区画溝と考えられる。 (西JIl)

溝6 (図207・208 図版52・68)

溝 6は iLJ字状に屈曲する遺構で、 16~H9 グリッドにかけて存在する。全長約37m、幅約0.2

~0.6m、検出面からの深さ約O.l~0.3mで、ある O

埋土中から出土した土器のうち370~373を図化した。いずれの遺物も流れ込みと考えられるもので

あり、遺構の時期を判断することは出来ない。しかし、出土遺物に須恵器が含まれることから、古墳

時代後期を上限とする遺構と考えるo 西川)

OD 
「二言

370 

。 1:2cm

し 仁二J
372 

1:4 10田

図207 溝6出土遺物
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

3. ピット(図209~212 図版69・70)

調査地内からは、 900基以上のピットを検出した。その中には、掘立柱建物に復元できた柱穴も存

在したが、多くはピットの並びゃ形態、などが対応せず、用途を明確に出来ないものであるO 多くは形

態的にも明確な規格性が存在しないもので、いびつな断面形を呈するものである。逆に数は少ないが

弓件 7-1 え374 
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表7 ピット計測表

3哩主主丞
'金一一一
下主主 D 

備考

童子E豆
土
亙/"0';/7互E

3溺ID、Bプロック含む
l綴i君、地出V主導ブロック含む

誠子
I E事IA、地山V隠プロック含む
I隠 A
1隠 C
IE喜IB、地IUV騒プロッ夕、炭化物

ツク含む

ロフク含む
口、ク宮む
口、ク含む

ロヲク含む
百す亨否志
:A、地山V隊プロックを含む
地山VIVIブロック含む

1新 13、地山V溺ブロック含む

1溺IB、池山V綴ブロックを含む

I是認 D 
J!認 D

1綴lJ3， .liliiliV総…ブロック含む

1 
1 感 ID、Cプロック含む H 9 -P17を切る
1溺IJコ、 Cプロック含む
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第2章茶畑第1遺跡の調査

住居の主柱穴と変わらない断面長方形で深さ50cm以上残るようなものなども存在するが、対応するも

のを検出できない場合が存在した。これなどは本来は何らかの遺構の一部を構成する柱穴であったと

推測される。

ほとんどのピットからは遺物が出土しなかったが、少数ではあるが遺物が出土したものも存在する O

図化できたのは土器374~394、石器 S25である。

374~383は弥生土器の輩。 384は鋸歯文が描かれた胴部。 385 ・ 386は脚部。 387は高台を持つ底部。

388~390は弥生時代終末期から古墳時代前期にかけての輩。 391は小型丸底査。 392は須恵器の杯身。

393は円形のカキ目が残る須恵器片。 394は須恵器の高杯脚部。 S25は敵石である。

374~383は弥生時代中期後葉段階。 383~390は弥生時代終末期から古墳時代前期段階。 392~394は

須恵器で古墳時代後期以降の段階である o 西川)

4 町遺構外出土遺物(図213~218 図版70~73)

遺構内出土遺物以外のものについては、遺構外出土遺物として一括してここで述べる。

395は縄文時代の深鉢。 396は外面に円弧状の沈線を描く胴部。 397は外面に縦方向の沈線を数多く

施すもので、管見の限り類例の無い特異な鉢である O 時期不明ながら縄文土器と推測する。 398は突

帯に刻みを施す突帯文土器。 399~417は弥生時代中期から後期にかけての歪である。内面調整が確認

できないものも存在するが、基本的には頚部にハケ目調整が施されている。そのなかで、 399・405は

ケズリ調整となっており、後期前葉に下る可能性がある。 399は口縁部形態が他と異なるものであり、

搬入品の可能性が考えられる。 401~403には円形浮文が貼り付けられる。 418~434は弥生時代の査で

ある。 418~423は複合口縁を呈する査である O それに対し424~433は広口査である。 434は広口査な

いし器台と推測するもので、類似する形態の遺物が竪穴住居2に存在する。竪穴住居2の土器15は透

しが存在するため下半部と判断したが、 434は風化が激しく内面調整が不明であるが透しが存在しな

いため上半部と判断した。 435は頚部に帯状の突帯を貼り付けて刻みを施すもの。 436は無頚査と考え

るものである。 437~441は高杯である。 437~439はわずかに内傾する坪部。 440 ・ 441は多条沈線が施

される筒部である o 442~454は高杯の脚部と考えるものであるが、器台の脚部が含まれる可能性も否

定できない。このうち、 454は5条の沈線聞に綾杉文が描かれ、残存で2条の鋸歯文が認められるも

のである。 455~459は底部であり、平底と高台付きのものがある。 460は器高約 8 cmの小型品で、ある

が、残存部に lつの穿孔が認められ、イイダコ査と考えられるものである o 461は4条の沈線で半円

が描かれるものであるが器種は不明である o 465は鋸歯文の描かれた胴部。 466は分銅形土製品で、遺

存状態は良くないが表面縁辺部には櫛列点文、その内側に竹管文が認められる。 468・469は土師器輩。

470~474は須恵器で、 470は竹管文と複線波状文が施される護ないし査。 471~473は糸切り痕を持つ

平底の杯。 474は高台を持つ杯で、ある O 石器では、 S26~30は石銑。 S 31~33は石斧で、 S32は太形

蛤刃石斧の刃部、 S33は完形の肩平片刃石斧である。 S34は砥石で、使用痕である断面V字状の溝が

複数認められる o S 35は平滑面とほぼ並行する擦痕が残るもので、砥石の可能性が考えられる。 S

36・40は打ち欠け石錘。 S37は石匙、 S38・39・41は石器素材と推測するものo S42~45は敵石、 S

46は石皿である。(西川)
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第 6節 その他の遺構と遺物

表8 竪穴住居計測表

3:1主
規模 oは残存依 I来而 主柱穴長後一深さ(cm)

遺構名 平面形 規模 床凶積 ?まさ 標高 H寺 期 f詰 考
穴数

rrl 
P 1 P2 P3 P4 P5 P6 

m cm m 

塁王穴主主総1 同形 4 (4.0) x (3.5) (9.9) 47 55.1 紘生師寺代中j間後楽 43-33 43-20 50-78 55…70 36-19 28-37 主柱穴4、中央P閥切にお:穴P5・6

竪穴住1舌2 方形状 1 (4.9)X(2.8) (8.5) 80 54.5 弥生1h¥'{'I;中期後葉 52-14i 

竪穴住総4 円牙5 6 3.8 x 3.4 (6.2) 42 46.0 ぬ生l待{trpJ羽後楽 中央P 25-13 23-15 28…13128ー1324-17 床IIfJ中
竪穴住民5 方形状 2.7 x (1.4) (j.9) 35 55.6 弥生時代中j努後楽 一

重差穴住活6b円形 4 3.8 x (2.2) (7.4) 62 55.2 弥生時代中期後楽 29-19 33-44 32-20 40-86 

竪穴住居6a問形 弥生i時代Eド!器後策(?) ー

竪穴住総7 )i形状 1 3.1-1.3 (3.1) 1 42 54.2 弥生時代中期後葉 30-361-

竪穴住厨8b震え六角事 7.2X7.0 (38.8) 24 56.5 弥生時代中期後葉
P6 P7 P8 P9 PlO Pll ヨE柱穴6

6 
50-43 26-40 40…35 46-50 55-88 24…68 中央P周りに柱穴2

塁塁穴住居8a問JE< 5 6.0 x 5.5 25.7 24 56.5 弥生i時代中期後葉 40-65 57-24 45…72 42-27 55-80 
塁王穴住:定i9 務円形状 4 (4.5)X(1.5) (5.4) 4 56.8 弥生時代中期後繋 25-71 31…74 33…66 33-75 感穴住成8に切られる

塁王穴住居10 1百円形状 6 (5.6) x (1.7) (5.1) 7 56.8 弥生時代中JUJ後楽 26-15 28…30 31-21 55-48 26-70 堅苦穴住居9Iこ切られる

室主穴{主主音llb円牙三 5.2 x 4.9 (j6.2) 56.0 弥生時代中期後楽
P1 
42-48 38-66 

P4 P8 P9 主柱穴 4，
4 10 

43-46 45-48 37-43 47-53 中央P周りに柱穴P8，9 

塁王穴住民11a円形 4.6 x (4.5) (]9.0) 10 56.0 弥生時代中JUl後楽
P5 
42-48 38-66 

P8 
P479 -53 
主柱穴4，

4 
45-48 37-43 中央P腐りに柱穴P8，9 

室長穴住際12 長方形 3 3.4X (2.7) 7.3 23 55.7 弥生時代中期 43…18 29…12 22-15 Je;H露外に速なる小ピット多数あり

懸穴住Ji'f13 長方形 2 4.7X3.7 (j3.9) 43 56.0 露生母It喜志議ー古境誇民議認 42-50 25…53 {主活に伴うP無し

イ:40.8 イ.総床間稼

竪穴住脳il4 長方形 “ ワ 8.0 x 5.1 
ロ:27.6 

48 56.0 工守淡時代前JVliin定 62-96 64-80一
ロ.床だけの孤fii

ノ、 8.8 ハ:東側ベッド状遺構の面積

ニ 3.1 ニ.商側ベッド状遺構の稲積

堅苦穴住蔚15 議文五角線 3(4) 4.7 (23.S) 88 55.1 弥生時代終末期 58-41 76…28 54-56 主投穴の 1つi主主埼玉を地外

塁王穴住鼠16 六角形状 6 8.9X8.4 (52.4) 52 55町6 弥生侍ft終末期後葉 40-69 45-70 45-87 48-58 43…75 43-62 主柱穴6，その他中央P周りに校穴4

務穴住底17b

醇
5 6.9X 6.7 33.4 72 55.1 市I即時代前期中紫 58-70 65…65 44-74 33-74 65…501-

堅苦穴住民ー17a 5 6.0 x 5.7 29.3 72 55.1 i'i:t即時代前期rN器?58…70 65-65 44-74 33-74 65…501-
緊穴住蔚18 4 5.6 x 5.5 21.2 46 56.2 E吉I賞l時代後期中葉 48…51 41-51 42-76 43-591-

竪穴住民il9b方形状 3(4) 6.2X (3.9) (18.3) 78 55.4 意生詩武器主題古車持武議議事 53-55 42…60 52-73 主柱穴の 1つは調査地外

援穴住際19aJjJ静止た 3(4) 4.7 (]3.1) 78 55.4 民生母It勢主題ー古壊普段諸問:1- 主役穴の 1つは総資地外

竪穴住駁20 1'1万三 (3.4)x(0.6) (6.9) 44 55.6 I時期不明

竪穴住街21 方形状 (1.3) 44 56.0 l時JVl不明
堅苦穴住居22 1 76 56.0 i時期不明

表9 掘立柱建物計測表

逃 t/li名 梁行(lll]) 十Mf(JHJ) 玉 軸 [偏桜 (rrl) 備 '?t 

綴立校建物1 2 日 N -190-W 30.5 *1 

llll立校建物2 1 2 N -3So-W 20.6 

長目立校建物3 1 2 E -10_ N 8.9 

llll立校建物4 1 3 沢一2S0-W 26.4 

主題立校建物5 凶ワ 2 N -240-W 9.8 

t認立校建物6 1 M ワ N -290-W 22.4 E設内線持校あり

t間立柱建物7 1 ワ“ E -10_ S 4.3 

擬立校E主物8 1 2 N 140-W 9.4 

強!立柱建物9 3 3 N-23。ーもv 28.1 

指i立住建物II 1 ・ワ4 E l3
O
-N 

5762E(45且2) iiおo:~はり間を仕J去切にり計内測のl 面積
擁立柱建物12 2 6 E …40_ S 

掲立柱建物13 l 2 E-270-N 8.1 強iJi:.柱建物12と重複

擬fL柱建物14 l 2 E …22
0
-N 17.8 

掘立柱建物15 1 1 E -25
0
…N 6.6 

綴立柱建物16 1 “ ヲ E -240…N 7.2 

ま思立柱建物17 1 2 E-2 N 9.1 掘立柱建物12と:m:緩

擬立柱建物18 1 2 N-8
0
…E 15.1 

掘立柱建物19 1 “ ワ E -20_ N 7.4 

掘立柱建物20 1 1 お-240-W 5.4 

t時1L柱建物21 1 ワ“ N-SO-W 12.2 

擁立柱建物22 2 2 N-170-W 13.4 

綴立柱建物23 1 1 N -270-W 6.3 

4認立校建物24 3 3 E -190-N 23.2 

jfil立校建物25 1 ヲ- N-40-W 6.2 

擬立校建物26 3※2 4※2 E-410-N 総資地外に外れる

扱立柱建物27 1※2 u詰2 E -300-N 毒事交地外に外れる

長i!立柱建物28 1 2 E -300-N 7 

擬fL柱建物29 l 2 N-230-W  7.5 

樹立柱建物30 1 2 E -260-N 7.7 

t龍王主柱建物31 l 2※3 N…270-W 10.9 

搬立柱建物32 2 3 N-7" …W 15.5 

掘立柱建物33 1 3 N-90-W 16.05 

掘立柱建物34 2 凶ワ N -320-W 12.6 

綴立校建物35 1 2 E -250-S 7.9 

擁立柱建物36 1 1 お-150-W 4.8 

※1身舎の規模を表す。※ 2調査地内での規模。※ 3復原
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第2章茶畑第1遺跡の調査

表10 遺物観察表土器

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (c殴) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器高 内 内 外 率

1 竪穴住居 l 10 54 霊童 02.5) (2.9) 程色 ナデ ナデ 118 口縁外2条の擬凹線

2 竪穴住居 l 10 54 霊童 03.3) 褐灰色 ナデ ナデ 115 
口縁外擬凹線、外面煤付着

(2.0) 内黒斑

3 竪穴住居 l 10 54 発 (1l.7) 浅黄澄色
ケズリ、ハ ハケ、ミガ

1/2 
外口縁に4疑問線、胴部ミガ

(16.2) ケ、ナデ キ キ。内胸下部に指頭圧痕

にぶい黄積一種色 ハケ、ナデ
口縁3条の擬凹線、頚部よ

4 竪穴住居 l 10 54 吉富 07.8) 
(11.8) にぶい黄澄色

ハケ、ナデ
ミガキ

1/2 り下ハケ後ナデ、最大径部
ミガキ。外面煤付着

外口縁 3条擬凹線、頭部以
下ハケの上から波状文、平

5 竪穴住居 l 10 54 5霊 (20.9) 
にぶい褐色 ケズリ、ハ ナデ、ハケ

114 
行凹線、波状文の 3つの施

(22.4) にぶい黄樟色 ケ、ナデ ミガキ 文、最大径部に 6条凹線そ
れ以下に媒付着

内底1/3はケズリ

6 竪穴住居 l 10 54 護 (22.9) (5.9) にぶい樫色 ナデ ナデ 1/4 口縁外3条の擬凹線

7 竪穴住居l 10 三塁 (15.3) (5.6) i主黄控色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 1/2 
口縁外工具によるナデ、ハ

ケ内頚部指押さえ、ナデ

8 竪穴住居 l 10 54 士軍 (31.2) (3.0) i主黄櫨色 ナデ ナデ 1/8 
口縁外円形浮文、斜格子文、

2条擬凹線、指押さえ後ナデ

9 竪穴住居2 12 54 ヨA時間U 03.7) (4.5) 控色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ

10 竪穴住居2 12 54 受 06.7) (6.0) 
灰黄褐色

ナデ ハケ、ナデ 外煤付着
にぶい鐙色

11 竪穴住居2 12 54 宜古E (21.4) (2.5) 糧色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹線

12 竪穴住居2 12 54 宜士E (23.6) (4.0) 
灰黄褐色

ハケ、ナデ ハケ、ナデ 118 
外口縁3条の擬凹線、

黒灰色 内黒斑

13 竪穴住居2 12 54 宜士E (21.0) (3.7) 燈色 ナデ ナデ、ハケ

14 竪穴住居2 12 54 脚 05.3) (2.9) 
灰ー怪色

不明 ナデ
外 3条の擬凹線、刻み目。

灰褐色 赤彩

15 竪穴住居2 12 54 
器台

(16.0) (5.2) 
樟色

ハケ、ナデ ナデ? 1/8 
外国下端部に3条の擬凹線、

脚部 にぶい程色 透し

16 竪穴住居3 13 54 き霊 04.7) (5.0) 授色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 1/10 

17 竪穴住居3 13 54 護 08.11 (4.1) 4登色 ナデ、ハケ ナデ、ハケ 1/8 口縁外2条の擬凹線

18 竪穴住居4 15 54 5遅 (16.8) (9.2) 授色 不明 ハケ 1/3 
外口縁に円形i芋文、斜格子
文胴12条沈線・斜裕子文

外臼縁擬凹線、期jみ目、主耳

19 竪穴住居4 15 54 王室 05.2) (11.3) ま登色 ハケ、ナデ ハケ 1/3 部ハケ・擬凹線、屑昔日ハケ
内頚部指押さえ後ナデ

20 竪穴住居5 17 きE (13.3) (3.0) にぷい黄按色 ナデ ナデ 1/8 口縁外I条の擬凹隷

21 竪穴住居5 17 55 き霊 (17.8) (3.0) 校色 ナデ ハケ、ナデ 口縁外2条の擬凹線

22 竪穴住居5 17 55 王室 (19.8) (2.2) 授色 ナデ ナデ
外口縁2条擬凹線
童日部貼付突帯

23 竪穴住居5 17 55 き霊 09.0) (2.5) 授色 ナデ ハケ 1/12 外ロ縁4条擬凹線。内煤付着

ケズリ、ナ
口縁穿孔 (外→内)、 句条口縁擬

24 竪穴住居5 17 55 査 (9.5 ) (6.0) 灰赤褐色 ハケ、ナデ 上端 I条沈線、口縁2
フー

凹線、問突帯部、刻み目

25 竪穴住居6 19 55 婆 02.2) (4.5) 黄褐色 ナデ ナデ 1/4 

26 竪穴住居6 19 55 霊童 03.2) (5.5) 桜色ー灰褐色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ

27 竪穴住居6 19 55 底部 (6.0) (4.3) 
Lこぶい控色

ナデ
ケズリ、ミ

外底部ケズリ
にぶい黄櫨色 ガキ

28 竪穴住居6 19 55 土製品
孔径 長さ 中高

灰褐色 分銅形土製品
3.5 3.0 

29 竪穴住居6 19 55 土製品 0.55 3.8 3.5 E疋黄褐色 土玉

30 竪穴住居6 19 55 土製品 0.55 3.2 3.0 土玉、欠損あり

31 竪穴住居7 21 55 発 (16.8) (2.3) にぶい褐色 ナデ ナデ 口縁外2条の擬凹線

32 竪穴住居7 21 55 ~ 07.4) (1.6) 後色 ナデ ナデ 口縁外2条擬凹線、煤付着

ケズリ、ナ ナデ、ミガ
外口縁J:.端2条擬凹線、口

33 重量穴住居7 21 55 碗 05.7) (5.7) にぶい樫色 縁上部 3条擬凹線、胸部4
ア キ

条f疑問線。内工具ナデ

34 竪穴住居7 21 55 脚 (23.5) (3.7) ケズリ ナデ
外下端側面1各々 2条擬凹線

外商赤彩
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第6節 その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器品 内 内 外 率

35 竪穴住居7 21 69 不明 (2.4) 黒褐色 不明 不明

36 竪穴住居8 24 55 3童 (11.9) (2.2) 浅澄色 ナデ ナデ 119 臼縁外3条の擬凹線、煤

37 受穴住居8 24 55 3霊 (13.5) (3.7) 桜色 不明 ナデ 117 口縁外2条沈線

38 竪穴住居8 24 55 言霊 04.2) (3.0) ま霊色 ハケ、ナデ ナデ 118 外口縁3条擬凹線、頭部煤

39 竪穴住居8 24 55 霊童 06.7) 0.8) にぶい賛程色 ナデ ナデ 1/12 外口縁3条擬凹線

40 竪穴住居8 24 55 塁悪 02.4) (7.9) 浅黄色 ナデ ハケ、ナデ 115 外ロ縁3条沈線

41 竪穴住居8 24 55 霊童 04.0) (7.7) 淡黄色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 1/5 外口縁3条it線、服部煤

42 竪穴住居8 24 55 楚 (12.8) 05.2) にぷい程色
ケズリ、ナ

ハケ、ナデ 112 
外口縁2条擬凹線、胴下部

テ2 煤付着

43 竪穴住居8 24 56 E聖 (2日.7) (24.8) 黄灰色 不明 ハケ、ミガキ 114 外口縁4条沈線胴下部煤

44 竪穴住居8 24 55 11i! (20.0) (2.8) にぶい賞褐色 ナデ ナデ 1116 口縁外3条擬凹線、斜格子文

45 竪穴住居8 24 55 宜士E (24.6) (2.1) 浅黄櫨色 ナデ ナデ 118 
口縁外3条擬凹線
内口縁上端波状文

46 竪穴住居8 24 不明 04.8) (2.0) にぷい黄積色 ナデ ナデ 1116 高杯?内外各々 2条i't線あり

47 竪穴住居8 24 55 均:身 05.4) (3.0) 
赤褐色

ナデ ナデ 1116 
外6条擬凹線

浅黄樫色 内上端部2条擬凹線

48 竪穴住居8 24 55 脚部 04.5) (3.0) 程色 ナデ 不明 116 外下端かすかに沈線残る

49 竪穴住居8 24 55 底部 (8.0) 0.5) i炎樟色 ケズリ、ナデ ナデ 113 内底部粘土つなぎ痕あり

50 竪穴住居8 24 55 底部 (5.3) (4.3) 黄櫨色 ケズリ、ナデ ナデ 112 内工具による押さえナデ

51 竪穴住居8 24 55 底部 (5.9) (8.0) にぶい黄色 ケズリ ミガキ 内底部に指押さえ

52 
竪援穴穴住住居居19o II 227 9 

56 雪量 12.0 22.5 にぶい樫色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 112 外口縁3条擬凹線、胴部;煤

53 55 言語 06.3) (2.0) 澄色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹線

54 重苦穴住居10 29 55 不明 06.8) (2.0) 淡黄櫨色 ナデ ナデ 皿か?外3条の擬凹線

55 笠穴住居11 32 56 護 04.0) (2.4) にぶい黄澄色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹線

56 疑穴住居11 32 56 墾 05.6) (3.9) にぶい黄授色 ケズリ、ナデ ナデ 臼縁外2条の沈線

57 竪穴住居11 32 56 き塁 (20.0) (9.8) 燈色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 口縁外3条の沈線

外口縁3条擬凹線後刻み目、

58 竪穴住居11 32 56 !l! 02.0) (10.0) 
明黄褐色 ケズリ、ハ

ハケ、ナデ 胴ハケ、ヘラ状工具による
にぶい貧燈色 ケ、ナデ

tJJみ目

59 竪穴住居11 32 56 底部 (6.7) (5.4) 
黒褐色 ケズリ、ナ

ミガキ
にぶい黄程色 ア

60 竪穴住居11 32 56 底部 (8.2) (3.9) 
黄程色

ケズリ
ナデ、ミガ 外側面ミガキ、底ナデ

色 キ 内不定方向のケズリ

61 竪穴住居12 35 57 5霊 (8.8) (3.0) 澄色 ハケ、ナデ ナデ 外ロ縁2条の擬凹線

62 竪穴住居12 35 57 古宝E (7.4) (4.8) 
明黄褐色

ナデ ハケ、ナデ 口縁外3条の擬凹線
i支黄程色

63 竪穴住居12 35 57 塁塁 04.0) (4.2) 明黄褐色 ナデ ナデ 日縁外3条の平行it線

64 竪穴住居12 35 57 霊童 10.8 4.8 18.6 明黄褐色
ケズリ、ハ ハケ、ナデ、 外口縁3条擬凹線、厚く煤付
ケ、ナデ ミカーキ 若。内頚部ハケ、下部ケズリ

ケズリ、ハ ハケ、ナデ、
外煤、口縁 3条平行沈線

65 堅苦穴住居12 35 57 き語 04.3) (24.6) 明黄褐色
ケ、ナデ ミガキ

内口縁ナデ胴ハケ、ハケナ

デ消し。胴下部ケズリ

ケズリ、ハ
外臼縁 3条平行沈線、胴部

66 竪穴住居12 35 57 き霊 06.4) (19.7) にぶい黄程色
ケ、ナデ

ハケ、ナデ 以上煤付着。内口縁・頭部

ナデ頭部以下ハケ・ケズリ

67 竪穴住居12 35 57 査頚部 (6.6) 
にぶい賞程色

ハケ ハケ、ナデ
明黄褐色

68 竪穴住居12 35 57 
高均:脚

03.8) (5.0) 
明赤褐色

ケズリ ナデ
外5条it線、下端 1条擬凹

剖i にぶい黄櫨色 線、赤彩

69 竪穴住居12 35 57 底部 (8.0) (7.6) 
黄樫色 ケズリ、ナ

ナデ
にぷい黄程色 ア

70 竪穴住居12 35 57 底部 (5.2) (4.1) 
にぶい黄程色 ケズリ、ナ

ミガキ
内側面は上方へのケズリ、

経色 ア 底ナデ

71 掘立柱建物 1 37 57 鉢 (3.7) 
にぶい黄澄色

刻み目 条痕 縄文土器
灰黄褐色

72 擁立柱建物 l 37 57 護 (16.0) (2.9) 4登色 ナデ 1112 
外口縁3条擬凹線、頭部地

ナデ fす5達者?

73 擁立柱建物 I 37 57 受 07.3) (3.1) 澄色 ナデ ナデ 1/6 
外口縁4条擬凹線、頚部貼
イす突千百
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

No. 遺構・層位
図 図版

器稜
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器品 内 内 外

寸町会ーす

74 掘立柱建物 l 37 57 き霊 (15.8) (3.8) 浅黄櫨色 ナデ ナデ 114 
外口縁沈線上に刻み目、 E事
音F>JI占fす突術

75 掘立柱建物 l 37 57 査 (16.8) (1.3) 鐙色 ナデ ナデ
外口縁上部と下部各々 1条
擦問線。内口縁3条擬凹緑

76 掘立柱建物 I 37 57 宜士E (16.2) (3.0) 糧色
ケズリ、ナ

ハケ、ナデ 118 
口縁外2条擬凹線。口縁内

デ 上織に7条の擬回線

77 掘立柱建物 2 39 58 高杯 (3.8) 
浅黄ー赤色

シボリ目 ナデ 114 筒部、外5条擬凹線、赤彩
黄灰色

78 掘立柱建物2 39 58 底部 (7.0) (3.5) 
淡黄糧色

ケズリ ナデ 112 
外は胴部・底部ともにナデ

にぶい黄程色 内上方向へのケズリ

79 掘立柱建物3 41 58 脚部 (16.0) (7.5) 
i炎者登色

ケズリ ナデ
外2組の4条it線、その1mに

援色 終格子文、かすかに赤彩痕

80 掘立柱建物4 45 58 底部 (5.5) (5.9) にぶい黄樫色 ケズリ ナデ、ミガキ 1/4 

81 掘立柱建物 5 45 楚 (16.2) (4.7) 浅愛媛色 ナデ ハケ、ナデ 114 外口縁擬凹線、頭部突帯貼付

82 掘立柱建物 5 45 58 底部 (10.5) (2.9) 明黄褐色 ケズリ ナデ 115 外4条の擬閲線、下端部品町時?

83 掘立柱建物6 47 58 戎d民互4 (13.5) (1.4) 
褐灰ーにぷい黄宿一

ナデ ナデ 118 
口縁外3条の擬凹線、煤付

灰黄褐色 務

84 掘立柱建物6 47 58 霊童 (15.5) (1.4) 程色 ナデ ナデ 1/8 口縁外擬凹線、煤付潜

85 土坑I 49 58 宜官E (19.7) (1.8) 鐙色 ナデ ナデ 口縁外2条の擬凹線

86 土坑2 50 受 (15.7) (1.5) 権色 ナデ ナデ 1115 口縁外2条の擬回線

87 土坑2 50 58 E霊 (19.6) (2.9) にぶい黄樺色 ナデ ナデ 口縁外4条の擬凹線

88 土坑2 50 58 不明 (14.0) (1.5) 
灰黄褐色

ナデ ナデ 胸部か?
にぶい樟色

外口縁3条it線施文後工具
89 土坑3 53 58 き霊 (20.6) (3.0) ま宣色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 118 による刻み目、頚部突帯貼

付後ナデ

90 土坑4 55 58 斐 (11.3) (1.6) ま登色 ナデ ナデ 日縁外2条の擬凹線

91 土坑5 57 58 斐 (8.5) (1.1) 後色 ナデ |ナデ 口縁外1条の擬凹線、主IJみ目

92 土坑5 57 58 受 (9.7) (2.0) 務色 ナデ ナデ 口縁外1条の擬凹線

93 土坑5 57 58 査 (16.0) (2.9) 綴色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 口縁外2条の擬凹線

94 土坑5 57 58 無頚査 (11.9) (3.4) 淡黄色 ナデ ナデ 外7条の擬凹線

95 土坑5 57 58 底部 (4.4) (6.0) 
累褐色

ケズリ ミガキ
灰黄褐色

96 土坑6 59 58 E語 (16.4) (1.5) 授色 ナデ ナデ 口縁外3条のit線

赤褐色
外口縁3条擬凹線上刻み目、

97 土坑7 61 58 3霊 (l3.0) (2.3) 
淡黄色

ナデ ナデ 頭部貼付突帯(つぶした様

な形)、赤彩

外口縁 3条擬凹線上円形i手

98 土坑7 61 58 5!!i (19.8) (3.2) にぶい賞控色 ナデ ナデ
文・ヘラ状工具の刻み目、

議1部貼付突帯{つぶした様
な形)

99 土坑7 61 底部 (9.0) (1.5) 極色 ケズリ、ナデ ナデ、ミガキ

100 土坑8 63 59 言語 (5.9) 灰褐色 ケズリ、ナデ
ハケ、ナデ、 口車数ト1条擬凹線、内上端つぶ

(10.2) ミガキ れ・ 1条擬凹線、タ同国部累斑

101 土坑8 63 59 護 (14.7) (5.0) にぶい程色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ

102 土坑8 63 59 き霊 (14.0) (6.4) にぶい黄控色 ハケ、ナデ ナデ 外喜買部以下工具によるナデ

103 土坑8 63 59 受 (14.7) (1.9) にぶい澄色 ナデ ナデ 118 口縁外3条の擬凹線

104 土坑8 63 整 (15.7) (1.2) にぶい鐙色 ナデ ナデ 1114 
外口縁2条の擬凹線、野i部
煤付着

105 土坑8 63 59 霊童 (18.0) (2.9) にぶい黄櫨色 ナデ ナデ 1/8 内外煤、口縁外2条擬凹線

106 土坑8 63 59 き霊 (16.7) (8.0) にぶい程色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ
外口縁2条擬凹線、胴煤付着

内一部ケズリが上部に及ぶ

107 土坑8 63 59 き語 (16.2) (9.0) 緩色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 口縁外1条の擬凹線

108 土坑8 63 59 き霊 (16.7) (9.5) 赤鐙色
ケズリ、ハ

ハケ、ナデ
外口縁 2条擬凹線。内類部

ケ、ナデ 以下極めて雑なハケ

109 土坑8 63 59 5!!i (19.1) (3.5) 灰賞褐色 ナデ ハケ、ナデ
外口縁3条擬凹線、頭部員占
付突帯に刻み目

110 土坑8 63 59 5霊 (27.7) (3.0) にぶい桓色 ナデ ナデ
外口産量3条擬凹線施文後ミガ

キと刻み目、頚部貼付突帯

111 土坑8 63 き語 (19.8) (7.8) 澄色 ハケ、ナデ
ナデ、ミガ 外口縁3条の擬凹線、頭部
キ、ハケ 員占付3足者?をミガキ
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第 6節その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器局 内 内 外 ー詰←ズ

112 土坑8 63 59 査 (20.9) (9.3) 後色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 口縁外j面3条の擬凹線

113 土坑8 63 59 無頚査 00.0) (3.4) にぷい黄樟色 ナデ ナデ 1/8 
焼成前阿国穿孔

外6条擬凹線

114 土坑8 63 59 無頚査 04.1) (7.0) にぷい黄桂色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 4/10 
穿孔、外6条の擬凹線、材
状i手文が縦に3条

115 土坑8 63 59 5語 (45.0) (5.4) 灰褐色 ハケ
ナデ、 ミガ 外口縁ミガキ後斜格子文、

キ 主H剖:指頭圧痕

116 土坑8 63 59 宜守E (8.6) 
にぶい賞褐色

ハケ ハケ 1/12 外車詫に貼付後指つまみ
明黄褐色

117 土坑8 63 59 高杯 07.7) (3.0) 灰糞褐色 ナデ、ミガキ ナデ 外t'J;付着、口縁3条擬凹線

118 土坑8 63 59 底部 (6.8) (4.0) E正賞褐色
ケズリ、ナ ハケ、ミガ

外底部ケズリ後粗いナデ
ア キ、ナデ

119 ニヒ坑8 63 59 底部 (9.5) (2.5) 緩急 ケズリ、ナデ 不明 外風化のため調整不明

120 土坑9 65 58 謹 (20.3) 0.6) 桜色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹線

121 土坑9 65 58 宣言 (23.7) (2.4) 糧色 ナデ ナデ 1/8 
外口縁5条it線
内上繍波状文

122 土坑10 67 58 き盟 04.2) (1.8) にぶい賞授色 ナデ ナデ 1/12 口縁外3条の擬凹線、外関燦

123 テフス 1 69 58 ~ (10.6) (2.3) 浅黄糧色 ケズリ、ナデ ナデ 1/6 

124 アラス l 69 58 玉喜 (13.4) (5.9) にぷい黄糧色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 1/4 口縁外2条の擬凹親

125 テラス 1 69 58 ~ (15.2) (6.3) 程色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 1/6 口縁外2条の擬凹貌

126 テラス l 69 58 ヨJ地~ (13.0) (2.5) i主賞援色 ナデ ナデ 1/8 口縁外3条の擬凹線

127 テラス l 69 58 言語 03.8) 0.8) 浅黄程色 ナデ ナデ 1/8 
外ロ縁2条綴凹線
外面頭部煤付着

128 テラス l 69 ~ (13.8) (1.3) ま登色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹親

129 テフス l 69 58 受 05.3) (3.5) 茶褐一黒色 ナデ ナデ 1/12 口縁外2条の擬凹線

l30 テラス 1 69 58 棄 07.7) (2.2) 浅賞授色 ナデ ナデ 1/6 外全体に煤、口縁4条擬的事息

131 テラス 1 69 58 楚 (20.4) (2.2) 糧色 ナデ ナデ 1/9 
外口縁3条擬凹線、I'Jl部鮎
fす突干苦

132 テラス l 69 翌 (3.7) 明黄褐色 ナデ ナデ 外口縁に沈線、頭部に主IJみ日

133 テラス 1 69 58 不明 (17.3) (2.8) にぶい黄櫨色
ケズリ、ナ

ナデ 1/9 
外口縁5条凹線上円形i手文と

ア 刻み目。内上端部に凹線?

134 テラス l 69 58 ~ (44.6) 0.5) 灰褐色 ナデ ナデ 1/12 臼縁外斜行するハケ

135 土坑11 72 5霊 01.6) (1.5) 授色 ナデ ナデ 口縁外2条の沈線

136 土坑11 72 60 3草 04.5) (2.0) 淡程色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬凹線

137 土坑11 72 60 き霊 08.4) (3.0) にぷい桜色 ナデ ナデ
外口縁4条沈線、類部貼付
突ず庁

l38 土坑11 72 60 現J地~ (19.0) (2.8) にぷい樟色 ハケ ハケ、ナデ
臼縁外および上端部に各々

2条擬凹線

139 土坑11 72 60 言語 02.0) (5.5) 灰黄褐色
ケズリ、ミ

ナデ
外口縁3条擬凹線、頚部刻

ガキ み目

140 土坑11 72 60 至5 (14.7) (3.3) 灰褐色 ナデ、ハケ ナデ 臼縁外4条沈線、

141 土坑11 72 60 整 04.6) (3.4) 褐色 ケズリ、ミガキ ナデ 口縁外5条沈線

142 土坑11 72 60 霊童 (14.7) (3.5) 
褐色 ケズリ、ナ

ナデ
日縁外4条擬凹線

黄褐色 デ、ミガキ 外面煤付着

143 土坑11 72 60 5霊 05.4) (4.1) 澄色 不明 ナデ 臼縁外5条のit線

144 土坑11 72 5語 (17.2) (4.3) 
灰一極色 ケズリ、ミ

ナデ
外口縁日条平行it線、頭部

赤褐一極色 ガキ 刻み目

145 土坑11 72 60 霊童 05.7) (5.7) 淡黄色
ケズリ、ナ

ナデ
外口縁5条沈線、頭部刻み

デ、ミガキ 日

146 土坑11 72 60 喜重 06.7) (3.7) i炎授色 不明 ナデ
外口縁4条以上擬凹線、生装
付着

147 こt坑11 72 査 (5.4) 鐙色 ケズリ ナデ 外頭部刻み目

灰一極色 ケズリ、ナ ナデ、ミガ
外口緑 4条擬凹線、筒部ミ

148 土坑11 72 60 器台 (21.6) 07.1) 
程色 デ、ミガキキ

ガキ、 3方向穿孔
内上鏑1条凹線

149 土坑11 72 把手 (6.3) 極色

150 土坑11 72 60 底部 (6.0) (5.0) 
灰赤ーにぶい控色

ケズリ
ケズリ、ミ

灰ーにぶい糧色 ガキ

151 竪穴住居13 75 61 宜世E (20.2) 0.9) にぶい糧色 ミガキ ハケ、ナデ 口縁外3条の擬凹線
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器高 内 内 外 率

152 竪穴住居13 75 61 脚部 (16.0) (3.4) 
灰褐色 ケズリ、ナ

ナデ
にぶい桂色 ア

153 竪穴住居13 75 61 受 (2.6) 淡燈色 ナデ ナデ

154 竪穴住居13 75 61 霊E (3.2) 怨色 ケズリ、ナデ ナデ

155 竪穴住居14 77 61 言語 (15.7) (15.2) 校色
ケズリ、ナ

ハケ、ナデ
外屑音s刻み目・ハケ、士業付

T 着。内胴下部指頭庄痕

156 竪穴住居14 77 61 低脚杯 (16.11 (4.9) (4.6) 
事登色

ミガキ ナデ 口縁上摘を平坦化している
明主主褐ー樫色

157 竪穴住居14 77 61 高均: (1l.8) (5.2) 後色 ナデ ハケ 外不定方向のハケ

158 竪穴住居14 78 61 主主 (12.8) (3.8) 灰褐色 ナデ ナデ

159 竪穴住居14 78 61 高杯 (14.4) (3.5) 主登色 ナデ ナデ 高杯受部

160 竪穴住居14 ‘ 78 61 低脚杯 (14.4) (3.9) (3.6) 
程色 ミガキ、ナ

ハケ、ナデ
内上部ミガキ後ナデ消し

赤控色 ア 内面赤彩

161 竪穴住居14 78 61 低脚杯 (8.6) (2.2) 控色 ナデ ナデ 低閥均tの胸部

162 竪穴住居14 78 61 楚 (9.7) (3.0) 賞褐色 ナデ 不明

163 竪穴住居14 78 61 楚 (16.0) (1.9) 樟色 ナデ ナデ 口縁外2条擬世i線

164 竪穴住居14 78 61 努 (10.4) (4.0) にぶい控色 ケズリ、ナデ ナデ

165 竪穴住居14 78 61 把手
最長 申百 厚

程色 ナデ ナデ i湾総取り付け部は欠損
5.8 1.7 

166 .竪穴住居14 78 61 議 (10.0) (3.2) にぶい黄樫色 ハケ、ナデ ナデ 内ハケ後粗いナデ消し

167 竪穴住居14 78 61 き霊 (15.3) (4.3) 
灰黄褐色 ケズリ、ナ ナデ、 ミガ

外口縁下部、頭部にミガキ
樟色 ア キ

168 竪穴住居14 78 61 ~ (1l.4) (4.l) にぶい黄桂色 ケズリ、ナデ ナデ

169 竪穴住居14 78 61 楚 (1l.2) (3.11 にぷい樫色 ナデ ナデ

170 竪穴住居15 80 62 5盟 (15.7) (6.5) 授色 ケズリ、ナデ ナデ 外煤付着

171 竪穴住居15 80 62 要 (19.5) (4.0) にぷい黄櫨色 ナデフ ナデ? 風化のため調整不明瞭

172 竪穴住居15 80 62 き語 (20.0) (6.3) にぶい黄褐色 ケズリ、ナデ ナデ 113 外煤付着。内頭部工具ナデ

173 竪穴住居15 80 62 霊童 (22.3) (6.2) I浅黄燈色 ケズリ、不明 ハケ、ナデ 114 

174 竪穴住居15 80 62 主主 (22.5) (5.3) 沃貧褐色 ナデ ナデ 1115 

175 竪穴住居15 80 62 費 (13.5) (4.1) にぶい黄褐色 ケズリ、ナデ ナデ 115 外煤付着、粘土つなぎ痕

176 竪穴住居15 80 62 言語 (13.11 (4.2) 浅業主登色 ナデ ナデ 118 外函煤付着

177 竪穴住居15 80 62 護 (15.4) (3.9) 灰黄褐色
ケズリ、ハ

ナデ
ケ、ナデ

178 竪穴住居15 80 62 言語 (16.9) (4.9) 
字詰灰色 ケズリ、ナ

ナデ 1112 
にぶい黄糧色 ア

179 竪穴住居16 83 62 宝士E (17.8) (1.8) 明赤褐色 ナデ ナデ 1120 
口縁外4条擬凹線上に円形
i字文と刻み目、外面赤彩

180 竪穴住居16 83 調.... (13.7) (4.7) にぷい黄糧色 ナデ ナデ 1110 外煤付着。内頚部指押さえ

181 竪穴住居16 83 62 翠 (12.5) (2.9) 鐙色 ナデ ナデ 116 

182 竪穴住居16 83 62 楚 (1l.9) (4.l) 糧色 ケズリ、ナデ ナデ 114 内頭部以下ケズリ

183 竪穴住居16 83 62 3富 (12.4) (3.4) 
桂色

不明 ナデ 1/8 
外煤付着

黄櫨色 内風化のため調整不明

184 竪穴住居16 83 62 斐 (12.6) (6.0) にぶい黄鐙色 ナテミケズリ ナデ、 ミガキ 114 外煤付着、口縁下摘it線つ

185 竪穴住居16 83 62 ~ (12.7) (3.7) にぶい黄樫色 ナデ ナデ 118 

186 竪穴住居16 83 62 5草 (12.8) (4.3) にぷい樟色 ケズリ、ナデ 不明 114 外風化・剥Og注調整不明
187 竪穴住居16 83 62 霊童 (13.3) (3.6) 桂色 ナデ ナデ 114 口縁外一部剥離

188 竪穴住居16 83 き霊 (5.8) 澄色 ケズリ、ナデ 不明 112 口縁上端は摩滅している

189 竪穴住居16 83 62 5霊 (13.7) (4.2) にぶい黄樫色 ケズリ、ナデ ナデ 1110 

190 竪穴住居16 83 62 主主 (14.2) (5.0) にぶい賞樫色 ケズリ、ナデ ナデ 119 

191 竪穴住居16 83 62 ~ (14.9) (5.6) 
にぶい黄澄色

ケズリ、ナデ ナデ 1112 口縁上端部下わずか凹む
にぶい鐙色

192 竪穴住居16 83 62 墾 (14.5) (4.2) 浅黄櫨色 ケズリ、ナデ ナデ 116 外国煤付着

193 竪穴住居16 83 62 護 (15.5) (3.9) にぷい黄樟色 ナデ ナデ 1112 

194 竪穴住居16 83 62 (3.2) i炎滋色 ケズリ、ナデ ナデ 118 

195 竪穴住居16 83 (4.7) にぶい程色 ケズリ、ナデ ナデ 1/8 外燦{ナ主主

196 竪穴住居16 83 5草 (17.0) (5.7) にぷい糧色 ケズリ、ナデ ナデ 1110 外層部かすかにハケメ

197 竪穴住居16 83 62 護 (17.8) (7.3) 澄色 不明 ナデ、ハケ 115 外煤付着

198 竪穴住居16 83 63 斐 (12.11 (9.9) にぶい黄程色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 114 外胴上部波状文、一部黒斑

199 竪穴住居16 83 63 護 (15.4) (10.0) i炎貧色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 114 外潟部縦ハケ後波状施文

200 竪穴住居16 83 63 き草 (16.0) (11.8) にぶい黄櫨色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 113 外全体然、府詐紬ハケ・主tlみ目
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第6節 その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (c皿) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器局 内 内 外 率

201 堅苦穴住居16 83 62 き霊 04.1) (4.7) i支黄樟色 ケズリ、ナデ ナデ 116 

202 竪穴住居16 83 62 3設~ 05.5) (4.9) 
程色 ケズリ、ナ

ナデ 118 外煤付着
にぶい褐色 テ2

203 竪穴住居16 83 63 斐 06.2) (7.2) 澄色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 113 外胴上部横ハケ、波状文

204 竪穴住居16 83 主題 09.5) (5.2) i支賞糧色 不明 不明 1/8 口縁上端平坦、上部内に問み

205 竪穴住居16 83 63 事J砥U 03.4) (9.8) 澄色
ケズリ、ナ

ハケ、ナデ
外1百郊にま(1]み目、胸部細か

ア いハケ

206 竪穴住居16 83 63 現~ 02.2) (3.5) にぶい黄櫨色 ケズリ、ナデ ナデ 117 外口縁粗いナデ

207 竪穴住居16 83 き霊 04.8) (4.0) にぶい黄程色 ケズリ、ナデ ナデ 1120 外I面煤付着

208 竪穴住居16 84 63 5霊 05.4) (4.1) 褐灰色 ケズリ、ナデ ナデ 114 内外工具によるナデ

209 竪穴住居16 84 63 長頚登 00.2) (7.1) にぶい賞桂色 ナテr ナデ 1/4 頭部上端内側に屈llll

210 竪穴住居16 84 63 器台 (22.8) (6.5) にぶい程色 ケズ1人 ミコザヰ ナデ 116 器台受部

211 竪穴住居16 84 63 高杯 26.6 (6.6) にぷい黄控色 ミガキ ハケ、ナデ 111 上部ナデ下部ハケメ

212 竪穴住居16 84 63 
鼓形
(20.0) (6.6) 積色

ミガキ、ナ ミガキ、ナ
112 

器台 ア フー

213 竪穴住居16 84 63 
鼓形
09.0) (4.8) 程色

ケズリ、ナ ミガキ、ナ
112 
内右斜め横ケズリ後工具に

器台 デ、ミガキ フー よるナデf

214 竪穴伎殿16 84 63 高杯 11.7 (8.9) 澄色
ケズリ、ナ

ハケ 111 内下端工具によるハケ
デ、ハケ

215 竪穴住居16 84 脚部 6.9 (1.9) 淡黄色 不明 ナデ 3/4 {民胸均:の胸部

216 竪穴住居16 84 高杯 05.9) (2.0) i茸黄櫨色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 115 腕部、内工具によるナデ

217 竪穴住居16 84 脚部 06.5) (2.7) にぷい寅褐色 ケズリ、ナデ 不明 1/5 外調毅不明瞭

218 竪穴住居16 84 碗 06.0) (6.4) にぷい賞褐色 ケズリ ハケ、ナデ 117 外面煤付着

219 竪穴住居16 84 63 杯蓋 04.7) (2.3) 青灰色 ナデ ナデ 1111 須恵器

220 竪穴住居16 84 杯蓋 (14.0) (3.2) 青灰色 回転ナデ 回転ナデ 117 外回転へラケズリ、須恵、器

221 竪穴住居16 84 63 杯身 (4.2) 
浅黄程色 回転ナデ、 回転ナデ、

116 須m器
灰色 ナデ ナデ

222 竪穴住居17 87 63 婆 02.5) (5.8) 
浅黄色

ナデ ハケ、ナデ
外口縁3条の擬凹線

浅黄櫨色 外l!il煤付着

223 竪穴住居17 87 63 受 06.5) (2.3) 
明黄褐色

ナデ ナデ 口縁外3条の擬問線
浅黄樫色

224 竪穴住居17 87 63 斐 02.5) (2.0) にぷい黄糧色 ケズリ、ナデ ナテr 口縁外4条の擬凹線

225 竪穴住居17 87 63 き語 04.6) (4.2) 
にぶい黄色 ケズリ、ナ

ナデ 外煤付着、口縁2条のit線
明黄褐色 ア

226 竪穴住居17 87 63 E霊 (8.9) (5.8) 明黄褐色 ケズリ、ナデ ナデ 外煤付翁、口縁1条擬凹線

227 竪穴住居17 87 64 高杯 (3.9) 
賞積色

ハケ、ナデ ナデ 1/6 
高杯脚官官外5条の擬問線・

黒色 斜格子文・赤彩

228 竪穴住居17 87 64 高杯 01.7) (2.8) にぶい黄桜色 ケズリ、ナデ ナデ 潟珂:脚部、外4条の擬凹線

229 竪穴住居17 87 64 高杯 04.1) (2.0) 明黄褐色 ケズリ ナデ 脚部外3・2条擬凹線、赤彩

230 竪穴住居17 87 63 墾 (12.2) (3.7) 
浅黄一種色 ケズリ、ナ

ナデ 内赤彩か?
糧色 ア

231 竪穴住居17 87 63 3草 02.5) (4.3) 明黄褐色 ナデ、不明 ナデ 外聞煤付着

232 竪穴住居17 87 63 霊童 03.0) (5.1) にぶい黄糧色 ケズリ、ナデ ナデ 内外煤付着

233 竪穴住居17 87 63 き語 03.0) (6.0) i炎黄樫色 ケズリ、ナデ ナデ 外媒付着

234 竪穴住居17 87 63 主題 04.0) (5.4) 浅黄色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ

235 竪穴住居17 87 63 墾 05.0) (3.9) にぶい黄櫨色 ナデ、 ミガキ ナデ 内外煤付着

236 竪穴住居17 87 調-"" 05.5) (6.0) i炎程色 ケズリ、ナデ ナデ、不明

237 竪穴住居17 87 63 現.<之s 04.6) (4.7) 
淡賞褐ー黒色 ケズリ、ナ

ナデ 外煤付着、頚部に工具痕
燈色 ア

238 竪穴住居17 87 64 瑠Aミ4 01.5) 06.2) 
糧明黄褐色 ケズリ、ナ

ハケ、ナデ
明黄褐色 デ指頭圧痕

239 竪穴住居17 87 64 き霊 06.2) (24.4) 明黄褐色
ケズリ、ナ

ハケ、ナデ
デ指頭圧痕

240 竪穴住居17 87 63 5苦 00.3) (5.3) 澄色
ケズリ、ハ ハケ、ナデ、
ケ ミガキ

241 竪穴住居17 87 64 宜士E (20.8) (5.2) にぶい賞積色 ナデ ナデ

242 竪穴住居17 87 64 王星 (25.3) (5.2) にぶい黄櫨色 ミガキ、ナデ ミガキ、ナテr 内外煤、口縁外下部工具痕

243 竪穴住居17 87 64 高杯 01.1) (4.6) 
援にぶい黄櫨色

ナデ ナデ
褐灰色
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法;量 (crn) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器高 内 内 外 率

244 竪穴住居17 87 64 品杯 (11.1) (7.2) 淡授色 ケズリ ハケ 114 外細かいハケ、筒部32存

245 竪穴住居17 87 高杯 (1l.3) (3.2) にぶい黄程色 ハケ ハケ 1/3 脚部、外脚下務部調整不明

246 緊穴住居17 87 低腕i向: (7.5) (2.8) 賞授色 ナデ ナデ 低脚杯脚部

247 竪穴住居17 87 f民脚杯 (6.6) (2.3) 賞樫色 ナデ ナデ 受奇1;成はミガキ

248 竪穴住居17 87 64 把手 赤色 ミガキ 把手径は2.3cm

249 掘立柱建物7 90 64 言語 (19.8) (4.3) 灰黄褐色 ナデ、ケズリ ナデ 外煤付着、口縁上認i平盟関

250 掘立柱建物 7 90 64 き語 (18.9) (4.7) 灰褐色 ナデ、ケズリ ナデ 口縁上翁1条の沈線、外煤付着

251 土坑12 93 64 主題 (10.8) (3.7) にぷい14t極色 ケズリ、ナデ 不明 外科書室

252 土坑12 93 64 喜重 (14.0) (3.7) にぶい賞控色 ケズリ、ナデ ナデ

253 土坑12 93 64 王室 (14.4) (2.9) 
Eこぶし、黄程色

ミガキ ナデ 外煤{すえ5
にぷい黄褐色

254 土坑12 93 64 玄JB1Z4 (16.7) (3.6) 
黒褐色

ケズリ、ナデ ナデ 外煤付着、内工具ナデ
J)己黄褐色

255 土坑12 93 64 ~ (16.0) (5.0) にぶい黄糧色 ケズリ、ナデ ナデ 外J手ぃ煤付着

256 土坑12 93 
手控
(5.8) (2.7) にぶい黄援色 ケズリ ナデ

外J黒E証あり、下部は工具に
土器 よるナテ'

257 土坑13 94 65 期:TG (15.9) (4.7) i支賞授色 ケズリ、ナデ ナデ 1112 

258 土坑13 94 65 主主 (34.1) (10.0) にぶい黄澄色 不明 ナデ 1/3 内風化により調殺不fJJj

259 土坑13 94 65 高均: (8.4) 
i支黄燈色 ケズリ、

ナデ
筒部完存、外上から 4・5・

浅黄色 シボリ目 4条の;疑問線あり

260 iiln 96 65 5語 (13.0) (2.0) i炎極色 ナデ ナデ

261 i拝1 96 65 言語 (18.2) (2.8) にぶい黄程色 ナデ ナデ 臼縁3条擬凹線、頭貼付突'Hi

262 I詐1 96 65 霊童 (18.5) (3.0) 桜色 ナデ ナデ 口縁3条t疑問線、野u出付突結
263 構1 96 65 3遅 (21.5) (3.4) にぶい桜色 ナデ ナデ 日縁3条擬閃線、頭貼付突術

264 ì~ 1 96 65 宜~ (20.0) 0.7) にぶい黄鐙色 ナデ ナデ
仁l縁3条擬閃線、刻み目
日総下端に1条の擬凹線

265 i梓1 96 65 宜士E 09.6) (2.0) にぶい責務色 ケズリ ハケ、ナデ 口総3条t疑問線

266 j誇1 96 65 底部 (7.7) (5.0) にぷい程色 ハケ ナデ、ミガキ

267 i泣1 96 65 脚部 (13.2) (3.9) 灰黄褐色 ケズリ ナデ 外6条の沈静、

268 i持1 96 73 器台 (18.8) (4.3) 浅黄樫色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 総合持制日

269 古墳周波 98 65 霊童 (15.0) (13.0) 程色 ナデ、ケズリ ナデ、ハケ 外胸部に刻み目

270 茶畑16号墳周ifli: 98 65 主題 01.7) (11.9) 黄褐色 ナデ、ケズリ ナデ、ハケ
外一部焼、付着、胴上剖13lIJみ日
内胴下部ナデ、指ilJi圧痕

27l 茶畑14号墳 98 65 5霊 (36.2) (6.6) にぶい賞控色 ナデ ナデ 1/5 外日縁調整不明、頭部ナデ

272 古墳周溝 98 65 き器 05.6) (14.7) 浅黄櫨色 ナデ、ケズリ ナデ、ハケ 内胴上部指押さえ後ナデ

273 古墳周溝 98 65 5蓋 (14.3) (5.3) i主黄桜色 ナデ、ケズリ ナデ、ハケ 116 外綴奇f，下にハケ残る

274 古墳周溝 98 65 3霊 02.0) (3.7) にぶい黄褐色 不}沼 ナデ 1/5 外全体に煤付着

275 茶畑14号墳 98 高均: 01.6) (4.3) にぷい黄糧色 不明 ナデ 外体部下部ハケ後ナデ

276 古墳周溝 98 脚部 00.2) (2.5) ま萱色 ケズリ、ハケ ハケ、ナデ 外筒苦1;縦ハケG 内脚鮫ハケ

277 古墳周溝 98 Jlll (14.7) (2.9) 桜色 ミガキ ナデ、ミガキ 外上端部ナデ

278 古墳周溝 98 
手培形

(9.8) 明黄褐色 ケズリ 不明 1/2 外ナデつ風化のため不明確
土器

279 古墳周溝 98 65 脚部 (7.1) (2.0) にぶい程色 ナデ ナデ 1/3 低脚杯脚部

280 古墳周溝 98 65 底部 (7.7) (5.5) 黒褐色 ケズリ ミガキ、ナデ
外中f立と下部に3・2条i当
線そのIlIJに未貫通透L

281 竪穴住居18 102 66 て宜まEヨ (14.2) (1.7l 明赤褐色 ナデ ナデ
内外赤彩、口縁外4条擬問謀、
上にヘラ状工具によるおlみ日

282 竪穴住居18 102 66 三主民4 09.4) (2.1) 明褐色 ナデ ナデ
外赤彩、口縁4条疑問線上
主)Jみ目 G 円形i手文あり

283 竪穴住居18 102 66 ~ (22.1) 0.9) 緩色 ナデ ナデ
内外赤彩、口縁外4条擬凶
線上に刻み目

284 竪穴住居18 102 66 無頚宣宣 06.6) (3.2) にぷい黄程色 ナデ ナデ 体上部穿孔、斜格子状沈線

285 竪穴住居18 102 66 霊童 00.1) 8.6 明黄褐色 ケズリ、ナデ ナデ、ミガキ 内政部指押さえ痕あり

286 竪穴住居18 102 66 望E 11.4 14.9 にぷい黄櫨色 ケズリ、ナデ ナデ、ミガキ 外煤付務。内底指ill{庄痕

287 竪穴住居18 102 亭J観U 05.1) 
浅黄色

ケズリ、ナデ ミガキ 外全体に;煤付着
にぶい黄色

288 竪穴住居18 102 66 至霊 07.0) 03.4) にぶい賞樫色
ケズリ、 ハケ、ナデ、

外上部奴イす務
ハケ、ナデ ミガキ

289 竪穴住居18 102 66 書E 20.9 29.5 澄色
ケズリ、

ハケ、ナデ
外煤付着

ハケ、ナデ 内底青IHこ黒:llE
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第6節 その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法設 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器高 内 内 外 ヰ主

290 ~穴住居18 102 霊登 (10.9) (5.0) 
にぶい;Iif色

ケズ 1人ナデ ハケ、ナデ 1/4 
にぷい賞授色

291 竪穴住居18 102 66 主主 (12.4) (7.6) にぶいj/t;j'登色 ケズリ、ナデ ナデ 外ロ縁二仁iもナデ、 i語多い

292 竪穴住盾18 102 ll:i均: (14.2) (4.8) j/t燈色 ナデ 不明 1/8 調整不明瞭、内ナデかっ

293 竪穴住謄18 102 66 
手控
(8.8 ) (4.1) (6.5) 黒褐色 ナデ ナデ

外工Jl<の粗いナデ、ハケ底

土器 苦f¥未潟数。内mUJifE痕

294 竪穴住居18 102 杯蓋 (11.3) (2.0) 背灰色 ナデ ナデ 1/9 須JJJ得、 下端内1条j主総

回転ナデ、
回転ヘラケ

295 竪穴住居18 102 66 勾L蓬 14.4 5.0 灰色 ズリ、回転 な:üJ!:{7~
ナデ

ナデ

296 塁王穴住居18 102 底部 (7.7) (2.3) 
11音灰色 回転ナデ、 回転ナデ、

1/4 須JJ.t~性、外f良部恒l転糸切り
ナデ ナデ

297 経穴住居18 102 66 土製品
孔径 長さ 径

総額三ドliJl
0.7 2.0 3.7 

298 竪穴住居18 102 口縁
最長 中話

にぶい1Ii.鐙色 ケズリ ナデ 米貫通の孔あり
2.7 2.1 

299 竪穴住居18 103 66 自宣
最長 幅 原 燈色

ケズリ
工兵による

21.5 13.2 3.8 明裁褐色 ナデ

300 ffil立柱建物8 105 66 I白河; (16.8) (6.4) f音色 不明 不明 外ナデフ、わずかに赤彩痕

301 jニ:t:Jt14 107 66 不明 (2.9) 褐灰色 不明 爪形文 縄文二I二跨

302 土坑14 107 66 五E (16.5) (1.2) f音色 ナデ ナデ 口縁外2条のJ疑問線

303 土坑14 107 66 底部 (12.7) (5.7) ~褐色 ケズリ、ナデ ミガキ i正脚勾:

304 土坑15 110 67 不明 (3.0) にぶい褐色 不明 刺突文 総文土器、外貝殻校総#ilJ突

305 土坑16 112 67 鉢 (23.6) (4.1) 11音褐色 条痕 ナデ、刻み臼 縄文土器、内外煤付;(f

306 ゴこ坑17 114 67 鉢 (28.2) (3.9) にぶい積色 条痕 ナデ、刻み13 縄文土器、外llii煤付着

307 土坑18 116 67 不明 (4.1) 
灰褐色

条痕 条痕 縄文土昔号、鉢か?
褐色

308 ニt坑19 118 67 鉢 (29.5) (5.4) 灰黄褐色 条痕 ナデ 1/16 
外ナデ後良殻波紋による料

炎、上端部に却jみ13あり

309 土坑20 120 67 不明 (4.4) lこぶい1Ii.褐色 条痕 条痕
縄文土法、鉢P、外刻み[~、

内外煤付3f;

310 土坑21 122 67 不明 (4.2) 
綬色

条痕 条痕
縄文二!こ談 室料、!付一部Hこ指

にぶい賞綴色 l1JiEHU 

311 土坑22 124 67 鉢 (17.0) (3.1) 1員一褐色 ナデ 条痕 1/12 総文土器、l勾粘土繋ぎ、U.¥斑

312 土坑23 126 67 主主 (5.6) 
にぶい権色

ナデ ナデ 縄文土線、外ナデ後爪形文
灰褐色

313 土坑24 128 67 不明 (2.8) '*褐色 ナデ ナデ 純文土日5

314 土坑24 128 67 鉢 (16.0) (4.5) 授色 ナデ 殺いナデ 1/9 縄文土器、粘土つなぎ痕

315 土坑24 128 67 主主 (19.5) (4.5) lこぶい綬色 ナデ
条jft、粗い

1/8 純文土務、 Iλi粘土繋ぎ瓜
ナデ

316 土:11(24 128 67 i笠宮本 (24.7) (8.5) にぶい賞授色 ハケ、ミガキ
条浪、指頭tE

1112 総文こiこ器
痕、ミガキ

317 土坑24 128 67 不明 (11.4) (2.0) 綬色 ナデ ナデ 縄文土*~か?

318 土坑25 130 67 主主 (20.8) (2.6) 後色 ナデ ナデ 1120 縄文土器、 i二1縁上端刻み目

319 掘立住建物 9 132 67 勾:釜 (13.4) (1.2) 
E者交灰ー育灰色

回転ナデ 回転ナデ 116 在n台:務
育灰色

320 擬立柱建物 9 132 67 不明 (12.4) (3.2) 脊灰色 回転ナデ 回転ナデ 1/4 お同lかれ須}ぷ~:平

321 扱立柱建物9 132 67 3主 (21.1) (7.4) 育灰色 回転ナデ 回4廷ナデ 1/3 
外頚部以下平行自主き後カキ

目。内主IT剖;以下rJ文段き

322 竪穴住居19 135 67 2ゴJl: (13.5) (1.5) 赤街色 ナデ ナデ 1/8 
日総外2条、内4条擬1空j線
i人]外赤'f3

323 竪穴住厨19 135 67 無51J!査を 06.0) (2.5) にぷい貨積色 ナデ ナデ 1/6 
[]縁外2条の擬凶娘、[]縁
上端波状文

324 竪穴住居19 135 67 :tlt (10.9) (5.2) 1立経色 ケズリ、ハケ ナデ 115 

325 竪穴住居20 137 67 楚 (12.6) (5.6) 明経色 ナデ ハケ 118 外f，\':N 者、[]縁 1 条擬[~I線 l 

326 竪穴住厨20 137 67 宝E 05.5) (2.5) 鐙色 ナデ ナデ 1120 日総外2条のf疑問総

327 竪穴住居20 137 67 主~事~ (16.0) (2.4) t霊色 ナデ ナデ 118 外煤付着、[]縁3条疑問線

328 竪穴住居20 137 67 底部 (5.5) (3.0) にぷい綴色 ナデ ハケ、ナデ 112 

329 竪穴住居21 139 67 議 (17.0) (3.0) にぶい綬色 ナデ ナデ 1116 
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第2章茶畑第1遺跡、の調査

No 遺構・隠f立
図 図版

器稜
法最 (c殴) 色調外 調整 a残存

備考
No. No. 口i歪 底径 昔号t埼 内 内 外 率

330 掘立柱建物10 144 68 5語 (14.8) 0.8) 浅黄燈色 ナデ ナデ 口縁外刻み日後2条t疑問線

331 掘立柱建物10 144 68 07.1) (3.2) i主黄燈色 不明 ナデ 118 仁l縁外2条のit線?

332 掘立柱建物10 144 68 08.6) (4.0) 
黒色

ナデ ナデ 1110 
外口まま3条it様、該部にJ!li

にぶい黄穏色 fす突;m=

333 掘立柱建物10 144 68 05.0) (6.3) 授色 ハケ、ナデ ナデ 外[J縁2条沈線?

民司:334 撤立柱建物10 144 68 (5.2) (3.3) 
灰褐色

ケズリ
ナデ、ミガキ

114 
灰黄補色

335 掘立柱建物10 144 68 底部 (7.1) 0.6) にぶい燈色 不明 ミガキ 1/5 風化激しい

336 搬立柱建物10 144 68 主主i杯 (4.2) 綴色 シボリ日 ナデ
4及び1条it線、そのfUjに

約絡子文

337 擁立柱建物11 146 68 き霊 06.0) 0.5) 赤褐色 ナデ ナデ じi縁外2条の沈線

338 掘立柱建物12 150 68 3!'l (18.2) 0.6) にぶい校色 ナデ ナデ [二i縁外4条の擬胆l線

339 t官i立柱建物12 150 68 き監 08.2) (3.0) 鐙色 ナデ ナデ
外煤付務、[J縁3条擬閃線、
頚きIIJ約十f突1i;;

340 侃JL柱建物12 150 不明 (1.1) 灰白色 ハケ ミガキ 117 
ZE同;珂、部?I二l縁外突;iJ;=文、外

百li:t¥t付者

341 t官i立柱建物12 150 68 不明
最長 15Z 明赤褐色

ナデ ナデ
器台・潟町:の脚か9 外鋭的

7.5 3.8 1.0 燈色 文と 9条の擬凹線、赤彩

342 掘立柱建物14 153 68 童話 (13.0) (2.1) 浅黄燈色 ナデ ナデ 115 外而煤Hxi、口縁1条擬1空i線

343 掘立校建物14 153 68 主題 04.2) (1.4) 
}珂黄褐色

ナデ ナデ 1116 
外土日;j.]"xi

燈色 日縁1条の{疑問線?

344 掘立柱建物16 156 68 き盟 (2.1) 続包 ナデ ナデ 118 I::J縁外擬問料i

345 掘立柱建物16 156 68 :&i (26.7) (2.2) 赤色 ミガキ
ナデ、ミガキ F太l上端部波状文および三1'.円

ハケ 形のit線、 1"、i外赤彩

346 掘立柱建物20 161 底部 (2.2) (2.4) 
にぶい貨様色

ケズリ ミガキ 114 
成郊にやや平tJllJ師残る、外

!災賞褐色 [if:. j司)~Kmあり

347 二ヒ坑26 178 58 斐 (7.2) (2.5) 燈色 不明 不明 風化激しく潟終不IifJ

348 アフス 2・3 200 68 安5 03.0) (2.2) にぶい燈色 ナデ ナデ 口縁外2条のJ疑問l線

349 ァラス 2・3 200 68 議..... 官 04.2) (1.3) にぶい桜色 ナデ ナデ 口縁外3条の擬胆1線

350 テラス 2・3 200 68 き若 (14.3) (1.4) にぶい扱色 ナデ ナデ [J縁外3条の擬凹線

351 テフス 2・3 200 68 主霊 (16.4) (2.6) にぶい鐙色 ナデ ハケ、ナデ !こl縁外2条の;疑問線

352 アフス 2・3 200 68 き語 (17.8) (2.1) 樫色 ナデ ナデ 口縁外2条の擬凶線

353 ァラス 2・3 200 68 き塁 04.0) (2.2) にぶい黄糧色 ケズリ、ナデ ナデ

354 テラス 2・3 200 68 き語 04.1) (3.9) 校色 ナデ ナデ
外i琳 2繍附
強1部2条のj疑問線

355 アフス 2・3 200 68 封(川 (3.4) 積色 ハケ ナデ

356 ァラス 2・3 200 68 (21.4) (2.5) i炎黄櫨色 雑なミガキ 新tなミガキ [J縁外3条のJ疑凶線

357 i持:2 202 (13.2) i炎燈色
ケズリ、ハ

ハケ、ミガキ
外休部'1'央lこ3列主IJみEI、

ケ、ナデ 下苦iW~斑あり

358 iJii: 2 202 

底翌斐部l1ll1(12→ .6) 

(6.0) 0.4) にぶい桜色 ケズリ ナデ、ミガキ

359 iPt5 206 68 (9.9) 後色 ナデ ハケ、ナデ
外日縁 1 条擬I~I線。内指野i

üji~ 

360 i詰~ 5 206 68 04.1) (3.2) J僚色 ナデ ナデ 口縁外2条のJ疑問線

361 u持5 206 ミ3誠G亮 04.7) 0.3) にぶい黄桜色 ナデ ナデ 118 日縁外3条の擬l回線

362 ijl~ 5 206 68 き若 (16.1) (2.3) 赤褐色 ケズリ、ナデ ナデ 118 日縁外4条のt疑問線

363 iJli: 5 206 68 言語 06.0) (4.6) 援色 ナデ ナデ 日総外3条のt疑問線

364 ij梓5 206 主主 07.8) (2.0) 積色 ナデ ナデ 外i国士院付五百、1=1縁3条擬閲謀、

365 i11~ 5 206 68 喜重 (16.0) (2.7) にぶい援色 ナデ ナデ
外口縁4条{疑l目線、頭部に
j治{す炎1j~;

366 ìlI~ 5 206 68 不明 (5.4) f登色 不明 不明 外沈線による文様あり

367 ijH 206 68 腕部 (13.1) (5.4) 4を色 ケズリ、ナデ ナデ 外知的文、 6条のj疑問線

368 i非5 206 68 底部 (7.0) (2.3) 赤褐色 ケズリ、ナデ ナデ

369 il'ff. 5 2日6 68 底部 (7司6) (4.5) 
黒色

ケズリ ミガキ 外休部ミガキ、成部ナデ
援色

370 ìjl~ 6 207 68 羽d必も石d 05.5) (3.0) にぶい桜色 ナデ ナデ 仁i縁外3条の擬I回線

371 iJli: 6 207 68 不明 (3.0) 援色 不明 不明 外i土線による文様あり

372 iil> 6 207 68 言語 (15.6) (3.4) 務色 ケズリ、ナデ ナデ

373 ìîl~ 6 207 68 不明 (4.6) 灰色 須1包器

374 ピット内出土 209 69 羽""琵 01.2) 0.5) にぶい按色 ケズリ、ナデ ナデ 118 

375 ピット内出土 209 69 専2属G 01.0) (4.0) にぶい黄桜色 ナデ ナデ 118 仁l縁外2条の擬l町線
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第6節 その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

1iiii考
No. No. 口径 底径 器潟 内 内 タト 斗叫す立

376 ピット内出土 209 69 (12.2) (10.0) 桜色
ケズリ、ハ

ハケ、ナデ 114 外i¥';付着、[]縁2条t疑問線
ケ、ナデ

377 ピット内出土 209 69 主題 (11.6) (2.1) 褐色 ナデ 不明
iえJ外赤彩、外口縁剖;斜行する
刻み目あり、頭部に~1W ? 

378 ピット内出土 209 69 主題 (14.2) (2.4) 殺色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 118 外煤付者、日縁に2条の;疑問線

379 ピット内出ゴニ 209 69 ~読~ (3.4) i支黄燈色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 118 

380 ピット内出土 209 69 言霊 (16.8) (3.3) 
にぷい鐙…灰褐色

ナデ ナデ 1/10 
外煤付'rf

lこぶし、校色 口縁に 2 条擬I~I線

外IJ縁3条t疑問線、議1節ナ

381 ピット内出二lこ 209 69 ヨ症 (16.4) (5.1) にぶい黄鐙色 ナデ ハケ、ナデ 1/4 
デ、頚喜Jj以下ハケ後波状文

とそのとからヘラ状工具に

よる斜桃子文

内外商法王彩、外ロ縁4条擬

382 ピット内出こlこ 209 69 霊童 (15.9) (4.8) 
赤箔f立 ハケ、ナデ、

ハケ、ナデ 1/4 
回線上に奈i格子文、円形浮

にぶい黄綬色 ミガキ 文の剥j離浪、<fJi部に1I.s付突

383 ピット内出土 209 69 現:tr..::;乏 (17.7) (3.8) にぶい賞樫色 ナデ ナデ 118 
外日縁5条{疑問線上刻み日、
頭部に刻み目突拶

384 ピット内tl:l土 209 69 不明 (4.1) 
耗j色

シボリ臼 ナデ 外鎖的文、 i113均;の脚フ
にぷい策一鐙色

385 ピット内出土 209 69 南河、 (12.5) (4.7) 
校一赤褐色

ケズリ、ナデ ナデ、ミガキ 1/3 
外会体に赤彩、 I~I線. i:t線

;燈色 多条あり

386 ピット内出土 209 69 器台 (17.0) (4.2) 
後 i支賞授色

ケズリ、ナデ ナデ 118 
例都、外8条の擬凹線内ケ

樟色 ズリ後ナデ

387 ピットi村山士 209 69 底部 11.0 (4.3) 綴色 ケズリ、ナデ ケズリ、ナデ 1/1 

388 ピット内出土 209 70 主主 (12.0) (6.0) 
にぶい燈色 ケズリ、ハ

ナデ 3/4 内ハケ状;仁J~~によるナデ
。 赤褐色 ケ、ナデ

389 ピット内出土 209 70 湯二Z豆A (19.1) (8.2) 浅黄燈色 ケズリ、ナデ ナデ 1/2 外車f!i部下波状文

390 ピット内出土 209 69 5盟 (12.0) (4.2) 
にぷい黄色

ケズリ、ナデ ナデ 1/4 外煤f.j";，Yf
。一黄櫨色

391 ピット内出土 209 70 
ノj、 TI~
(9.4 ) (9.4) 赤;際色 ケズリ、ナデ ナデ、ハケ 112 

:h底査

392 ピット内出土 209 69 杯身 (13.0) (9.5) (3.8) 子!H五色 阻転ナデ 回転ナデ
底部外iり!転糸切り、!勾不殺
方向のナデ

393 ピット内出土 209 69 JJ阿部 (1.5) (2.4) す灰色 J1~き目
J1~き目

~Jü色?~
カキ目

394 ピットi勾出ゴニ 209 69 脚筒合/; (9.3) (9.1) 灰色
回転ナデ、

回転ナデ 114 須.ll{器、f.~部透しあり
ナデ

395 遺構外出土 213 71 不明 (4.4) 明褐色 条痕 条痕 純文!こ器

396 遺構外出土 213 不明 (5.8) 
ift程色

ナデ
i司 ll[~犬

縄文二!こ器かP
にぶい賞til色 i主線

397 遺構外出土 213 71 i主鉢 (15.4) (6.6) にぶい褐色 ナデ、ミガキ ナデ、ハケ 縄文土持か?

398 遺構外出土 213 71 3li臼f (16.6) (4.9) にぶい貨桜色 ケズリ、ナデ ナデ 1/6 
外口総上耳目ヘラ主IJみ
仁i縁刻みを持つ貼N突ti7

399 遺構外出土 213 71 き霊 (11.4) (8.0) ift.褐色 ケズリ、ナデ ナデ、ミガキ

400 遺構外出土 213 71 主主 (20.0) (6.8) 縫色 ナデ ナデ lこl縁外Z条{疑問線上iiUみ日

401 遺構外出土 213 71 3霊 (13.4) (1.6) 
褐色

ナデ ナデ
外>!r;彩、 5条の擬i羽織上に

にぶい黄櫨色 円形浮文

外煤、口縁4条擬i回線上，1

402 遺構外出土 213 71 弱A.電a (15.4) (2.9) にぶい黄燈色 ナデ ナデ カ見Ii円形浮文、'ff!苦j;貼付突

fi?刻み後相lいナデ消し

403 遺構外出土 213 71 き語 (17.0) (2.0) 
赤褐色

ナデ ナデ
外赤彩、 IJ縁3条擬凹線上

にぶいi究極色 に円形浮文

404 遺構外tl:l土 213 71 翌E (11.9) (6.9) i炎綬褐色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 仁l縁外 3 条の擬I~J線

405 法機外tl:lこt 213 71 き症 (15.0) (3.4) 淡黄色 ケスリ、ナデ ハケ、ナデ 1/8 外煤付~Iír、日縁 2 条t疑問耗!

406 遺構外出土 213 ヨ5 (15.0) 0.4) にぷい極色 ナデ ナデ 日縁外3条の疑問料:

407 選総外出土 213 諮 05.8) 0.8) 援色 ナデ ナデ 日縁外2条の擬i空l線

408 遺構外tl:l:i二 213 71 主主 (14.9) (6.8) 浅質経色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 1/6 IJ縁外2条の擬凶線

409 遺構外出土 213 71 3霊 (16.6) (7.8) 
i主裁燈色

ハケ、ナデ ハケ、ナデ 外IJ縁4条擬i空I線
にぶい賞経色

410 遺構外tl:l土 213 71 ヨE (15.7) (8.5) 後色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 口総外2条のJ疑問線
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

No. 遺構・厨{立
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 底径 器商 内 内 タト 率

411 遺構外出土 213 71 姿 (19.1) (2.5) 
明褐色

ナデ ナデ
外赤彩、仁i縁 l条の擬胆!線、

綬色 童日昔話~J\付突部ー

ケズリ、ナ
頭部以下外横ノ、ケ後縦のハ

412 遺構外出土 213 71 主語 (18.0) (1l.0) 綬色 ハケ、ナデ ケメ、内ミガキ、体部最大
デ、ミガキ

筏部ケズリ後一部ミガキ

413 滋t露外出土 213 71 き草 (20.2) (7.3) 鐙色 ハケ、ナデ ナデ、ハケ
外仁1縁3条擬IIIJ線、頭苦1;1給付
突指その下部ノ、ケ後刺突文

414 遺構外出土 213 71 ~ (27.4) (6.4) 桜色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ
外 5 条の擬[回線、 !m苦I;P.，~付

突新後主IJみEI

415 遺構外出土 214 71 認 (15.1) (2.6) 
赤褐色

ナデ ナデ 118 
外赤彩

浅黄桜色 o緑4条擬IIIJ線

416 遺構外出土 214 73 台付愛 (10.9) (6.3) (14.1) 澄色 ケズリ、ナデ
ナデ、ハケ、

ミガキ

外日縁2条擬日l線、資1吉E貼
H突'i官体fj日ハケ最大筏部以

417 遺構外出土 214 73 現d岳ミ互4 (14.7) (20.8) 燈色
ケズリ、ハ ナデ、ハケ、 下ミガキ、内IJ縁2条の擬
ケ、ナデ ミガキ 胆l縁日縁頭部ナデ{宇都;上部

ハケ後ナデ、中-下部はケ

ズリ

外赤彩、日縁2条J疑問線上
418 遺構外出土 214 71 長頚表 (9.3) (5.7) 後色 ナデ ナデ 114 に刻み目とj仙H突;iW、野H'ili

8条の擬i目線、突般の跡

ナデ、ミガ
外日縁4条の擬凹線上にへ

419 ili機外出土 214 71 至E (12.8) (3.9) 後色 ナデ ラ状こU~による!iUみ日、事1
キ 1mミガキ 1条のJ疑問線

420 遺構外出土 214 71 喜重 (12.1) (5.1) 鐙色 ナデ ハケ、ナデ
外iユ縁2条の擬凹線上に泌
み目。内籾圧挺あり

421 遺構外出土 214 71 三塁 (12.5) (7.9) 怨色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 口縁外2条擬開l線上刻み目

422 遺構外出土 214 71 き盟 (15.8) (4.0) 
にぶい続赤色

ナデ ナデ
外口来季赤彩、 4条のJ疑問線

にぷい糧色 !EJi部llli1t突;m=

外仁1総4条のJ疑問線、護1郊
423 遺構外出土 214 73 主語 (16.2) (8.8) 桜色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 3/4 2条i:t線、 it総1ftjに逆「く」

字状の刻み釘

424 遺構外出土 214 72 h 1t5arE? L • (15.0) (1.5) i炎糧色 ナデ ナデ
日縁外3条の{疑問線、後却jみ
目。口縁内波状文

425 遺構外出土 214 72 '←且日'官払<.- (18.0) (2.9) 浅'p'i授色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ
仁!縁外上部に4条、下部に 1
条擬i空l娘、IJ縁I厨3条擬11I1線

426 遺構外出土 214 72 λAt-5 (20.0) (3.2) 
桜色

ナデ
ハケ、ナデ、

115 外仁l縁3条のJ疑問線
i支賞澄色 ミガキ

427 巡構外出土 214 73 ~ (25.0) (5.4) 援色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ
外口総3条t疑問線後五日み目、
主買部ハケ、!人1頭部ハケつ

外煤{、f法、仁，*誌上部5条擬

灰黄褐色
11I1線上にヘラ状工具による

428 遺構外出土 214 72 Z乍量，. (26.0) (2.6) 
にぷい貨樟色

ナデ ナデ 刻み目

口縁干苧官官1条の{疑問線、 日
緑内5条擬i町線、

429 巡機外出土 214 72 宜τi:i (26.4) (2.2) 明褐色 ナデ ナデ
仁i縁外5条のJ疑問線上ヘラ
状工具によるIiIJみ日

430 遺構外出土 214 72 霊童 (27.2) (5.2) 淡黄色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ υまま外3条のJ疑問料i

431 遺構外出土 214 重苦 (28.0) (5.0) lこぶい黄燈色 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 日縁外3条の擬間報

432 遺構外Ili二上 214 72 盗 (33.0) (1.8) 明赤褐色 ナデ ナデ 内外出彩、口縁外3条擬凹線

433 遺構外出土 215 72 宜illI (9.2) i炎桜色 ナデ ハケ、ナデ
外煤付着、頭奇1;ハケ・ 3条
の擬問線。内指E医院痕

外仁i絞ヒから 4・5・1条

434 遺構外出土 215 72 
査か
(23.3) (11.1) にぶい黄澄色 不明 ナデ 114 

擬l空i線のセッ i、、口縁i二端

器台 3条{疑問線、口縁下部透し
あり

435 遺構外出土 215 72 5返 (7.0) 権色 ノ、ヶ ハケ、ナデ 外!的f寸突獄後剥jみ日

436 遺構外出土 215 72 無類蜜 (17.7) (6.5) 灰J1i:褐色 ハケ、ナデ ナデ 外4粂の擬i羽線

437 遺構外出土 215 72 不明 (16.6) (4.5) 
巣灰色

ハケ、ナデ ハケ、ナデ
E25阿;受部かつ

灰1ft褐色 日総外3条の擬11I1線

438 遺構外出土 215 72 お杯 (18.0) (2.3) にぶい控色 ケズリ、ナデ ナデ
日総外3条;疑問線、日縁J二
繍2条{疑問線。内赤彩
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第6節 その他の遺構と遺物

No. 遺構・層位
図 図版

器種
法量 (cm) 色調外 調整 残存

備考
No. No. 口径 |底径 器商 内 内 タト ヰE

439 送機外出土 215 72 高杯 (16.0) (3.1) にぶい積色
ナデ、 ミガ ナデ、ミガ 口縁外5条擬凹線後上下2

キ キ 段に五日み目、円形i手文あり

440 遺構外出土 215 72 高均二 (11.1) 
務色 ハケ、ナデ、 ナデ、ミガ

112 
向杯筒部?

灰色 シボリ目 キ 外赤彩、多条[IIJ線

441 遺構外出土 215 高均二 (6β 
褐灰一明褐色 ハケ、ナデ、

ナデ
古寺台か?

灰黄色 シボリ日 外亦彩、12条の擬凹線、

442 遺構外出土 215 72 長5杯 (9.9) (5.3) にぶい黄綬色 ナデ ナデ 外12条擬限線、下部1条擬則線

443 遺構外出土 215 72 脚部 (9.3) (3.3) 
経色

ケズリ ナデ 114 外5条の擬凶線
黒灰色

444 遺構外出土 215 72 脚部 (12.0) (3.4) にぶい綬色 ケズリ ナデ 外 6条のJ提胆l線

445 遺構外出土 215 72 脚部 (1l.8) (3.3) にぷい燈色 ケズリ ナデ タト4条擬l引線、下端3条擬凹線

446 遺構外出土 215 72 脚部 (11.7) (2.3) 
明褐色 ケズリ、ナ

ナデ
外5条擬1"1線、下端2条i回線

黒褐色 テr I;};J泉斑あり

447 遺構外出土 215 72 j即部 (13ω (2.0) 
若手色 ケズリ、ナ

ナデ 外赤彩、 4条のt疑問線
灰褐色 デ

448 遺構外出土 215 72 脚部 (14.0) (2.9) 経色 ケズリ、ナデ ナデ 1/4 外亦彩、 4条の{疑問線

449 遺構外出土 215 72 脚部 (14.7) (3.4) にぷい校色 ケズリ、ナデ ナデ 外4条擬i空l線、下端2条主主悶線

450 遺構外出土 215 72 脚部 (13.3) (6.0) 
淡鐙色

ケズリ、ナデ
ナデ、ミガ

1/8 
外上よ号 5・6、下摺2条の擬凹謀

黒色 キ 閃様のIlijlこ穿孔 m通せず)

451 遺構外出土 215 72 脚奇11 (15.5) (3.8) 
褐灰色

ナデ ナデ 1/5 
外全体に赤彩、多条沈線下

赤褐 i茸1ft;陸色 裁に却jみ目、 IIlJ線あり

452 遺構外出土 215 72 脚部 (14.0) (4.5) 
灰賞褐赤褐色 ケズリ、ナデ ナデ、ミガ

1/8 外全体に赤彩、 5条の擬凶線
灰黄WH立 キ

453 選総外出土 215 不明 (14.8) (5.7) にぷい積色 ナデ ハケ 脚部$?f人i赤彩

454 遺構外出土 215 70 脚部 (20.6) (5.5) 灰褐色 ケズリ、ナデ ハケ、ナデ 1/8 
外亦彩、筒古市鰯 I~j文、筒部下部

5条の沈線、i:t線1mに綾杉文

455 遺構外出土 215 73 底部 (5.4) (4.3) にぶい黄綬色 ケズリ、ナデ
ケズリ、ナ

1/2 
デ、ミガキ

456 遺構外出土 215 底部 (4.6) (2.3) 
阪にぶい赤褐色

ケズリ、ナデ ミガキ 1/4 外底部にII:jfi
灰色

457 遺構外出土 215 73 底音11 (6.3) (5.1) 
i珂黄褐色

ケズリ
ノ、ヶ、 ミガ

外r!A斑あり
褐灰色 キ

458 遺構外出土 215 底音11 (8.6) (4.5) にぶい積色 ケズリ ミガキ

459 巡構外出土 215 73 底部 (11.5) (4.9) 
灰褐色

ケズリ ナデ 内下端1条のi:t線
f登色

460 逃tI~外出土 216 70 '且;..，己r (6.3) (2.9) (7.9) 灰色 ケズリ、ナデ ミガキ イイダコヨ在、上部に穿孔

461 遺構外出土 216 70 言語杯 (6.2) 灰1立褐色 不明 ハケ?
例外透し

回線の文緑?

462 逃檎外出土 216 73 把手
長 前目 !写1 にぶい黄綬およ

赤彩
9.5 2.2 2.2 び赤色

463 遺構外出土 216 把手
長 中日 E立

i主1ft程色
9.3 4.1 3.9 

464 遺構外出土 216 不明
長 中m 原

にぷい黄桜色 ナデ ミガキ 2方の穿孔、外赤彩
3.0 3.2 0.7 

465 遺構外出土 216 73 不明 (5.3) 校色 不明 不明 外沈線による文犠

466 遺構外出土 216 70 土製品
孔径 長さ 後

分銅形土塁'~rfll
8.0 3.0 

467 巡構外出土 216 73 土製品 7.5 4.7 にぷい積赤褐色 ケズリ ゴニヨ2

468 遺構外出土 216 73 墾 (14.1) (4.1) 校i!!. ケズリ、ナデ ナデ

469 遺構外出土 216 73 主主 (13.1) (4.3) にぶいJrt糧色 ケズリ、ナデ ナデ 114 内頭部以下ケズリ

7守E足色
須lJVt在日縁外上部自然有b

470 遺構外出土 216 73 主主 (32.2) (5.3) 
灰色

ナデ ナデ 1/12 下部凶繰っ頭部に竹管文、 i皮
状文、 l空i線

H昔日(J古色
回転ナデ、 3JHι器

471 遺構外出土 216 73 杯身 (12.5) (8.0) (4.1) にぷし、赤褐色
ナデ

回転ナデ 1/2 
外底部恒1111t;糸切り

11音灰黄色

472 遺構外出土 216 73 底部 (8.5) (1.0) 灰色 回転ナデ ナデ 1/4 
3fUJ.{#ifJfE部外泊l転糸切り
l今不盤方向ナデ

473 遺構外出土 216 73 成宮li (7.7) (1.5) にぶい黄色 回転ナデ ナデ 1/3 
ぢuぷ#~底部外回転糸切り
Iλj不幸E方向ナデ

474 遺構外出土 216 73 底部 (8.0) (3.9) l~r灰色 回転ナデ 回転ナデ 1/4 3Jn瓦Thf
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第2章茶畑第 1遺跡の調査

表11 遺物観察表石器

No. 遺構・!首位 ~No 凶版No. 種別
法翠:(cm)

材質 備考
最大長 最大嶋 最大原 j返さ(耳)

S 1 塁王穴f主}苦2 12 74 石室接 2.2 1.3 0.2 0.5 !.I:¥s記石
S 2 塁王穴住居4 15 74 石鋭、 3.4 2同3 0.4 3.0 無E証品安山岩
S 3 竪穴{主蔚6 19 74 石錘 7.5 4.6 3.9 140.0 吉正山岩
S 4 室長穴住居8 25 74 石勤皇 2.2 1.7 0.4 1.16 安山岩
S 5 竪穴伎賠8 25 低石 2.0 1.8 1.3 5.8 粘板岩
S 6 竪穴住居8 25 74 祇Zヨ 15.3 5.2 3.4 

475.0理構
S 7 竪穴{主底8 25 74 ほ石 8.5 4.4 3.7 126.5 
S 8 援穴住底8 25 74 高をお 13.6 5.4 4.9 540.0 
S 9 竪穴住居8 25 74 石DIl 14.0 16.0 4.9 1325.0 安山岩
S 10 

響お

74 i砥石 6.7 2.9 1.3 45.0 才15'絞岩
Sl1 1 35 74 石室挨 2.8 2.1 0.3 1.6 !.I:¥f磁石
S 12 1 35 74 お銭 1.7 1.4 0.3 0.71 安山岩
S13 1 63 74 石銭五 2.0 1.7 0.3 0.9 !.I:¥f品目石
S 14 土坑10 67 74 石綴 3.9 1.8 0.4 0.7 安山岩
S 15 盟主穴住厨13 75 74 高長石 12.2 8.0 3.6 520.0 安山岩
S 16 竪穴住蔚14 77 74 砥石 10.5 7.1 5.5 430.0 網目絞花闘を号
S 17 塁王穴住居14 77 74 石緩 8.0 6.3 2.0 118.1 安山岩
S 18 竪穴住蔚16 84 74 右DIl 16.3 17.7 4.3 1980.0 安山寺号 表選送中央審1¥(こ滋:}Ji.ii
S 19 聖E穴住居17 88 74 磁石 8.8 7.4 3.2 332.0 安山岩 表議中央部に絞打痕
S20 二回t12 93 2:O¥加工品 2.8 4.5 0.9 

器嘉
石斧の2次加工

S21 怒穴住居18 103 74 尖宣資器 3.7 1.2 。‘7
S22 竪穴{主蔚18 103 74 石DIl 12.6 16.3 4.6 表議中央部に絞宇T痕
S23 土坑23 126 74 石鍔主 2.0 1.4 0.3 
S24 ァラス 2・3 200 74 石室挨 2.5 1.8 0.4 1.16 無主査品安山岩

55225 6 
ピット内出ニ!こ 209 74 磁石 7.1 4.6 4.2 195.0 安山岩
機外出土 216 74 石長挨 1.3 1.2 1.3 間曜語S27 出土 216 74 石鍛 1.9 1.2 0.2 0.44 

S28 若年外出土 216 74 石室挨 1.8 1.3 0.3 0.61 
S29 外出土 216 74 石室控 2.1 1.7 0.3 1.6 
S30 外出土 216 74 石長長 2.8 1.9 0.3 1.91 
S31 外出土 217 耳警製石斧 5.5 5.9 3.5 204.8 安山者
S32 外出土 217 足言製石斧 5.6 6.8 3.5 180.0 :l'I岩 j察疾あり
S33 外出土 217 厨玉jZJ十刃石斧 4.4 3.1 0.6 19.0 
S34 i部品外出土 217 74 砥石 8.9 7.7 3.4 293.6 

級組安i殺殺山花花者絢潟岩岩
JJの狼?あり

S35 逃機外出土 217 74 紙石 8.1 7.5 2.6 I 186.5 t察ji~あり
S36 還itllJ.外出土 217 74 石3垂 6.9 5.7 1.6 75.91 打ち欠きifH主る
S37 遺構外出土 217 スクレーパー 5.6 2.9 0.5 9.0 f史般による熔滅が激しい
S38 遺構外出土

217E瞳 2.7 2.6 0.9 4.47 粘板ミ苦
S39 逃省主外出土 217 5.0 2.6 1.3 18.68 主主質岩
I S40 遺構外出土 217 

72J1i161814 1 3 4 

2.6 

4佐58医02535ラ8G00 粘安安tr板山UU岩岩岩持

S41 ‘構外出土 217 4.5 1.8 
S42 ‘機外出土 218 8.2 滋打痕あり
S43 ii'lt存外出土 218 74 磁石 9.1 3.6 高支打痕あり
S44 者号外出土 218 74 議行 10.1 9.1 4.0 高主打痕あり
S45 機外出土 218 74 おi石 10.4 8.3 5.0 716.0 I安山者 お1tr痕、擦り関あり

218 おDIl 27.3 21.4 7.1 5560.0 安山岩 擦り部あり

表12 遺物観察表鉄器

遺物No 遺物種類・名称 厨{立・逃構 jiji~No. 図版 長(cm) 幡(cm)摩さ(c皿):u!i宣(g) 備考

F 1 鉄製品(鍛造品) ・不i潟 竪穴住蔚l 10 75 1.5 2.4 0.6 3.5 
F2 鉄製品(鍛造品) ・不明 竪穴住総1 10 75 0.6 2.1 0.5 2.2 釘か?

F3 
鉄製品i((豊鍛鍛造造造盈品品L))J ・銭

堅苦穴住居8 25 75 2.1 3.4 0.4 0.6 
F4 鉄製品 鋒 竪穴住居14 77 61・75 13.9 4.6 0.6 3.0 
F5 鉄製品 不碗 塁王穴住際14 78 75 3.3 1.2 0.3 刀子か?
F6 鉄製品・板状jJf鉄 塁王穴住居14 78 75 4.6 4.2 1.2 97.5 板状jJj鉄
F7 鉄製品(鍛造品) ・不明 竪穴住賎15 80 75 1.7 1.4 0.3 1.0 銭または万子
F8 鉄製品(鍛造品) ・不可fJ 堅苦穴住居15 80 75 0.9 2.2 1.1 2.0 銭または刀子
F9 欽製品(鍛造品) ・袋状鉄斧 竪穴住際16 84 75 3.1 6.7 11.0 小規
F10 鉄製品(鍛造品) ・鎌 塁王穴住底16 84 

仁三
4.4 1.1 25.8 

F11 鉄製g弘(鍛造品) ・不明 塁王穴住賎17 88 3.7 4.5 1.0 11.8 鍛か?
F12 鉄製品(鍛造品) ・不明 竪穴住居17 88 5.5 1.8 0.4 10.6 棒状不明
F13 鉄製品(鍛造品) ・銘 茶畑14号墳主体部 98 65・75 1.9 8.2 0.9 15.8 
F14 鉄製品(鍛造品) ・不明

韮遺構盤盆外盟出主土
218 75 3.6 5.3 0.7 1.8 主筆か?

F15 鉄製品(鍛造品) ・不明 213 75 0.8 3.7 0.4 24.2 刀子?主E

表13 遺物観察表木製品

遺稿・層{立 備考

竪穴住居9

表14 遺物観察表玉

遺稿・!脅f立 備考

竪穴住居15
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図版6 茶畑第1遺跡

1 !12穴住居9遺物出土状況 (西から)

2 竪穴住居9炭化材出土状況 (北から)

3 竪穴世居9. 10切り合い状況 (北から)
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図版8 茶畑第1遺跡

.!';】 .

1 竪穴住居12遺物出土状況 (南から)

2 竪穴住居12完描状況(南から)



茶畑第 1遺跡図版9

1 楓立柱建物1南独立棟持柱完掴状況 (甫から} 2 掘宜柱盟物1甫融立鞭持柱土層断面 {西から}

3 掴立桂題物1
完揖状況(南から)
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図版12 茶畑第 l遺跡

1 土坑1最焼土検出状況 (南から) 2 土坑2土居断面 (南西から)

3 土坑3遺物出土状況 (西から) 4 土坑4遺物出土状況 (西から)

5 土坑5遺物幽土状況 (北から) 6 土坑6完描状況 (酉から)

7 土坑7遺物出土状況 (北から) 8 土坑9完掘状況 (北東から)
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茶畑第1遺跡図版15

1 竪穴住居 14地床炉検出弘、~ (甫から)

2 竪穴住居14世雄出土状担(;有から)

3 竪穴住居14周圏構土属断面(酉から)
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l 竪穴住居17鉄器出土状況(北から) 2 監穴住居17造物出土状況何回、ら)

3 竪穴住居17床面粗砂部断面(向から) 4 竪穴住居17土届断面(南から)
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1 土坑16土用断面(酉から) Z 土坑17完掘状況(南西から)

3 土坑18完栂状況(酉から) 4 土坑2u主掘状況(甫から)

5 土坑21完掘状把(南西から) 6 土坑25完掘状況(北から)

7 土坑22土師断面{雨から) 8 土坑22完掴状況(持Jから)
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1 土坑27遺物出土状況 (i'拘束から) 2 土抗29遺物出土状況(南から)
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